
日
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林
謙
三
著
／
山
寺
三
知
解
題
・
翻
刻
・
校
訂

解

題

本
稿
は
、
東
洋
音
楽
学
者
で
あ
る
林
謙
三(1)（
一
八
九
九─
一
九
七
六
）
が
、
昭
和
二
十
三
年
度
（
一
九
四
八
年
度
）
頃
に
「
長
屋
謙
三
」
の
名
で
執
筆
し
た
、
人
文
科
学

研
究
費
補
助
（
現
在
の
科
学
研
究
費
に
相
当
す
る
）
の
報
告
書
「
東
亜
に
於
け
る
楽
器
に
関
す
る
研
究
（
二
）──

日
本
楽
器
学
試
論
（
上
）──

」（
長
屋
糺
氏
所
蔵
）
を
翻

刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

林
謙
三
は
、
昭
和
二
十
二
年
度
（
一
九
四
七
年
度
）
か
ら
二
十
五
年
度
（
一
九
五
〇
年
度
）
に
か
け
て
の
四
年
間
、「
東
亜
に
於
け
る
楽
器
に
関
す
る
研
究(2)」
と
題
す
る

研
究
課
題
に
よ
り
文
部
省
か
ら
人
文
科
学
研
究
費
補
助
の
交
付
を
受
け
て
い
る(3)。
そ
の
成
果
と
し
て
「
東
亜
に
於
け
る
楽
器
に
関
す
る
研
究
」・「
同
（
二
）」・「
同

（
三
）」
と
題
す
る
研
究
報
告
書
（
手
稿
本
）
を
残
し
て
お
り(4)、
本
稿
は
、
そ
の
二
に
あ
た
る
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
そ
の
一
」、「
そ
の
二
」、「
そ
の
三
」
と
略
称
す
る
）。

こ
れ
ら
三
部
の
報
告
書
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
副
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
概
要
を
副
題
と
と
も
に
示
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
一
は(5)昭
和
二
十
二
年
度
（
一
九
四
七
年
度
）
の
報
告
書
で
あ
り
、「
日
本
雅
楽
の
主
要
源
流
と
し
て
見
た
る
唐
代
音
楽
の
楽
器
・
楽
律
・
楽
曲
の
全
貌
」
と
の
副

題
を
附
し
、
当
時
の
新
資
料
を
用
い
て
、
唐
代
に
行
わ
れ
た
音
楽
、
特
に
日
本
雅
楽
に
関
連
す
る
唐
代
に
お
け
る
俗
楽
の
全
貌
を
楽
器
・
楽
律
・
楽
曲
等
の
角
度
か
ら

描
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
約
八
〇
枚
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
脱
稿
）。

一



そ
の
二
に
あ
た
る
本
報
告
書
は
「
日
本
楽
器
学
試
論
（
上
）」
と
の
副
題
を
附
し
、
東
洋
古
代
か
ら
近
代
西
洋
に
い
た
る
ま
で
の
楽
器
分
類
学
の
経
過
を
略
説
し
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
独
自
の
楽
器
分
類
法
を
提
唱
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
日
本
楽
器
の
分
類
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
約
一
一
五
枚
）。
執
筆
時

期
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、
そ
の
一
と
そ
の
三
の
執
筆
時
期
か
ら
、
二
年
目
に
あ
た
る
昭
和
二
十
三
年
度
（
一
九
四
八
年
度
）
末
頃
、
す
な
わ
ち
昭
和
二
十
四
年

（
一
九
四
九
）
初
頭
の
脱
稿
で
あ
る
と
類
推
さ
れ
る(6)。
そ
の
構
成
は
、
古
今
東
西
の
楽
器
分
類
学
の
歴
史
を
略
述
し
た
「
東
西
に
於
け
る
楽
器
分
類
の
沿
革
」（
第
一
章
）、

諸
説
を
踏
ま
え
独
自
の
分
類
法
を
提
示
し
た
「
楽
器
分
類
の
新
構
想
」（
第
二
章
）、
そ
の
独
自
の
分
類
法
に
よ
っ
て
日
本
楽
器
の
分
類
を
試
み
た
「
新
分
類
に
よ
っ
て

処
理
し
た
日
本
楽
器
」（
第
三
章
）
か
ら
な
る
。

そ
の
三
は(7)昭
和
二
十
四
年
度
（
一
九
四
七
年
度
）
の
報
告
書
で
あ
り
、「
日
本
楽
器
学
試
論
（
続
）──

日
本
楽
器
史
観─

─

」
と
の
副
題
を
附
し
、
日
本
に
お
け
る
古

代
か
ら
現
代
に
い
た
る
ま
で
の
楽
器
の
変
遷
を
略
述
し
、
楽
器
史
観
の
大
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
約
三
五
枚
。
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
四

月
脱
稿
）。

以
上
、
三
部
の
報
告
書
の
う
ち
、
そ
の
二
と
そ
の
三
は
、
そ
の
副
題
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
い
わ
ば
姉
妹
篇
の
関
係
に
あ
る
。
本
報
告
書
の
「
は
し
が
き
」
に

「
こ
の
楽
器
分
類
法
を
緯
と
し
、
別
に
日
本
楽
器
史
観
を
経
と
し
、
こ
こ
に
新
し
い
日
本
楽
器
学
を
建
設
し
よ
う
と
云
う
の
が
私
の
念
願
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
と
お

り
、
林
謙
三
は
本
報
告
書
を
緯
と
し
、
そ
の
三
「
日
本
楽
器
学
試
論
（
続
）──

日
本
楽
器
史
観─

─

」
を
経
と
し
て
、
新
し
い
日
本
楽
器
学
を
構
築
し
よ
う
と
企
図

し
て
い
た
の
で
あ
る(8)。

な
お
、
そ
の
二
が
「
日
本
楽
器
学
試
論
」
の
「（
上
）」
で
あ
る
の
に
対
し
、
そ
の
三
が
「（
下
）」
で
は
な
く
「（
続
）」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
恐
ら
く
、
当
初

「（
下
）」
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
を
、
そ
の
三
を
執
筆
す
る
う
ち
に
、
そ
の
二
と
そ
の
三
と
の
関
係
性
や
分
量
の
差
異
等
を
勘
案
し
て
、
そ
の
二
を
正
篇
、
そ
れ

に
対
し
そ
の
三
を
続
篇
と
位
置
づ
け
直
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
標
題
に
本
来
附
さ
れ
て
い
た
「（
上
）」
を
削
除
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
明
示
す
る
た
め
に
副
題
と
し
て
「
楽
器
分
類
法
」
を
新
た
に
補
う
こ
と
に
し
た
。

本
報
告
書
の
意
義
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
無
視
で
き
な
い
の
は
、
林
謙
三
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
の
存
在
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
『
東

ア
ジ
ア
楽
器
考
』
の
出
版
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
林
謙
三
は
、
晩
年
の
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
そ
れ
ま
で
の
楽
器
学
関
連
の
論
文
を
ま
と
め
、

『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』（
東
京
：
カ
ワ
イ
楽
譜
。
以
下
、「
カ
ワ
イ
楽
譜
版
」
と
略
称
す
る
）
を
出
版
し
た
が
、
彼
は
本
書
を
出
版
す
る
以
前
、
実
は
二
度
に
わ
た
り
『
東
亞
樂
器

考
』（
或
い
は
『
东
亚
乐
器
考
』）
と
名
付
け
ら
れ
た
書
を
執
筆
・
編
集
し
て
い
る
。
一
度
目
は
、
戦
時
中
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
東
京
神
田
の
冨
山
房
か
ら
刊
行

二
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を
計
画
し
た
『
東
亞
樂
器
考
』
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
終
戦
直
後
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）、
当
時
の
出
版
界
の
不
況
に
よ
り
、
刊
行
を
目
前
に
計
画
が
立
ち
消
え
に

な
っ
て
し
ま
う
（
以
下
、「
冨
山
房
版
」
と
略
称
す
る
）。
こ
の
冨
山
房
版
は
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
幸
い
に
も
そ
の
草
稿
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る(9)。
二
度
目
は
、
そ

の
冨
山
房
版
の
原
稿
を
補
訂
し
た
も
の
が
中
国
に
お
い
て
中
国
語
に
抄
訳
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
に
北
京
の
音
楽
出
版
社
（
後
の
人
民
音
楽
出
版
社
）
か
ら

刊
行
さ
れ
た
『
东
亚
乐
器
考
』
で
あ
る
（
以
下
、「
中
国
語
版
」
と
略
称
す
る
）。
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
の
カ
ワ
イ
楽
譜
版
は
、
こ
の
中
国
語
版
の
も
と
に
な
っ
た
日

本
語
原
稿
を
、
さ
ら
に
増
補
改
訂
し
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
（
東
亞
樂
器
考
・
东
亚
乐
器
考
）』（
以
下
『
楽
器
考
』
と
略
称
す
る
）
に
は
、

冨
山
房
版
・
中
国
語
版
・
カ
ワ
イ
楽
譜
版
の
三
種
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
本
報
告
書
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
は
上
述
の
と
お
り
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
初
頭
、

つ
ま
り
冨
山
房
版
の
出
版
頓
挫
の
約
三
、
四
年
後
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
報
告
書
の
内
容
を
見
る
と
、『
楽
器
考
』
と
共
通
す
る
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
カ
ワ
イ
楽
譜
版
の
序
説
に
「
楽
器
分
類
の
略
史
」（
中

国
語
版
で
は
「
乐
器
分
类
的
简
史
」。
併
せ
て
、
以
下
「
略
史
」
と
略
称
す
る
）
と
い
う
節
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
本
報
告
書
の
第
一
章
「
東
西
に
於
け
る
楽
器
分
類
の
沿
革
」
と
比

較
す
る
と
、
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
略
史
」
は
本
報
告
書
に
比
し
て
簡
略
で
あ
る
こ
と
、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
は
晩
年
（
一
九
七
三
年
）
の
著
作
（
中
国
語

版
は
一
九
六
二
年
）
で
あ
っ
て
本
報
告
書
よ
り
後
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
す
る
と
、「
略
史
」
は
本
報
告
書
の
内
容
を
簡
略
化
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

実
は
こ
の
「
略
史
」
は
す
で
に
冨
山
房
版
に
ほ
ぼ
同
じ
形
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
冨
山
房
版
出
版
頓
挫
後
、
あ
ま
り
間
を
置
か
ず
に
「
略

史
」
を
も
と
に
し
て
本
報
告
書
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
楽
器
考
』
は
、
林
謙
三
の
楽
器
分
類
の
試
案
と
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
。
本
報
告
書
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
林
謙
三
は
、
楽
器
は
人
工
物
で
あ
る
か

ら
、
生
物
分
類
学
と
同
様
で
は
あ
り
得
な
い
と
す
る
一
方
で
、
楽
器
の
生
成
を
生
物
の
進
化
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
で
、
よ
り
生
物
学
的
分
類
に
接
近
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で
東
ア
ジ
ア
の
楽
器
を
数
多
く
研
究
し
た
経
験
か
ら
、
西
洋
人
の
楽
器
分
類
と
は
異
な
る
考
え
方
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
西
洋
諸

家
の
説
に
自
説
を
交
え
、
よ
り
統
一
性
の
あ
る
分
類
法
を
探
り
、
そ
の
結
果
、
シ
ェ
フ
ネ(10)と
ザ
ッ
ク
ス
等
の
説
と
を
融
合
さ
せ
、
諸
家
と
は
異
な
る
独
自
の
大
系
だ
っ

た
分
類
法
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
の
「
略
史
」
の
末
尾
に
は
「
単
に
無
数
の
楽
器
を
整
理
す
る
便
宜
の
た
め
の
分
類
な
ら
ば
問
題
は
別
で
あ
る
が
、
楽
器
の
科
学
的
分
類
学
と

称
す
る
も
の
は
、
生
物
分
類
学
の
標
榜
す
る
も
の
に
接
近
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
、
生
物
分
類
学
が
楽
器
分
類
の
理
想

と
し
た
上
で
、「
本
書
に
お
い
て
取
扱
う
楽
器
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
大
区
分
を
四
綱
分
類
と
し
、
そ
の
他
の
細
分
は
お
よ
そ
Sachs,Schaeffner二
家
の
例
を
学
び
、

三

日
本
楽
器
学
試
論



か
た
わ
ら
上
記
の
諸
家
の
説
の
妥
当
と
思
わ
れ
る
所
や
、
私
案
を
加
え
て
適
当
に
折
衷
し
た
も
の
を
用
う
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
別
の
意
見
が
あ
る
」

（
冨
山
房
版
・
中
国
語
版
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
が
見
え
る
）
と
し
て
、
独
自
の
分
類
法
の
存
在
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
の
記
述
は
報
告
書
の
内
容
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
が
、

『
楽
器
考
』
に
は
そ
れ
以
上
具
体
的
な
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
本
報
告
書
に
よ
っ
て
、
林
謙
三
が
こ
れ
ま
で
語
ら
な
か
っ
た
「
別
の
意
見
」
の
詳

細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
述
の
「
四
綱
分
類
」
に
つ
い
て
、
カ
ワ
イ
楽
譜
版
に
は
、
報
告
書
と
同
様
に
、

体
鳴
楽
器
（
Idiophone.）

革
鳴
楽
器
（
M
em
branophone.冨
山
房
版
・
報
告
書
で
は
「
皮
鳴
樂
器
」
と
し
、
中
国
語
版
で
は
「
皮
乐
器
」
と
す
る
。
現
在
、
一
般
に
「
膜
鳴
楽
器
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
あ
た
る
。）

絃
鳴
楽
器
（
Chordophone.中
国
語
版
で
は
「
弦
乐
器
」
と
す
る
。）

気
鳴
楽
器
（
A
erophone.中
国
語
版
で
は
「
气
乐
器
」
と
す
る
。）

の
四
つ
が
そ
れ
で
あ
る
と
明
示
し
て
お
り
、
こ
れ
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
ザ
ッ
ク
ス
の
分
類
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
報
告
書
に
よ
る

と
、
林
謙
三
の
楽
器
分
類
体
系
に
お
け
る
四
綱
の
位
置
づ
け
は
ザ
ッ
ク
ス
の
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
上
述
の
「
略
史
」
の
末
尾
の
記
述
は
、
や
は
り
冨
山
房
版
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
楽
器
分
類
法
に
関
す
る
林
謙
三
の
基
本
的
な
考
え
方
が
一
九
四

五
年
頃
に
は
す
で
に
固
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る(11)。

林
謙
三
が
そ
の
よ
う
な
独
自
の
分
類
法
を
案
出
し
た
経
緯
を
考
え
る
と
き
、
太
田
太
郎
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
本
報
告
書
で
林
謙
三
は
太
田
太
郎(12)（
一
九
〇
〇─

一

九
四
五
）
の
「
ザ
ッ
ク
ス
樂
器
學
の
槪
㛿
」（
未
刊
行
）
や
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
樂
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
觀
た
る
印
度
の
樂
器
分
類
法
」（『
田
邊
先
生
㕼
曆
記
念

東
亞
音

樂
論
叢
』
東
京
：
山
一
書
房
、
一
九
四
三
年
）
を
参
照
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
第
一
章
「
東
西
に
於
け
る
楽
器
分
類
の
沿
革
」
と
読
み
比
べ
る
と
、
ザ
ッ
ク
ス
や
マ
イ
ヨ

ン
の
説
を
中
心
に
太
田
太
郎
の
成
果
を
大
い
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
太
田
太
郎
の
著
作
に
は
、
林
謙
三
へ
の
謝
辞
が

見
え(13)、
ま
た
、
太
田
太
郎
の
未
刊
行
の
訳
稿
が
林
謙
三
の
手
元
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
林
謙
三
が
冨
山
房
版
を
執
筆
編
集
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
頃
、
二
人

が
楽
器
学
を
通
じ
て
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
太
田
太
郎
は
、
林
謙
三
が
報
告
書
を
執
筆
す
る
よ
り
前
の
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
死
去

す
る
が
、
注
11
に
引
用
し
た
執
筆
者
紹
介
に
見
え
る
と
お
り
、
彼
は
生
前
「
日
本
を
中
心
と
し
た
楽
器
の
組
織
学
的
研
究
」
を
志
し
て
お
り
、
本
報
告
書
の
執
筆
の
背

景
に
太
田
太
郎
か
ら
の
強
い
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

翻
刻
者
は
楽
器
学
に
つ
い
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
あ
り
、
楽
器
分
類
学
史
に
お
け
る
林
謙
三
の
試
案
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
論
評
す
る
だ
け
の
見
識
を
備
え
て
い
な
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い
が
、
彼
の
試
案
は
少
な
く
と
も
近
代
日
本
の
楽
器
学
形
成
期
に
お
け
る
一
つ
の
試
み
と
し
て
史
料
的
価
値
を
備
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
特
に
西
洋
諸
家
の

楽
器
分
類
学
に
対
す
る
問
題
点
の
指
摘
は
再
考
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
現
代
日
本
の
楽
器
分
類
学
研
究
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
本
報
告
書
は
、
そ
の
一
・
そ
の
三
と
同
様
に
、
林
謙
三
が
一
般
に
公
表
す
る
こ
と
を
前
提
に
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
林

謙
三
は
自
身
の
楽
器
分
類
法
に
つ
い
て
「
シ
ェ
フ
ネ
説
と
ザ
ッ
ク
ス
等
の
説
と
を
融
合
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
一
応
成
功
し
た
と
私
は
ひ
そ
か
に
感
じ
て
い
る
」（
第
二
章

第
三
節
「
新
分
類
法
概
観
」）
と
自
負
を
覗
か
せ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
後
、
そ
の
分
類
法
を
公
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
だ
修
正
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
の

か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
縷
々
述
べ
た
よ
う
に
本
報
告
書
に
は
価
値
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

敢
え
て
翻
刻
公
表
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

以
下
、
本
稿
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
参
考
文
献
の
う
ち
、
特
に
関
連
の
深
い
も
の
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

太
田
太
郎
「
ザ
ッ
ク
ス
博
士
の
業
蹟
」（『
音
樂
敎
育
』
第
四
巻
第
六
号
、
一
九
四
二
年
七
月
号
）

ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
著
、
郡
司
す
み
訳
『
楽
器
の
精
神
と
生
成
』
東
京
：
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
年

CurtSachs,G
eistund
W
erden
derM
usikinstrum
ente,Berlin:D
.Reim
er,1928
の
日
本
語
訳
。
正
確
に
は
、
そ
の
複
写
本
（
FritsA
.M
.K
nuf,1965）

の
翻
訳
と
の
こ
と
。

ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
著
、
野
村
良
雄
訳
『
比
較
音
楽
学
』
東
京
：
全
音
楽
譜
出
版
社
、
一
九
五
三
年

CurtSachs,V
ergleichendeM
usikw
issenschaftin
Ihren
G
rundzügen
(M
usikpädagogische
Bibliothek;8),Leipzig:Q
uelle
&
M
eyer,1930
の
日
本

語
訳
。

ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
著
、
野
村
良
雄
・
岸
辺
成
雄
訳
『
比
較
音
楽
学
』
東
京
：
全
音
楽
譜
出
版
社
、
一
九
六
六
年

V
ergleichende
M
usikw
issenschaft
in
Ihren
G
rundzügen
の
改
訂
第
二
版
V
ergleichende
M
usikw
issenschaft:
M
usik
der
Frem
dkulturen

(M
usikpädagogische
Bibliothek,Bd.2),H
eidelberg:Q
uelle
&
M
eyer,1959
の
日
本
語
訳
。

ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
著
、
柿
木
吾
郎
訳
『
楽
器
の
歴
史
上
下
』
東
京
：
全
音
楽
譜
出
版
社
、
上
：
一
九
六
五
年
、
下
：
一
九
六
六
年

CurtSachs,T
he
history
ofm
usicalinstrum
ents,N
ew
Y
ork:W
.W
.N
orton,1940
の
日
本
語
訳
。
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郡
司
す
み
編
『
日
本
伝
統
楽
器
小
辞
典
』
東
京
：
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年

（
1
）
林
謙
三
は
、
著
名
な
彫
塑
家
・
東
洋
音
楽
学
者
で
あ
る
。
日
本
・
中
国
の
古
代
音
楽
の
解
読
・
復
元
と
い
う
前
人
未
到
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
、
世
界
の
音
楽
学

者
・
東
洋
学
者
に
知
ら
れ
る
。
特
に
、
彼
は
日
本
に
伝
存
す
る
演
奏
伝
承
・
古
楽
譜
・
古
楽
器
等
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
中
国
人
で
さ
え
果
た
し
得
な
か
っ
た
、
中

国
古
代
音
楽
の
楽
曲
・
楽
律
・
楽
器
の
実
態
を
解
明
し
た
こ
と
で
、
死
後
約
四
十
五
年
を
経
た
現
在
で
も
東
ア
ジ
ア
の
音
楽
学
者
か
ら
も
尊
敬
を
集
め
て
い
る
。
主
な
著
書
に

『
隋
㚃
燕
樂
㙭
硏
究
』（
郭
沫
若
中
国
語
訳
。
上
海
：
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
。
中
華
民
国
二
十
五
年
）、『
敦
煌
琵
琶
谱
的
解
读
研
究
』（
潘
懐
素
中
国
語
訳
。
上
海
：
音

楽
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）、『
东
亚
乐
器
考
』（
銭
稲
孫
中
国
語
訳
。
北
京
：
音
楽
出
版
社
、
一
九
六
二
年
）、『
正
倉
院
楽
器
の
研
究
』（
東
京
：
風
間
書
房
、
一
九
六
四
年
）、

『
雅
楽─

─

古
楽
譜
の
解
読─

─

』（
東
京
：
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
九
年
）、『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』（
東
京
：
カ
ワ
イ
楽
譜
、
一
九
七
三
年
）
等
多
数
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
斯

学
の
名
著
で
あ
り
、「
東
洋
古
代
音
楽
の
研
究
と
正
倉
院
古
楽
器
の
復
元
」
に
よ
っ
て
朝
日
賞
（
一
九
五
〇
年
）
を
、
レ
コ
ー
ド
『
天
平
・
平
安
の
音
楽─

─

古
楽
譜
の
解
読

に
よ
る─

─

』（
監
修
・
解
読
・
解
説
。
川
崎
：
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
一
九
六
五
年
）
に
よ
っ
て
芸
術
祭
奨
励
賞
（
同
年
）
を
受
賞
し
た
。
本
姓
は
長
屋
。
林
は
旧
姓
で
あ
る

が
、
音
楽
学
で
は
、
林
謙
三
の
名
で
活
躍
し
た
。

（
2
）
研
究
課
題
名
に
見
え
る
「
於
け
る
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
公
の
記
録
で
は
、「
おㅟ

け
る
」「
於ㅟ

け
る
」
の
二
通
り
あ
る
が
、
林
謙
三
自
身
、
報
告
書
で
は
「
於
け
る
」
と
表
記

し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
従
っ
た
。

（
3
）
文
部
省
大
学
学
術
局
研
究
助
成
課
編
『
研
究
課
題
目
録
集
人
文
科
学
研
究
費
補
助
金
科
学
研
究
奨
励
交
付
金
昭
・
21─

昭
・
25
』（
文
部
省
大
学
学
術
局
研
究
助
成
課
、

一
九
五
一
年
二
月
）
五
四
・
五
六
・
六
四
・
六
六
頁
、
人
文
科
学
委
員
会
編
『
人
文
』
第
二
巻
第
一
号
（
一
九
四
八
年
三
月
）「
学
界
消
息
」
一
五
二
頁
、
第
三
巻
第
一
号

（
一
九
四
九
年
三
月
）「
学
界
消
息
」
一
五
八
頁
等
に
よ
る
。

（
4
）
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
は
加
筆
訂
正
し
た
箇
所
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
、
正
本
か
否
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
紙
に
記
入
さ
れ
た
情
報
か
ら
判
断
し
、
文
部
省
に

提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
二
十
二
年
度
報
告
書
に
は
「
文
部
省
昭
和
二
十
二
年
度
研
究
費
補
助
に
よ
る
報
告
」
と
の
鉛
筆
書
き
の
メ
モ
が
記
さ
れ
、

「
文
部
省
敎
育
局
人
文
科
學
硏
究
■
」（「
■
」
は
不
鮮
明
の
た
め
不
詳
で
あ
る
。「
費
」
か
）
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
二
十
三
年
度
報
告
書
に
は
「
哲
学
76
～

110
」
と
の
鉛
筆
書
き
の
メ
モ
が
見
え
（
林
謙
三
が
交
付
さ
れ
た
補
助
金
の
領
域
は
、「
哲
学
」
で
あ
っ
た
）、
昭
和
二
十
四
年
度
報
告
書
に
は
「
156
」
と
記
さ
れ
た
シ
ー
ル
が
貼

ら
れ
、
そ
の
下
に
鉛
筆
書
き
で
「
5.6
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
後
、
恐
ら
く
文
部
省
が
何
ら
か
の
整
理
の
た
め
に
押
印
・
記
入
・
貼
付
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
文
部
科
学
省
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
省
に
は
こ
の
時
期
の
報
告
書
は
保
管
さ
れ
て
い
な
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
正
本
か

副
本
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
現
在
確
認
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
5
）
そ
の
一
の
翻
刻
は
、「
日
本
雅
楽
の
主
要
源
流
と
し
て
見
た
る
唐
代
音
楽
の
楽
器
・
楽
律
・
楽
曲
の
全
貌
」（『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
十
七
巻
、
二

〇
二
〇
年
）
と
し
て
す
で
に
発
表
し
て
あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
人
文
科
学
委
員
会
編
『
人
文
』
第
三
巻
第
二
号
（
一
九
四
九
年
九
月
）
一
二
八
頁
に
掲
載
さ
れ
た
、
昭
和
二
十
三
年
度
研
究
報
告
書
の
提
出
状
況
一
覧
（「
昭
和
二
十
四
年

五
月
末
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
」
と
の
注
記
あ
り
）
に
、「
東
亜
に
お
け
る
楽
器
に
関
す
る
研
究
長
屋
謙
三
」
と
見
え
、
そ
れ
が
本
報
告
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
7
）
そ
の
三
の
翻
刻
に
つ
い
て
も
、「
日
本
楽
器
学
試
論
（
続
）──

日
本
楽
器
史
観─

─

」（『
滝
川
国
文
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
九
年
）
と
し
て
す
で
に
発
表
し
た
。
こ
ち
ら

も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
8
）
楽
器
分
類
学
を
「
緯
」、
楽
器
史
観
を
「
経
」
と
す
る
発
想
は
、
ド
イ
ツ
の
音
楽
学
の
大
家
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
に
な
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
太
田
太
郎
「
ザ
ッ
ク

ス
樂
器
學
の
槪
㛿
」（
未
刊
行
。
ク
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
ス
著
、
太
田
太
郎
訳
補
『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
樂
器
』
所
収
の
解
説
）
に
「
ザ
ッ
ク
ス
樂
器
學
の
骨
子
を
な
す
も
の

は
、
㑢
と
し
て
そ
の
樂
器
分
類
法
で
あ
り
、
經
と
し
て
そ
の
樂
器
發
展
史
で
あ
る
」
と
見
え
る
。
な
お
、『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
樂
器
』
は
、
Curt
Sachs,D
ie

M
usikinstrum
ente
Indiens
und
Indonesiens:zugleich
eine
E
infuhrung
in
die
Instrum
entenkunde
(H
andbucher
der
Staatlichen
M
useen
zu
Berlin),Berlin:

V
ereinigung
W
issenschaftlicherV
erlegerW
alterde
Gruyter,1923,2.A
uflの
日
本
語
訳
で
あ
り
、
冨
山
房
よ
り
出
版
予
定
で
あ
っ
た
が
未
刊
行
。
執
筆
年
代
に
つ
い

て
は
「
譯
補
者
緖
言
」
に
「
昭
和
十
八
年
秋
」（
一
九
四
三
年
）
と
見
え
、
恐
ら
く
、
同
じ
く
冨
山
房
か
ら
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
た
『
東
亞
樂
器
考
』
が
、
戦
時
中
の
出
版

事
情
に
よ
っ
て
取
り
や
め
に
な
っ
た
の
と
同
様
に
、
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
に
よ
っ
て
林
謙
三
旧
蔵
資
料
の
中
に
校
正
紙
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
四
五
年
の
太
田
太
郎
の
死
去
に
伴
い
、
林
謙
三
に
託
さ
れ
た
も
の

か
。
現
在
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
公
表
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
何
ら
か
の
形
で
公
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
9
）
調
査
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部
剛
・
山
寺
三
知
共
編
訳
『
林
謙
三
『
隋
唐
燕
楽
調
研
究
』
と
そ
の
周
辺
』（
大
阪
：
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
七
年
）「
出
版
説

明
」
に
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
。
後
述
の
と
お
り
、
こ
の
冨
山
房
版
『
東
亞
樂
器
考
』
は
、
後
に
カ
ワ
イ
楽
譜
版
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』
へ
と
改
訂
さ
れ
る
が
、
双
方
の
目
次
を

比
べ
る
と
出
入
が
見
え
る
。
冨
山
房
に
収
録
予
定
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
カ
ワ
イ
楽
譜
版
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
未
発
表
原
稿
の
う
ち
、「
唐
楽
調

の
淵
源
」
の
翻
刻
を
同
書
に
掲
載
し
、
ま
た
「
漢
代
画
像
石
に
現
わ
れ
た
楽
器
」
の
翻
刻
を
『
國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
三
十
八
巻
（
二
〇
二
一
年
三
月
）

に
発
表
し
た
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）
現
在
、
一
般
に
は
「
シ
ェ
フ
ネ
ル
」
や
「
シ
ェ
フ
ネ
ー
ル
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
林
謙
三
・
太
田
太
郎
と
も
に
「
シ
ェ
フ
ネ
」
と
表
記
す
る
。

（
11
）
な
お
、『
正
倉
院
楽
器
の
研
究
』（
一
九
六
四
年
）
三
六
五
頁
に
見
え
る
「
奈
良
時
代
の
楽
器
分
類
表
」
は
、
林
謙
三
自
身
が
考
案
し
た
分
類
体
系
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
12
）
以
下
、
太
田
太
郎
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
樂
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
觀
た
る
印
度
の
樂
器
分
類
法
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
田
邊
先
生
㕼
曆
記
念

東
亞
音
樂
論
叢
』（
東
京
：
山

一
書
房
、
一
九
四
三
年
）
の
執
筆
者
紹
介
か
ら
抜
粋
し
て
お
く
。「
東
京
都
出
身
。
東
北
帝
國
大
學
法
文
學
部
美
學
科
卒
業
。
同
大
學
助
手
、
高
野
山
大
學
敎
授
、
東
京
音
樂

學
校
敎
授
、
日
本
放
㙇
協
會
洋
樂
課
長
、
同
音
樂
部
長
を
歷
任
、
現
在
著
㗾
に
從
ふ
。
こ
の
間
歐
米
に
於
け
る
音
樂
公
共
施
設
視
察
（
文
部
省
囑
託
）
を
な
す
。
比
較
音
樂
學

を
專
攻
、
特
に
日
本
を
中
心
と
し
た
樂
器
の
組
織
學
㙹
硏
究
を
目
㙹
と
す
。
著
書
、
ベ
ッ
カ
ー
『
西
洋
音
樂
史
』
譯
、
ヴ
ァ
イ
ス
マ
ン
『
音
樂
の
神
性
脫
化
』
譯
、
ラ
イ
ヒ
テ

ン
ト
リ
ッ
ヒ
『
樂
式
論
』
譯
、
ザ
ッ
ク
ス
『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
樂
器
』
譯
補
、
そ
の
他
單
行
本
論
文
多
數
」。
な
お
、
以
上
の
訳
書
の
う
ち
、
公
刊
が
確
認
で
き
た
の

は
、
ベ
ッ
カ
ー
『
西
洋
音
樂
史
』（
東
京
：
京
文
社
、
一
九
二
九
年
、
音
楽
教
育
叢
書
第
九
編
）、
ヴ
ァ
イ
ス
マ
ン
『
音
樂
の
神
性
脫
化
』（
東
京
：
共
益
商
社
書
店
、
一
九
三

六
年
）
の
み
で
あ
る
。『
樂
式
論
』
は
、『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
樂
器
』
と
同
様
に
、
執
筆
さ
れ
な
が
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
か
。
ま
た
、
東
京
藝
術
大
学

に
は
、
太
田
太
郎
と
そ
の
妻
太
田
綾
子
（
声
楽
家
。
一
八
九
八─

一
九
四
四
）
の
旧
蔵
資
料
（
図
書
・
楽
譜
・
レ
コ
ー
ド
）
を
収
め
た
「
太
田
文
庫
」
が
あ
る
。
太
田
太
郎
の

楽
器
学
に
つ
い
て
は
、
彼
が
早
逝
し
、
楽
器
学
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
著
作
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
か
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
近
代
日
本
の
楽
器

学
の
形
成
を
考
え
る
上
で
、
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
人
物
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
太
田
太
郎
に
つ
い
て
は
、
井
上
裕
太
「
太
田
太
郎
の
欧
米
に
お
け
る
音
楽
公
共
施
設
視
察

と
音
楽
研
究
所
の
設
置
」（『
國
學
院
大
學
博
物
館
學
紀
要
』
第
三
十
九
輯
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
が
あ
る
。
日
本
の
音
楽
博
物
館
史
に
お
け
る
太
田
太
郎
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
太
田
の
功
績
を
専
門
に
論
じ
た
唯
一
の
論
考
で
あ
る
。

（
13
）「
ザ
ッ
ク
ス
樂
器
學
の
槪
㛿
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
樂
器
』
の
「
譯
補
者
緖
言
」
に
「
本
書
を
公
に
す
る
に
當
り
、
多
く
の
疑
義
を
解
㛤
敎
示
さ

七

日
本
楽
器
学
試
論



れ
た
林
㖹
三
氏…

…

に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
」
と
見
え
、
ま
た
、「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
樂
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
觀
た
る
印
度
の
樂
器
分
類
法
」
に
は
「
本
稿
の
印
度
㗥
料

に
關
し
て
特
に
ご
配
慮
を
煩
わ
し
た
林
㖹
三
氏
を
始
め…

…

厚
く
御
禮
申
し
上
げ
る
」
と
見
え
る
。

翻
刻
凡
例

一
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
・
衍
字
等
に
つ
い
て
は
、
適
宜
こ
れ
を
改
め
た
。

一
、
送
り
が
な
・
読
点
・
改
行
等
に
つ
い
て
は
、
適
宜
こ
れ
を
改
め
、
鉤
括
弧
に
つ
い
て
は
、
適
宜
こ
れ
を
補
っ
た
。

一
、
章
番
号
・
節
番
号
に
つ
い
て
は
、
草
稿
で
は
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
読
者
の
便
宜
を
考
慮
し
、
こ
れ
を
補
っ
た
。

一
、
本
文
に
お
け
る
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
草
稿
で
は
、
旧
字
体
と
常
用
漢
字
が
混
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
旧
字
体
を
常
用
漢
字
・
代
用
字
等
、
通
行
の
字
体
に

改
め
た
。
但
し
、
一
部
、
草
稿
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
箇
所
が
あ
る
。

一
、
漢
籍
・
古
典
籍
の
引
用
文
（
原
文
）、
書
名
、
篇
名
の
字
体
に
は
原
則
と
し
て
旧
字
体
を
用
い
た
。

一
、
欧
文
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
よ
る
表
記
に
つ
い
て
は
、
原
典
に
従
っ
て
適
宜
こ
れ
を
改
め
た
。

一
、
引
用
文
献
の
書
誌
事
項
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
に
よ
る
人
名
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
検
索
の
便
を
考
慮
し
て
、
適
宜
こ
れ
を
補
っ
た
。

一
、
楽
器
名
の
日
本
語
表
記
に
つ
い
て
は
、
草
稿
で
は
記
載
さ
れ
て
い
る
箇
所
ご
と
に
異
な
る
場
合
が
見
ら
れ
る
た
め
、
適
宜
統
一
し
た
。

一
、
以
上
の
う
ち
、
補
訂
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
逐
一
注
記
し
な
か
っ
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
①
②
等
の
所
謂
丸
数
字
を
付
し
て
翻
刻
者
注
を
施
し
、
篇
末
に
配
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
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東
亜
に
於
け
る
楽
器
に
関
す
る
研
究
（
二
）─

─

日
本
楽
器
学
試
論
（
上
）──

目
次

は
し
が
き

一
一

第
一
章

東
西
に
於
け
る
楽
器
分
類
の
沿
革

一
二

一
、
中
国
の
分
類

一
二

二
、
わ
が
国
の
分
類

一
四

三
、
イ
ン
ド
の
分
類

一
四

四
、
西
ア
ジ
ア
の
分
類

一
五

五
、
西
洋
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
分
類

一
五

六
、
マ
イ
ヨ
ン
の
分
類

一
六

七
、
ザ
ッ
ク
ス
の
分
類

一
九

八
、
ノ
ル
リ
ン
ド
の
分
類

二
四

九
、
シ
ェ
フ
ネ
の
分
類

二
五

十
、
モ
ー
ゼ
ル
、
ガ
ル
ピ
ン
の
五
綱
分
類

二
七

第
二
章

楽
器
分
類
法
の
新
構
想

三
二

一
、
楽
器
分
類
の
第
一
段

三
二

（
一
）
鳴
ら
す
力

三
四

（
二
）
発
音
体
と
附
加
物

三
五

二
、
第
一
次
以
下
の
細
分
類
の
問
題

三
八

九

日
本
楽
器
学
試
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（
一
）
直
接
・
間
接
運
動
に
つ
い
て

三
九

（
二
）
奏
法
と
材
質

三
九

三
、
新
分
類
法
概
観

三
九

×

×

×

附
、
楽
器
分
類
上
の
用
語
略
解

四
二

第
三
章

新
楽
器
分
類
法
に
よ
っ
て
処
理
し
た
日
本
楽
器

四
六

Ⅰ
体
鳴
楽
器

四
六

Ⓐ
対
偶
的
体
鳴
楽
器

四
六

Ⓑ
非
対
偶
的
体
鳴
楽
器

四
七

Ⓒ
弾
力
性
体
鳴
楽
器

五
五

Ⅱ
皮
鳴
楽
器

五
六

Ⓑ
張
っ
た
皮
鳴
楽
器

五
六

Ⅲ
絃
鳴
楽
器

六
〇

Ⓐ
単
純
絃
鳴
楽
器

六
〇

Ⓑ
複
合
絃
鳴
楽
器

六
三

Ⅳ
気
鳴
楽
器

六
六

Ⓐ
自
由
性
気
鳴
楽
器

六
六

Ⓑ
共
鳴
管
附
き
気
鳴
楽
器

六
八

以
上

一
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は
し
が
き

人
類
の
用
う
る
道
具
の
始
源
と
同
様
、
楽
器
の
始
源
も
人
間
自
身
の
肉
体
に
あ
る
。
こ
れ
が
楽
器
の
自
然
的
第
一
段
階
で
あ
り
、
次
に
人
体
の
補
助
と
し
て
道
具
が

つ
く
ら
れ
る
。
例
え
ば
拍
手
の
延
長
が
一
対
の
拍
子
木
と
な
り
、
シ
ン
バ
ル
と
な
る
の
で
あ
る
。
か
つ
て
あ
り
、
ま
た
、
今
、
現
に
あ
る
千
差
万
別
の
楽
器
は
人
類
文

化
の
盛
衰
を
写
す
鏡
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
学
問
的
探
求
は
ま
こ
と
に
有
意
義
の
も
の
で
あ
る
。
も
ろ
も
ろ
の
楽
器
生
成
、
流
転
の
様
、
普
遍
と

特
殊
の
問
題
を
史
的
に
見
る
と
き
は
楽
器
史
と
な
り
、
組
織
的
体
系
的
に
見
る
と
き
は
楽
器
学
と
な
る
。
楽
器
学
の
中
心
は
楽
器
の
組
織
学
、
分
類
学
に
あ
る
。
今

日
、
西
洋
で
は
有
力
な
学
者
相
継
い
で
輩
出
し
、
正
に
群
雄
割
拠
の
有
様
で
、
楽
器
学
に
つ
い
て
の
専
門
の
好
著
述
も
相
当
数
現
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ひ
と
り
わ
が

国
で
は
ご
く
一
部
の
学
者
以
外
に
は
殆
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
今
日
行
わ
れ
て
い
る
楽
器
の
分
類
や
分
類
の
命
名
の
実
情
を
見
て
も
、
な
お
前
世
紀
そ
の
ま

ま
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
誰
も
疑
う
も
の
が
殆
ど
い
な
い
有
様
で
あ
る
。
尤
も
西
洋
に
於
て
も
、
近
世
楽
器
学
の
開
祖
マ
イ
ヨ
ン
以
来
、
半
世
紀
の
間
に
提
唱
さ
れ
た

種
々
の
分
類
法
に
し
て
も
、
十
人
十
色
、
一
長
一
短
で
、
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
云
う
の
も
、
分
類
上
、
重
要
な
基
礎
と
な
る
古
今
の

あ
ら
ゆ
る
楽
器
の
発
展
盛
衰
史
の
知
識
が
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
の
知
識
が
今
後
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
に
従
い
、
既
存
の
分
類
法
に

も
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
、
い
ろ
い
ろ
出
て
来
る
で
あ
ろ
う
。

東
亜
の
楽
器
を
専
攻
す
る
こ
と
多
年
、
殊
に
日
本
に
存
す
る
実
物
並
び
に
文
献
上
の
新
旧
の
楽
器
に
つ
い
て
、
最
も
研
究
の
便
に
恵
ま
れ
て
い
た
私
は
、
楽
器
の
世

界
と
し
て
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、

①詳
細
な
研
究
を
遂
げ
得
た
と
こ
ろ
か
ら
、
諸
楽
器
の
系
統
と
か
分
類
に
つ
い
て
も
、
西
人
と
は
や
や
異
な
る
考
え
方

を
抱
く
よ
う
に
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
私
の
立
場
か
ら
私
自
身
の
分
類
法
と
云
う
も
の
を
構
想
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
分
類
法
は
独
断
の
弊
に
陥
る
こ
と

を
避
け
る
た
め
、
西
洋
諸
家
の
説
中
、
正
説
と
思
わ
れ
た
も
の
は
多
く
祖
述
し
、
そ
の
間
に
私
説
を
雑
え
、
全
体
を
な
る
べ
く
統
一
あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
努
力
し
た

の
で
あ
る
。
私
説
中
、
最
も
根
本
的
な
考
え
方
は
「
楽
器
は
発
音
体
そ
れ
だ
け
の
も
の
は
一
部
分
に
止
ま
り
、
他
は
発
音
体
と
附
加
物
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
附
加
物

は
人
体
の
一
部
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
工
作
物
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
附
加
物
こ
そ
却
っ
て
楽
器
と
し
て
甚
だ
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
も
の
が
極
め
て
多
い
以

上
、
楽
器
の
分
類
の
根
本
方
針
を
単
に
発
音
体
だ
け
の
性
質
の
差
に
置
く
と
か
、
発
音
体
の
奏
法
の
差
に
主
眼
を
置
く
と
か
は
、
実
際
上
、
主
客
転
倒
で
あ
り
、
附
加

物
の
性
質
・
形
体
を
充
分
考
慮
に
入
れ
て
分
類
す
べ
き
が
正
し
い
」
と
云
う
の
で
あ
る
。

こ
の
楽
器
分
類
法
を
緯
と
し
、
別
に
日
本
楽
器
史
観
を
経
と
し
、
こ
こ
に
新
し
い
日
本
楽
器
学
を
建
設
し
よ
う
と
云
う
の
が
私
の
念
願
で
あ
る
。
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本
論
で
は
そ
の
第
一
編
と
し
て
楽
器
分
類
法
の
最
近
ま
で
の
歴
史
と
私
説
、
並
び
に
新
分
類
法
に
よ
っ
て
処
理
し
た
日
本
楽
器
凡
そ
二
百
三
十
を
略
述
す
る
こ
と
と

し
た
。

第
一
章

東
西
に
於
け
る
楽
器
分
類
法
の
沿
革

楽
器
の
分
類
法
が
今
世
紀
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
論
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
嘗
て
な
か
っ
た
。
西
洋
で
も
昔
は
一
民
族
な
り
、
同
一
文
化
圏
な
り
で

取
り
扱
う
楽
器
の
種
類
が
比
較
的
少
な
く
、
楽
器
を
そ
の
機
巧
な
り
材
質
な
り
に
基
づ
い
て
大
ざ
っ
ぱ
に
区
分
け
す
る
だ
け
で
用
が
足
り
た
。
と
こ
ろ
が
西
洋
に
於
て

は
今
世
紀
の
後
半
以
後
、
楽
器
の
世
界
の
視
野
が
急
に
拡
大
さ
れ
、
利
用
上
、
今
ま
で
縁
も
ゆ
か
り
も
な
か
っ
た
他
民
族
や
異
文
化
圏
に
属
す
る
種
々
様
々
の
楽
器
の

知
識
が
齎
さ
れ
、
従
来
の
粗
末
な
分
類
法
で
は
充
分
に
処
理
が
出
来
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
他
民
族
の
分
類
法
を
参
酌
し
た
科
学
的
分
類
法
が
呱
々
の
声
を
挙

げ
、
遂
に
今
世
紀
の
華
や
か
な
学
説
の
展
開
を
見
る
に
至
っ
た
。
今
、
近
世
の
科
学
的
分
類
法
の
誕
生
す
る
以
前
の
東
西
の
沿
革
を
若
干
省
み
て
み
よ
う
。

一
、
中
国
の
分
類

先
ず
中
国
で
は
周
代
に
早
く
も
「
八
音(1)」
の
名
称
で
分
類
を
試
み
て
い
た
。
八
音
と
は
全
楽
器
を
金
・
石
・
糸
・
竹
・
匏
・
土
・
革
・
木
の
八
類
に
分
類
す
る
こ
と

で
、
楽
器
の
発
音
体
と
し
て
当
時
の
人
達
に
考
え
ら
れ
て
い
た
材
質
に
よ
る
原
始
的
な
分
類
処
理
で
あ
る
。
周
代
で
は
尚
お
楽
器
の
種
類
も
左
程
多
く
な
く
、
ま
た
そ

の
機
巧
も
単
純
で
あ
っ
た
の
で
、
八
音
分
類
を
以
っ
て
楽
器
を
処
理
し
て
も
何
ら
の
支
障
も
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
新
し
い
楽
器
学
の
用
語
で
云
う
と
八
音
の

土ㅟ

だ
け
が
体
鳴
・
気
鳴
両
楽
器
の
分
野
に
わ
た
る
他
、
凡
そ
金
・
石
・
革
・
木
は
体
鳴
楽
器
を
、
竹
・
匏
は
気
鳴
楽
器
を
、
糸
は
絃
鳴
楽
器
を
示
し
、
不
完
全
な
が
ら

こ
れ
だ
け
で
充
分
分
類
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
中
国
に
於
て
も
そ
の
後
、
諸
外
国
、
主
と
し
て
西
域
地
方
か
ら
従
来
中
国
に
な
か
っ
た
よ

う
な
珍
奇
な
機
巧
の
楽
器
が
伝
来
し
た
り
、
ま
た
中
国
で
の
改
造
や
新
作
な
ど
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
、
楽
器
の
種
類
も
次
第
に
豊
富
に
な
り
、
且
つ
そ
の
使
用
の
材
質

も
漸
く
複
雑
化
す
る
に
つ
れ
、
従
来
の
八
音
分
類
で
は
ど
う
も
不
都
合
に
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
て
来
た
。
即
ち
楽
器
と
し
て
は
全
く
異
な
る
系
統
に
属
す
べ

き
も
の
で
も
、
た
ま
た
ま
そ
の
材
質
上
の
親
近
さ
か
ら
八
音
分
類
に
従
え
ば
同
一
名
目
の
下
に
列
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
り
、
ま
た
そ
の
反
対
に
楽
器
と
し
て
は
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全
く
同
一
系
統
に
属
す
べ
き
も
の
で
も
、
そ
の
材
質
上
の
相
違
か
ら
八
音
分
類
に
従
え
ば
、
互
い
に
他
の
名
目
の
下
に
数
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
っ
た
よ
う

な
混
乱
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
八
音
と
云
う
原
始
的
分
類
法
の
不
完
全
さ
を
暴
露
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
今
、
そ
の
一
例
と
し
て
笛
を
挙
げ
て
み

る
。
笛
は
竹
で
も
造
れ
ば
、
時
に
銅
・
鉄
・
玉
・
石
・
木
・
陶
磁
で
も
造
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
同
じ
形
制
の
笛
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
材
質
を
異
に
す
れ
ば
、
八

音
分
類
で
は
銅
・
鉄
製
の
も
の
で
あ
れ
ば
鐘
・
鐸
等
と
共
に
金ㅟ

に
属
す
る
し
、
玉
・
石
製
の
も
の
で
あ
れ
ば
磬
等
と
共
に
石ㅟ

に
属
す
る
し
、
ま
た
木
製
の
も
の
で
あ
れ

ば
柷
・
敔
等
と
共
に
木ㅟ

に
属
す
る
し
、
陶
磁
製
の
も
の
で
あ
れ
ば
塤
・
土
鼓
・
缶
等
と
共
に
土ㅟ

に
属
す
る
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
楽
器
と
し
て
は
気
鳴
楽

器
中
の
全
く
同
一
系
統
に
属
す
べ
き
も
の
が
、
こ
の
場
合
、
大
部
分
、
体
鳴
楽
器
の
属
す
る
金
・
石
・
木
・
土
に
も
籍
を
置
く
と
云
う
不
始
末
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
八
音
分
類
に
は
短
所
が
あ
り
な
が
ら
、
中
国
で
は
ご
く
近
代
ま
で
こ
の
方
法
が
殆
ど
改
め
る
こ
と
な
し
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
来
た
の
は
、
周
代
の

制
は
音
楽
・
楽
器
・
楽
律
・
楽
制
、
何
で
も
無
上
の
も
の
と
考
え
勝
ち
の
尚
古
趣
味
と
、
八
音
に
対
す
る
迷
信
が
牢
乎
と
し
て
抜
き
難
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
唐
時

代
に
南
蛮
国
の
一
つ
で
あ
る
驃
国
（
今
の
ビ
ル
マ
地
方
）
か
ら
貢
献
し
た
楽
器
を
分
類
す
る
の
に
、
従
来
の
八
音
目
で
は
不
適
当
な
と
こ
ろ
か
ら
、
金
・
貝ㅟ

・
糸
・
竹
・

匏
・
革
・
牙ㅟ

・
角ㅟ

と(2)し
て
石
・
木
・
土
の
代
わ
り
に
貝
・
牙
・
角
を
収
め
て
八
の
数
と
し
て
い
る
の
は
、
八
音
の
名
目
は
異
な
っ
て
も
八
音
と
云
わ
な
け
れ
ば
楽
器
の

分
類
ら
し
く
思
わ
れ
な
か
っ
た
当
時
の
人
の
心
持
ち
を
率
直
に
現
し
た
面
白
い
例
で
あ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
八
音
分
類
の
著
し
い
欠
点
は
、
発
音
体
と
考
え
ら
れ
た
材
質
を
重
ん
じ
過
ぎ
た
こ
と
で
、
同
じ
系
統
の
楽
器
が
単
に
材
質
の
類
似
だ
け
か
ら
他

の
系
統
の
楽
器
と
一
緒
に
取
り
扱
わ
れ
た
り
、
そ
の
反
対
に
取
り
扱
わ
れ
た
り
す
る
な
ら
ば
、
分
類
は
分
類
で
も
殆
ど
無
意
味
な
分
類
に
し
か
な
ら
な
い
。
古
の
八
音

分
類
は
実
は
分
類
を
必
要
と
し
て
の
分
類
以
上
に
、
八
の
数
に
か
ら
む
相
当
哲
学
的
な
理
由
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

宋
の
陳
暘
は
そ
の
『
樂
書
』
の
中
で
多
数
の
楽
器
を
取
り
扱
う
の
に
際
し
、
従
来
の
八
音
分
類
の
上
に
新
た
に
伝
承
や
用
途
上
の
分
類
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
上

古
か
ら
当
時
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
楽
器─

─

尤
も
そ
の
中
に
は
単
に
一
片
の
伝
説
に
し
か
過
ぎ
な
い
も
の
も
あ
る
が─

─

を
雅
部
・
胡
部
・
俗
部
の
三
部
に
大
別
し
、
雅

部
に
は
周
以
来
の
雅
楽
に
用
う
る
楽
器
を
、
胡
部
に
は
外
国
起
源
と
見
な
さ
れ
る
楽
器
を
、
俗
部
に
は
周
以
来
の
雅
部
に
入
ら
な
い
も
の
や
、
胡
部
の
楽
器
よ
り
出
て

中
国
化
し
た
も
の
や
改
良
さ
れ
た
も
の
な
ど
を
列
し
、
三
部
を
夫
々
、
金
・
石
・
土
・
革
・
糸
・
竹
・
匏
・
木
の
八
音
の
順
序
に
分
類
し
て
い
る
。
右
の
雅
・
胡
・
俗

の
三
大
部
の
分
類
は
、
主
と
し
て
楽
器
の
用
途
上
の
区
別
を
主
眼
と
し
て
試
み
ら
れ
た
も
の
で
、
傍
ら
楽
器
の
伝
承
的
系
統
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
に
目
新
し
さ
が

感
じ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
馬
端
臨
の
『
文
獻
㙳
考
』
の
樂
考
の
楽
器
の
叙
し
方
も
、
一
部
修
正
の
他
、
陳
暘
の
分
類
法
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

従
来
、
中
国
だ
け
の
古
来
の
楽
器
を
取
り
扱
う
場
合
は
、
不
完
全
と
は
気
附
き
な
が
ら
も
、
周
以
来
の
八
音
分
類
法
が
便
宜
上
受
け
容
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
到
底
真
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の
楽
器
分
類
の
役
に
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

二
、
わ
が
国
の
分
類

わ
が
国
で
は
奈
良
時
代
以
前
に
つ
と
に
中
国
の
八
音
の
知
識
を
伝
え
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
楽
器
と
し
て
は
辛
う
じ
て
こ
の
全
目
に
値
す
る
も
の
を
持
っ
た
と
し
て

も
、
も
と
よ
り
中
国
で
云
う
雅
楽
の
八
音
の
器
を
伝
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
平
安
朝
以
後
は
前
代
に
中
国
や
朝
鮮
よ
り
伝
承
の
楽
器
も
次
第
に
淘
汰
さ
れ
て
用
う
る
も

の
が
少
な
く
な
り
、
自
然
、
楽
器
の
分
類
も
八
音
を
以
っ
て
す
る
要
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
平
安
朝
の
何
時
頃
か
ら
と
な
く
「
う
ち
も
の
」「
ひ
き
も
の
」「
ふ

き
も
の(3)」
と
云
う
近
世
の
西
洋
の
三
大
分
類
に
似
た
わ
け
か
た
が
楽
家
の
間
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。「
う
ち
も
の
」
は
明
治
以
来
の
新

語
の
打
楽
器
に
相
当
し
、
鉦
・
磬
や
太
鼓
の
類
を
悉
く
包
括
し
た
総
称
で
あ
り
、「
ひ
き
も
の
」
は
絃
楽
器
に
相
当
し
、
箏
・
琵
琶
な
ど
絃
を
張
っ
た
楽
器
の
総
称
で

あ
り
、
終
わ
り
の
「
ふ
き
も
の
」
は
管
楽
器
に
相
当
し
、
横
笛
・
尺
八
・
篳
篥
な
ど
笛
類
の
楽
器
の
総
称
で
あ
る
。

三
、
イ
ン
ド
の
分
類

次
に
イ
ン
ド
で
は
中
国
と
は
極
め
て
対
蹠
的
な
、
そ
し
て
今
日
の
西
人
の
科
学
的
分
類
の
根
底
と
相
通
ず
る─

─

と
云
う
よ
り
む
し
ろ
後
者
の
源
泉
と
も
な
っ
た

─
─

三
大
分
類
ま
た
は
四
大
分
類
が
今
か
ら
千
五
百
年
も
も
っ
と
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
バ
ㇵ
ー
ラ
タ
（
Bharata）
の

『
ナ
ー
チ
ャ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
（
N
atyā
śāstra
演
劇
規
範
の
意
(4
)）』

の
第
二
十
九
章
は
絃
（
tata）
の
類
を
、
第
三
十
章
は
気
（
susㅡira）
の
類
を
、
ま
た
、
第
三
十
三
章
は
皮

（
bhanㅡda）
の
類
を
夫
々
集
団
的
に
取
り
扱
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
著
者
の
生
存
し
た
グ
プ
タ
王
朝
代
に
已
に
近
代
の
体
鳴
楽
器
・
絃
鳴
楽
器
・
気
鳴
楽
器
の
三
大
分
類

を
は
っ
き
り
知
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
仏
教
経
典
に
は
早
く
も
五
種
音
楽
（
Pāli.pañcaturiyamㅡ
(5
)）

と
し
て
五
種
分
類
を
見
る
し
、
ジ
ャ
イ

ナ
教
経
典
に
も
四
種
分
類
を
見
出
す
が(6)、
結
局
近
世
、
絃
（
tata）・
気
（
susㅡira）・
皮
（
avanaddha）・
体
（
ghana）
の
四
大
分
類
に
落
ち
つ
い
た
形
で
あ
る(7)。
十
三
世

紀
の
楽
書
『
サ
ン
ギ
ー
タ
・
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
（
Samㅡ
gīta-ratnākara
楽
の
海
、
楽
の
筺
の
意
）』
の
分
類
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
イ
ン
ド
の
分
類
法
は
何
れ
も
楽
器
の
発
音

体
の
性
質
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
点
、
近
世
の
分
類
法
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
近
世
で
は
タ
ゴ
ー
ル
（
T
agore,Rajah
Sourindro
M
ohun）
の
ヤ
ン
ト
ラ
・
コ
ー
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シ
ャ
（
Sourindro
M
ohun
T
agore,Y
antra
K
osha;or,a
treasury
ofthem
usicalinstrum
entsofancientand
ofm
odern
India,and
ofvariousothercountries,Calcutta:Ghose,1875）

以
来
、
多
少
名
目
を
異
に
す
る
が
依
然
と
し
て
四
種
分
類
が
行
わ
れ
て
い
る
。
尤
も
中
に
は
四
種
分
類
の
語
義
の
解
釈
の
相
違
か
ら
絃
二
種
・
皮
・
気
の
四
種
を
説
く

も
の
も
あ
る
け
れ
ど(8)、
そ
れ
は
用
語
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
語
原
よ
り
し
て
明
白
で
あ
る(9)。
こ
れ
ら
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
四
種
分
類
は
凡
そ
二
系
統
に
大
別
さ
れ

る
。
一
つ
は
サ
ン
ギ
ー
タ
・
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
系
で
あ
り
、
他
は
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
の
第
二
ウ
パ
ン
ガ
（
U
pānㅡga）
系
で
あ
る(10)。

四
、
西
ア
ジ
ア
の
分
類

同
じ
東
洋
で
は
ア
ラ
ビ
ア
人
の
楽
器
の
分
類
観
は
中
国
や
イ
ン
ド
と
も
ま
た
全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
十
世
紀
の
有
名
な
著
者
ア
ル
・
フ
ァ
ラ
ビ
（
A
l-Farabi）

に
よ
れ
ば
楽
器
は
二
種
に
区
分
さ
れ
る
。
一
つ
は
完
全
な
る
旋
律
を
奏
し
得
る
も
の
、
例
え
ば
ウ
ー
ド
（
oud
琵
琶
）
が
こ
れ
に
属
し
、
他
は
不
完
全
な
る
旋
律
し
か
奏

し
得
な
い
も
の
、
例
え
ば
喇
叭
が
こ
れ
に
属
す
る(11)。
こ
の
よ
う
な
分
類
の
し
方
は
発
音
体
の
材
質
の
相
違
に
よ
る
近
世
西
洋
の
分
類
法
と
は
根
本
的
に
相
違
し
て
い
る

が
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
で
は
そ
の
後
も
フ
ァ
ラ
ビ
の
思
想
が
踏
襲
さ
れ
た
と
見
え
、
十
五
世
紀
代
の
ペ
ル
シ
ャ
の
著
者
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ン
・
キ
ㇶ
ド
ル
・
マ
リ
（
Em
îr

ben
K
hidr
M
ali）
の
書
に
よ
る
と
、
楽
器
は
、
一
、
完
全
な
る
も
の
と
、
二
、
不
完
全
な
る
も
の
の
二
つ
の
範
疇
に
区
分
さ
れ
る
と
云
い
、
前
者
に
五
つ
の
楽
器
を
、

後
者
に
四
つ
の
楽
器
を
挙
げ
て
い
る(12)。
と
こ
ろ
が
そ
の
楽
器
の
名
目
を
見
る
と
、
そ
の
差
は
機
巧
の
差
だ
け
と
も
思
い
難
い
も
の
が
あ
り
、
単
な
る
旧
分
類
の
踏
襲
だ

け
の
よ
う
な
気
が
せ
な
い
で
も
な
い
。
と
云
う
の
は
、
完
全
な
る
楽
器
に
属
す
る
ウ
ー
ド
や
ラ
バ
ー
ブ
（
rabâb）
は
、
も
と
よ
り
い
ろ
い
ろ
の
旋
律
の
演
奏
に
堪
え
る

が
、
一
方
不
完
全
な
る
楽
器
に
属
す
る
チ
ェ
ン
グ
（
tchèng
竪
琴
）
や
ク
ヮ
ヌ
ー
ン
（
qânoûn）
も
同
様
で
、
そ
の
演
奏
機
巧
が
前
者
よ
り
著
し
く
劣
る
と
こ
ろ
が
あ
る

と
も
思
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

五
、
西
洋
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
分
類

更
に
西
洋
で
は
ど
う
か
と
云
う
と
、
先
ず
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
で
は
三
つ
の
genera
と
し
て
、

一
、
pneum
aticon（
inflatile）
気
楽
器

一
五
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二
、
enchordon（
tensile）
絃
楽
器

三
、
kroustikon（
pulsatile）
打
楽
器

を
立
て
三
大
分
類
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
中
世
を
通
じ
て
も
用
い
ら
れ
た(13)。
と
こ
ろ
が
打
楽
器
の
う
ち
に
太
鼓
の
類
を
数
え
な
い─

─

む
し
ろ
太
鼓
は
楽
器
と
し

て
取
る
に
足
り
な
い
と
し
て─

─

思
想
が
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン
グ
（
Sebastian
V
irdung,1511）、
ア
グ
リ
コ
ラ
（
M
artin
A
gricola,1528,1545）、
ツ
ァ
ッ
コ
ニ
（
Lodovico

Zacconi,1592）
等
、
十
六
世
紀
の
著
者
の
書
に
現
れ
て
い
る
の
は
注
意
に
値
す
る
。
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン
グ
の
説
に
よ
る
と
、
太
鼓
は
単
に
「
ご
ろ
ご
ろ
桶
」

（
Rum
pelfesser）
に
過
ぎ
な
い
と
云
う
の
で
あ
る
。
三
者
の
う
ち
ツ
ァ
ッ
コ
ニ
は
独
自
の
四
分
類
を
立
て
、
即
ち
気
・
鍵
・
弓
擦
絃
・
弾
奏
の
四
つ
と
し
て
い
る
が
、

依
然
太
鼓
の
類
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
十
七
世
紀
に
入
る
と
様
子
は
変
化
し
た
。
例
え
ば
プ
レ
ト
リ
ウ
ス
（
M
ichaelPrätorius,1618）
や
キ
ル
ヘ
ル
（
A
thanasius

K
ircher,1650）
等
は
打
楽
器
と
し
て
太
鼓
を
収
め
て
い
る(13)。

こ
の
よ
う
に
し
て
西
洋
で
は
久
し
く
三
大
分
類
が
用
い
ら
れ
て
来
た
が
、
突
如
十
九
世
紀
末
に
新
し
い
学
説
が
出
現
し
た
。
そ
れ
は
前
述
イ
ン
ド
の
四
大
区
分
に
よ

る
楽
器
分
類
法
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
思
わ
し
い
も
の
で
あ
る
の
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

六
、
マ
イ
ヨ
ン
の
分
類

一
八
七
七
年
、
ベ
ル
ギ
ー
ブ
ル
ッ
セ
ル
王
立
音
楽
学
校
附
属
楽
器
博
物
館
を
設
立
す
る
に
当
た
り
、
マ
イ
ヨ
ン
（
V
ictor-Ch.M
ahillon,1841-1924）
は
博
物
館
所
蔵
の

楽
器
の
整
理
と
目
録
作
成
の
た
め
四
綱
分
類
を
構
想
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
分
類
法
は
イ
ン
ド
の
四
大
分
類
法
と
分
類
の
出
発
点
を
殆
ど
同
じ
う
し
、
こ
れ
を
更
に
精

巧
に
細
分
類
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
従
来
の
西
洋
の
分
類
が
久
し
く
絃
・
気
・
打
楽
器
の
三
分
類
で
あ
っ
た
の
を
、
マ
イ
ヨ
ン
が
打
楽
器
だ
け
体
鳴
と
皮

鳴
と
に
二
分
し
て
四
分
類
に
改
革
し
た
の
は
、
単
に
彼
の
思
い
つ
き
に
過
ぎ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
こ
こ
に
何
ら
か
の
動
機
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
着
想
に
拠
り
所
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
今
ま
で
永
ら
く
疑
う
人
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
疑
い
の
眼
を
投
じ
、
マ
イ
ヨ
ン
の
四
綱
分
類

は
イ
ン
ド
の
楽
器
分
類
中
、
特
に
サ
ン
ギ
ー
タ
・
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
系
の
タ
ゴ
ー
ル
の
四
大
分
類
法
に
拠
る
も
の
ら
し
い
と
推
定
し
た
の
は
太
田
太
郎
で
あ
る
。
当
時
の

事
情
を
考
え
る
と
き
は
、
こ
の
説
の
甚
だ
尤
も
ら
し
い
こ
と
に
気
附
く
の
で
あ
る
。
マ
イ
ヨ
ン
の
分
類
法
の
要
旨
は
上
記
楽
器
博
物
館
の
解
説
目
録
（
V
ictor-Charles

M
ahillon,Cataloguedescriptifetanalytiquedu
m
uséeinstrum
entaldu
Conservatoireroyaldem
usiquedeBruxelles,Gand:Librairie
Générale
de
A
d.H
oste,1893）
第
一
巻
に
述
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べ
て
あ
る
。
そ
こ
に
云
う
。「
楽
器
と
は
空
気
の
振
動
を
聴
覚
す
る
た
め
の
器
具
で
あ
り
、
こ
れ
を
分
類
す
る
第
一
義
は
発
音
源
に
用
い
ら
れ
る
物
体
の
異
な
る
性
質

に
よ
る
こ
と
に
あ
る
」。
そ
こ
で
全
世
界
の
楽
器
を
次
の
四
綱
（
classe）
に
大
別
す
る
。

第
一
綱

Instrum
ents
autophones──

音
が
物
体
自
身
の
弾
力
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
（
体
鳴
楽
器
）。

第
二
綱

Instrum
ents
à
m
em
branes─

─

音
が
弾
力
あ
る
皮
膜
の
振
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
（
皮
鳴
楽
器
）。

第
三
綱

Instrum
entà
vent──

音
が
特
殊
器
官
の
空
気
の
流
動
装
置
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
（
気
鳴
楽
器
）。

第
四
綱

Instrum
entà
cordes──

音
が
絃
の
振
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
（
絃
鳴
楽
器
）。

以
上
の
四
綱
の
そ
れ
ぞ
れ
は
発
音
体
の
振
動
の
工
合
や
重
要
特
殊
な
器
官
の
所
在
に
よ
っ
て
、
更
に
枝
（
branche）
に
分
か
れ
、
枝
は
発
音
体
の
構
造
・
形
態
・
性
質

に
よ
っ
て
部
（
section）
に
細
分
さ
れ
、
こ
こ
で
各
個
の
楽
器
に
達
す
る
が
、
部
は
時
に
応
じ
て
亜
部
（
sous-section）
に
も
細
分
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し
、
同
一
部
又

は
同
一
亜
部
で
も
、
同
型
の
一
群
中
、
大
き
さ
や
音
を
異
に
す
る
も
の
は
特
に
科
（
fam
ille）
の
名
称
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
語
中
、
枝
・
部
・
亜
部
は
始
め

植
物
学
用
語
に
学
び
、
科
（
fam
ille）・
種
（
espèce）・
変
種
（variété

）
と
し
て
い
た
が
、
ゲ
フ
ァ
ー
ル
ト
（
M
onsieur
François-A
uguste
Gevaert──

ブ
ル
ッ
セ
ル
王
立
音
楽

学
校
長
）
の
忠
告
に
従
い
、
楽
器
が
概
ね
人
工
物
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
件
の
ご
と
く
改
称
し
た
の
で
あ
る
と
云
う
。

マ
イ
ヨ
ン
分
類
法
の
一
例
を
左
に
掲
げ
て
み
る
。

一
七
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さ
て
、
マ
イ
ヨ
ン
の
四
綱
分
類
の
成
立
に
つ
い
て
、
太
田
氏
が
イ
ン
ド
の
楽
器
分
類
法
に
結
び
つ
け
て
考
え
て
い
る
根
拠
は
同
氏
の
論
文
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
樂
器
分

類
法
の
源
流
と
し
て
觀
た
る
印
度
の
樂
器
分
類
法
」（『
田
邊
先
生
㕼
曆
記
念
東
亞
音
樂
論
叢
』
東
京
：
山
一
書
房
、
②昭

和
十
八
年
）
に
詳
述
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
を
要
約
す
る
と

次
の
如
く
で
あ
る
。─

─

従
来
西
洋
で
は
、
体
鳴
と
皮
鳴
の
両
楽
器
群
が
質
量
と
も
に
貧
弱
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
大
分
類
で
用
が
足
り
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
一
八
七
六
年
イ
ン
ド
の
タ
ゴ
ー
ル

か
ら
ベ
ル
ギ
ー
王
に
贈
ら
れ
、
王
が
ブ
ル
ッ
セ
ル
音
楽
学
校
楽
器
博
物
館
に
寄
託
し
た
イ
ン
ド
の
主
要
楽
器
九
十
八
点
中
に
見
出
さ
れ
る
、
体
鳴
と
皮
鳴
の
楽
器
群
の

豊
富
さ
は
、
時
人
を
た
し
か
に
驚
か
す
に
足
り
た
。
そ
し
て
同
館
目
録
作
成
者
の
マ
イ
ヨ
ン
に
し
て
も
従
来
の
三
分
類
で
処
理
す
る
こ
と
の
不
可
能
を
悟
り
、
打
楽
器

の
一
範
疇
を
二
分
し
て
体
鳴
と
皮
鳴
に
二
分
す
る
方
を
得
策
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
時
参
考
に
な
っ
た
の
は
、
も
と
よ
り
イ
ン
ド
の
分
類
法
で
あ
っ
た
ろ
う
。
偶
然

の
暗
合
と
云
お
う
か
、
マ
イ
ヨ
ン
の
四
綱
分
類
の
一─

四
は
サ
ン
ギ
ー
タ
・
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
の
分
類
の
四─

一
に
該
当
す
る
こ
と
、
王
立
博
物
館
の
建
立
着
手
の
一
七

七
〇
年
か
ら
同
館
目
録
第
一
巻
の
上
梓
さ
れ
た
一
八
九
三
年
ま
で
二
十
数
年
を
経
て
い
る
こ
と
、
こ
の
間
に
寄
贈
の
イ
ン
ド
楽
器
の
分
類
に
つ
い
て
も
充
分
考
え
抜
く

一
八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻
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│
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│
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│
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︶
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器
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働
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又
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︑
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︶
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弾
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打
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︵
枝
︶

二
︑
皮
鳴
楽
器

一
︑
自
鳴
楽
器

オ
ー
ト
フ
ォ
ン

︵
綱
︶



時
日
が
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
推
し
て
、
恐
ら
く
マ
イ
ヨ
ン
の
分
類
の
最
上
位
を
な
す
四
綱
の
分
類
の
学
説
だ
け
は
イ
ン
ド
の
分
類
法
を
採
り
、
自
己
の
科
学
的
分
類
法

の
出
発
点
と
な
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
に
は
確
証
は
な
い
。
マ
イ
ヨ
ン
自
身
も
こ
の
点
は
黙
し
て
語
ら
ず
、
後
人
も
殆
ど
こ
の
点
を
論
じ
な

い
が(14)、
当
時
の
事
情
か
ら
判
断
す
る
と
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

七
、
ザ
ッ
ク
ス
の
分
類

マ
イ
ヨ
ン
を
開
祖
と
す
る
楽
器
分
類
学
は
今
世
紀
に
入
っ
て
い
よ
い
よ
開
花
期
を
迎
え
、
ザ
ッ
ク
ス
、
ノ
ル
リ
ン
ド
、
シ
ェ
フ
ネ
、
ガ
ル
ピ
ン
等
の
諸
説
を
生
ん

だ
。
先
ず
ド
イ
ツ
の
ホ
ル
ン
ボ
ス
テ
ル
（
Erich
M
oritz
von
H
ornbostel）
が
、
今
日
世
界
楽
器
学
の
第
一
人
者
と
云
わ
れ
て
い
る
当
時
若
い
ザ
ッ
ク
ス
（
CurtSachs）
と

共
に
マ
イ
ヨ
ン
説
を
増
訂
し
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
精
巧
、
繁
瑣
な
分
類
法
を
提
唱
し
た
の
は
一
九
一
四
年
で
あ
る
。
こ
の
分
類
の
名
称
は
次
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
分

類
の
順
序
は
マ
イ
ヨ
ン
の
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
（
CurtSachsand
Erich
M
oritz
von
H
ornbostel,“System
atik
derM
usikinstrum
ente,”
ZeitschriftfürE
thnologie,Jahrg.46,

H
eftIV
-V
,Berlin:Behrend
&
Co.,1914）。

一

Idiophone──

Selbstklinger
体
鳴
楽
器

二

M
em
branophone──

Fellinstrum
ente
皮
鳴
楽
器

三

Chordophone──

Saiteninstrum
ente
絃
鳴
楽
器

四

A
erophone──

Luftinstrum
ente
気
鳴
楽
器

一
、
二
は
マ
イ
ヨ
ン
と
同
順
、
三
、
四
は
転
換
し
て
い
る
。
マ
イ
ヨ
ン
分
類
法
で
は
第
一
種
は
A
utophone
と
賦
名
し
て
い
る
が
、
A
uto
と
云
う
語
は
自
力
に
基
づ

く
あ
る
運
動
、
従
っ
て
自
働
的
と
誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
Idio
と
改
名
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
体
鳴
と
日
本
訳
し
た
の
は
太
田
氏
の
案
で
あ
る(15)。
イ
デ
ィ

オ
フ
ォ
ー
ネ
に
属
す
る
楽
器
は
特
殊
の
張
力
と
か
、
皮
を
張
る
と
か
、
絃
を
張
る
と
か
の
必
要
が
な
く
、
楽
器
自
体
が
そ
の
性
質
上
振
動
し
得
る
物
体
を
包
含
し
て
い

る
。
例
え
ば
ガ
ラ
ガ
ラ
（
Rassel）
で
あ
り
、
打
ち
合
わ
せ
も
の
（
K
lapper）
で
あ
り
、
鐘
鐸
（
Glocke）
で
あ
る
。
第
二
種
の
メ
ン
ブ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
ネ
に
属
す
る
楽
器
は

皮
の
鳴
る
楽
器
で
、
太
鼓
（
T
rom
m
el）
を
始
め
、
人
声
を
鼻
音
化
す
る
皮
膜
楽
器
の
ミ
ル
リ
ト
ン
（
M
irliton）
な
ど
を
包
含
す
る
。
第
三
種
の
コ
ル
ド
フ
ォ
ー
ネ
は
絃

の
鳴
る
楽
器
で
あ
り
、
第
四
種
の
ア
エ
ロ
フ
ォ
ー
ネ
は
特
殊
装
置
に
よ
り
空
気
を
鳴
ら
す
楽
器
で
、
普
通
吹
奏
楽
器
と
か
管
楽
器
と
か
云
わ
れ
て
い
る
も
の
が
一
切
こ

一
九

日
本
楽
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れ
に
属
す
る
が
、
吹ㅟ

奏
で
な
い
も
の
、
吸ㅟ

い
鳴
ら
す
も
の
の
他
、
口
で
吹
き
も
吸
い
も
せ
な
い
種
類
も
あ
る
の
や
、
ま
た
管
の
な
い
も
の
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
気
鳴

楽
器
の
術
語
を
提
唱
し
た
の
も
矢
張
り
太
田
氏
で
あ
る(15)。
こ
の
方
が
よ
り
科
学
的
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
四
種
の
大
綱
は
更
に
奏
法
に
よ
り
亜
綱
（
U
nterklasse）
に
細
分
さ
れ
る
。
こ
れ
を
第
一
種
の
イ
デ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ネ
に
例
を
と
る
な
ら
ば
、

打
奏
体
鳴
楽
器
（
Schlag-Idio.）
シ
ン
バ
ル
・
鐘
・
シ
ロ
フ
ォ
ー
ン

弾
奏
体
鳴
楽
器
（
Zupf-Idio.）
口
琴

擦
奏
体
鳴
楽
器
（
Streich-Idio.）
ガ
ラ
ス
ハ
ー
モ
ニ
カ

吹
奏
体
鳴
楽
器
（
Blas-Idio.）
響
葫
蘆

の
ご
と
く
で
あ
る
。
次
に
打
撃
が
直
接
の
打
撃
運
動
に
よ
る
か
、
間
接
の
他
力
運
動
に
よ
る
か
に
よ
っ
て
、
目
（
O
rdnung）
に
分
類
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
鐘
は
直
接
打

奏
、
ガ
ラ
ガ
ラ
は
間
接
打
奏
に
属
す
る
ご
と
き
で
あ
る
。─
─

鐘
は
何
か
の
道
具
を
以
っ
て
直
接
打
奏
す
る
の
に
対
し
、
ガ
ラ
ガ
ラ
は
振
鳴
す
る
時
、
内
部
の
粒
子
の

打
撃
を
介
し
て
行
わ
れ
る
か
ら
間
接
打
撃
で
あ
る
。
更
に
打
撃
の
形
式
に
基
づ
い
て
亜
目
（
U
nterordnung）
に
細
分
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
等
し
い
部
分
が
相
互
に
打
ち

合
わ
さ
れ
る
も
の
、
打
ち
合
わ
せ
楽
器
（
Gegenschläger）──

例
え
ば
シ
ン
バ
ル─

─

、
上
打
楽
器
（
A
ufschläger）──

鐘
の
ご
と
き
も
の─

─

に
分
か
れ
る
。
も
う

一
つ
細
か
い
分
類
は
、
打
た
れ
る
対
象
の
物
理
学
的
形
式
、
即
ち
棒
・
板
・
器
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
種
の
メ
ン
ブ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
ネ
の
細
分
類
も
以
上
に
準
じ
て
行
わ
れ
る
。

打
奏
皮
鳴
楽
器
（
Schlag-trom
m
eln）

擦
奏
皮
鳴
楽
器
（
Reib-trom
m
eln）

吹
奏
皮
鳴
楽
器
（
A
nsing-trom
m
eln）
ミ
ル
リ
ト
ン

の
如
く
に
で
あ
る
。
こ
れ
も
打
奏
の
直
接
と
か
間
接
に
よ
る
細
分─

─

例
え
ば
、
直
接
打
奏
と
は
桴
・
掌
に
よ
る
皮
膜
の
打
奏
で
あ
り
、
間
接
打
奏
と
は
振
り
鼓
の
ご

と
く
弾
子
を
介
し
て
打
奏
す
る
ご
と
き─

─

と
か
、
更
に
鼓
の
様
式
に
基
づ
く
分
類
と
か
、
最
後
に
張
ら
れ
る
皮
膜
が
一
枚
か
二
枚
か
に
よ
る
細
分
が
な
さ
れ
る
。

第
三
の
コ
ル
ド
フ
ォ
ー
ネ
は
、
第
一
・
第
二
種
の
ご
と
く
奏
法
に
よ
っ
て
細
分
出
来
な
い
の
で
、─

─

そ
の
理
由
は
同
一
楽
器
が
そ
の
ま
ま
打
奏
・
弾
奏
・
擦
奏
す

る
こ
と
が
出
来
る
か
ら─

─

別
の
細
分
法
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
ザ
ッ
ク
ス
分
類
学
の
著
し
い
短
所
と
し
て
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
絃

鳴
楽
器
で
は
チ
タ
ー
（
Zither）
と
リ
ュ
ー
ト
（
Laute）
の
二
種
類
を
挙
げ
て
第
一
次
の
細
分
と
し
て
い
る
。
こ
の
二
者
の
根
本
的
区
別
の
標
準
は
何
処
に
あ
る
か
と
云

二
〇
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う
と
、
リ
ュ
ー
ト
は
胴
と
絃
の
支
持
物
（
頸
）
の
間
に
有
機
的
結
合
が
存
在
す
る
の
に
反
し
、
チ
タ
ー
で
は
胴
と
絃
の
支
持
物
が
同
一
物
で
あ
る
点
に
あ
る
。
即
ち
チ

タ
ー
で
は
胴
以
外
の
共
鳴
物
は
単
に
非
有
機
的
に
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
構
造
上
必
要
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
よ
り
、
第
三
種
の
楽

器
は
、

単
純
絃
鳴
楽
器
（
③Einfache

Saiteninstrum
ente）──

唯
一
の
絃
の
支
持
物
の
も
の
、
又
は
絃
の
支
持
物
や
共
鳴
体
が
、
非
有
機
的
に
発
音
装
置
を
破
壊
せ
ず
に
解
体
出
来
る
関
係
に
於
て
成
立
し
て
い
る
も
の
。

複
合
絃
鳴
楽
器
（
④Zusam

m
engesetzte
Saiteninstrum
ente）──

絃
の
支
持
物
や
共
鳴
体
が
有
機
的
で
あ
っ
て
、
発
音
装
置
を
破
壊
せ
ず
に
は
解
体
出
来
な
い
関
係
に
於
て
成
立
し
て
い
る
も
の
。

と
な
る
。
第
二
の
細
分
は
チ
タ
ー
を
形
式
と
性
質
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
で
あ
る
。

棒
形
チ
タ
ー
（
Stabzither）

管
形
チ
タ
ー
（
Röhrenzither）

筏
形
チ
タ
ー
（
Flosszither）

板
形
チ
タ
ー
（
Brettzither）

殻
形
チ
タ
ー
（
Schalenzither）

枠
形
チ
タ
ー
（
Rahm
enzither）

ま
た
、
複
合
絃
鳴
楽
器
の
方
で
は
リ
ュ
ー
ト
と
ハ
ー
プ
（
H
arfe）
に
大
別
す
る
。
リ
ュ
ー
ト
と
は
絃
が
共
鳴
板
と
平
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ハ
ー
プ
と
は
絃
と
共

鳴
板
（
胴
）
が
垂
直
を
な
し
て
い
る
も
の
を
指
す
。

最
後
に
第
四
種
の
ア
ェ
ロ
フ
ォ
ー
ネ
に
つ
い
て
は
ザ
ッ
ク
ス
は
別
に
説
明
を
加
え
て
い
な
い
が
、
こ
の
種
の
楽
器
の
特
性
に
鑑
み
、

自
由
気
鳴
楽
器
（
Freie
A
erophone）

吹
奏
気
鳴
楽
器
（
Blasinstrum
ente）

に
大
別
し
、
前
者
を
偏
向
音
性
（
A
blenkungs-A
eroph.）・
中
断
音
性
（
U
nterbrechungs-A
eroph.）・
爆
音
性
（
Explosiv-A
eroph.）
の
三
つ
に
分
か
ち
、
後
者
を
ト
ラ
ム

ペ
ッ
ト
（
T
rom
pete）・
フ
リ
ュ
ー
ト
（
Flöte）・
簧
管
（
⑤Rohrblattinstrum

ente）
の
三
つ
に
分
か
ち
、
二
者
と
も
そ
れ
ぞ
れ
発
音
の
性
質
と
か
、
形
式
と
か
に
よ
っ
て
い

二
一

日
本
楽
器
学
試
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ろ
い
ろ
下
位
の
細
分
を
試
み
て
い
る
。
今
、
一
例
と
し
て
第
二
綱
の
皮
鳴
楽
器
の
分
類
表
を
掲
げ
る
。

ザ
ッ
ク
ス
分
類
の
一
特
色
は
既
知
の
あ
ら
ゆ
る
楽
器
の
特
性
を
包
括
す
る
こ
と
に
努
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
未
発
明
の
楽
器
ま
で
包
括
せ
ん
と
企
て
て
い
る
こ
と

で
、
綱
・
亜
綱
・
目
・
亜
目
等
の
分
類
は
凡
て
数
字
を
以
っ
て
代
表
さ
れ
る
の
で
、─

─

例
え
ば
最
初
の
1
は
第
一
綱
を
、
次
の
1
は
亜
綱
、
次
の
1
は
目
を
意
味
す

る
と
云
う
よ
う
に
数
字
を
排
列
し
て
い
る
か
ら─

─

単
に
数
字
を
読
む
だ
け
で
、
何
の
何
の
何
に
属
す
る
、
ど
の
よ
う
な
性
能
の
、
ど
の
よ
う
な
奏
法
の
、
ど
の
よ
う

二
二
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皮
上
に
垂
直
に
結
合
せ
る
も
の

皮
を
貫
通
せ
る
も
の

双
皮
単
皮

双
皮
単
皮

双
皮
単
皮

双
皮
単
皮

固
定
棒

可
動
棒

回
転
形

据
え
置
き
形

ラ
ッ
セ
ル
太
鼓

鍋
形

枠
形

管
形

管
又
は
容
器
内
の
皮
膜

遊
離
皮
膜

棒
摩
奏

紐
摩
奏

手
摩
奏

間
接

直
接

歌
声
修
飾
太
鼓

摩
奏
太
鼓

打
奏
太
鼓

皮
鳴
楽
器

メ
ン
ブ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
ネ



な
形
の
楽
器
で
あ
る
か
が
分
か
る
仕
組
み
に
考
案
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
が
ザ
ッ
ク
ス
分
類
法
の
大
要
で
あ
る
。
こ
れ
を
通
観
す
る
に
、
第
一
・
第
二
種
の
楽
器
の
細
分
の
し
方
は
共
通
的
で
あ
る
が
、
第
三
・
第
四
は
そ
れ
ぞ
れ
他
と

は
全
く
別
な
細
分
法
を
と
っ
て
い
る
。
ザ
ッ
ク
ス
自
身
、
分
類
法
は
凝
固
し
た
型
に
堕
し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
目
的
に
応
じ
て
弾
力
の
あ
る
も
の
で
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
云
っ
て
い
る
の
は
、
彼
の
分
類
法
の
精
緻
の
反
面
、
分
類
に
共
通
一
定
の
標
準
を
持
ち
得
な
か
っ
た
欠
点
を
自
ら
弁
護
す
る
も
の
で
な
い
と
は
云
え
な

く
も
な
い
。
た
し
か
に
彼
の
分
類
学
は
精
緻
で
あ
っ
て
、
未
知
の
楽
器
す
ら
も
よ
く
整
理
処
理
さ
れ
得
る
か
も
知
れ
な
い
代
わ
り
、
そ
れ
自
身
矛
盾
を
内
蔵
し
、
科
学

的
分
類
学
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
好
い
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
彼
の
分
類
法
は
今
日
そ
の
他
の
誰
の
分
類
法
よ
り
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る

と
は
云
え
、
彼
以
後
の
学
者
に
よ
っ
て
次
々
別
種
の
方
法
が
考
案
提
唱
さ
れ
て
い
る
理
由
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

当
の
ザ
ッ
ク
ス
自
身
も
最
初
の
試
案
を
提
唱
後
、
十
余
年
に
公
に
し
た
大
著
『
楽
器
の
精
神
と
生
成
』（
Curt
Sachs,G
eistund
W
erden
der
M
usikinstrum
ente,Berlin:

D
.Reim
er,1929）
の
中
で
、
人
類
の
進
化
と
文
化
の
発
展
段
階
に
基
づ
き
、
新
し
い
構
想
の
下
に
史
的
な
楽
器
分
類
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
は
四
綱
二
十
四
目
で
あ
る(16)。

一
、
イ
デ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ネ

十
目

二
、
ア
ェ
ロ
フ
ォ
ー
ネ

四
目

三
、
メ
ン
ブ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
ネ

四
目

四
、
コ
ル
ド
フ
ォ
ー
ネ

六
目

こ
こ
に
四
綱
の
順
序
も
旧
と
や
や
相
違
し
、
第
四
気
鳴
楽
器
が
第
二
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
恐
ら
く
楽
器
発
生
の
順
位
に
基
づ
く
も
の
で
、
彼
の
考
え
方
が
円
熟
し
た

と
こ
ろ
を
仄
め
か
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
ザ
ッ
ク
ス
は
旧
説
と
新
説
と
の
相
違
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
彼
の
達
し
た
楽
器
史
観
で

は
こ
の
よ
う
な
結
果
に
達
し
た
も
の
の
、
楽
器
を
処
理
し
て
記
録
し
、
或
い
は
目
録
を
つ
く
る
等
の
こ
と
は
依
然
旧
説
で
も
好
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。

ザ
ッ
ク
ス
が
現
れ
て
一
時
世
界
を
風
靡
し
た
そ
の
分
類
法
も
生
物
分
類
学
ほ
ど
の
ま
と
ま
っ
た
域
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
慊
ら
ず
過
去
二
十
年
来
、

諸
国
の
学
者
の
提
唱
し
た
分
類
法
は
二
、
三
に
止
ま
ら
な
い
。
以
下
そ
の
主
な
も
の
を
年
代
順
に
挙
げ
て
夫
々
の
学
説
の
大
要
を
紹
介
す
る
。

二
三

日
本
楽
器
学
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八
、
ノ
ル
リ
ン
ド
の
分
類

先
ず
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
あ
る
著
名
な
音
楽
研
究
所
（
Staatens
M
usikhistoriska
M
useet）
の

⑥ノ
ル
リ
ン
ド
博
士
（
Plof.D
r.T
.N
orlind）
は
同
所
に

蒐
集
し
た
五
万
に
の
ぼ
る
世
界
の
楽
器
の
カ
ー
ド
に
基
づ
き
、
生
物
学
的
三
界ㅟ

（
⑦T

ierreich）
分
類
を
立
て
た
（
T
obias
N
orlind,“M
usikinstrum
entensystem
atik,”
Svensk

T
idskriftför
M
usikforskning,14,1932）。

第
一
界Autophone

第
二
界Aerophone

第
三
界Chordophone

こ
こ
で
は
ザ
ッ
ク
ス
の
体
鳴
・
皮
鳴
楽
器
を
併
合
し
て
、
マ
イ
ヨ
ン
の
第
一
綱
の
名
称
で
あ
る
オ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
術
語
を
蘇
ら
せ
て
用
い
て
い
る
の
が
注
意
す
べ
き
第

一
の
点
で
あ
る
。
界
の
下
に
門
（
⑧U

nterreich）・
綱
（
K
lasse）・
目
（
Reihe）・
科
（
Fam
ilie）・
類
（
Gruppe）・
亜
目
（
⑨U

ntergruppe）
を
分
か
ち
、
全
楽
器
を
分
類
し
て

三
界
五
十
科
に
分
属
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
の
大
要
は
マ
イ
ヨ
ン
と
ザ
ッ
ク
ス
分
類
法
の
一
変
種
と
認
め
ら
れ
る
。
何
故
に
ノ
ル
リ
ン
ド
が
マ
イ
ヨ
ン
に
よ
っ
て
改
革
さ

れ
た
従
来
の
三
分
類
の
四
分
類
化
を
、
ま
た
も
と
の
三
分
類
に
復
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
確
か
な
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
。
体
鳴
楽
器
と
皮
鳴
楽
器
の
う
ち
に
は
発
展

段
階
に
於
て
区
別
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
皮
袋
の
ラ
ッ
セ
ル
は
体
鳴
楽
器
で
あ
っ
て
同
時
に
皮
を
う
つ
故
に
皮
鳴
楽
器
と
も
見
ら
れ
る
如
き
で
あ
る
。

ノ
ル
リ
ン
ド
の
分
類
法
の
目
ま
で
を
表
示
す
る
と
左
の
如
く
な
る
。

二
四

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻

十
六
科

十
九
科

十
五
科

二
科

リ
ュ
ー
ト

四
科

ガ
イ
ゲ

二
科

槍
形
リ
ュ
ー
ト

二
科

ハ
ー
プ

六
科

チ
タ
ー

一
科

弾
奏
体
鳴
楽
器

一
科

擦
奏
体
鳴
楽
器

四
科

ラ
ッ
セ
ル

︵
目
︶

複
合
絃
楽
器

単
純
絃
楽
器

一
科

ム
ジ
ㇰ
ア
パ
ル
テ

二
科

オ
ル
ガ
ン

五
科

ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト

四
科

簧
管

六
科

フ
リ
ュ
ー
ト

一
科

自
由
気
鳴
楽
器

三
科

直
接
打
奏

三
科

間
接
打
奏

三
科

直
接
打
奏

間
接
打
奏

︵
綱
︶

メ
ン
ブ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
ネ

イ
デ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ネ

︵
門
︶

三
︑
コ
ル
ド
フ
ォ
ー
ネ

二
︑
ア
ェ
ロ
フ
ォ
ー
ネ

一
︑
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
ネ

︵
界
︶



ノ
ル
リ
ン
ド
の
分
類
法
は
細
部
の
分
か
ち
方
の
説
明
を
読
ん
で
み
る
と
、
な
か
な
か
よ
く
理
由
が
立
っ
て
い
て
敬
服
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
が
、
ザ
ッ
ク
ス
同

様
、
や
や
繁
瑣
な

⑩感
銘
を
受
け
る
。

九
、
シ
ェ
フ
ネ
の
分
類

ノ
ル
リ
ン
ド
と
殆
ど
同
じ
頃
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
の
人
種
学
博
物
館
（
M
usée
d̓
Ethnographie）
の
音
楽
部
長
で
あ
る
シ
ェ
フ
ネ
博
士
（
D
r.A
ndré
Schaeffner）
は
前

人
未
発
の
画
期
的
な
二
大
分
類
法
を
提
案
し
た
（
“D
u̓ne
nouvelle
classification
m
éthodique
des
instrum
ents
de
m
usique,”
La
R
evue
m
usicale,13(129),1932
(17
)）。

一
、
Instrum
ents
à
corps
solide
vibrant
振
動
固
体
の
楽
器

二
、
Instrum
ents
à
air
vibrant
振
動
空
気
の
楽
器

二
五

日
本
楽
器
学
試
論

十
六
科

十
九
科

十
五
科

二
科

リ
ュ
ー
ト

四
科

ガ
イ
ゲ

二
科

槍
形
リ
ュ
ー
ト

二
科

ハ
ー
プ

六
科

チ
タ
ー

一
科

弾
奏
体
鳴
楽
器

一
科

擦
奏
体
鳴
楽
器

四
科

ラ
ッ
セ
ル

︵
目
︶

複
合
絃
楽
器

単
純
絃
楽
器

一
科

ム
ジ
ㇰ
ア
パ
ル
テ

二
科

オ
ル
ガ
ン

五
科

ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト

四
科

簧
管

六
科

フ
リ
ュ
ー
ト

一
科

自
由
気
鳴
楽
器

三
科

直
接
打
奏

三
科

間
接
打
奏

三
科

直
接
打
奏

間
接
打
奏

︵
綱
︶

メ
ン
ブ
ラ
ノ
フ
ォ
ー
ネ

イ
デ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ネ

︵
門
︶

三
︑
コ
ル
ド
フ
ォ
ー
ネ

二
︑
ア
ェ
ロ
フ
ォ
ー
ネ

一
︑
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
ネ

︵
界
︶



こ
の
分
類
で
は
ザ
ッ
ク
ス
の
体
鳴
・
皮
鳴
・
絃
鳴
楽
器
は
第
一
に
吸
収
せ
ら
れ
、
気
鳴
楽
器
だ
け
が
第
二
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
楽
器
も
要
す
る
に
、

も
の
の
振
動
に
よ
っ
て
発
す
る
音
に
基
づ
い
て
い
る
以
上
、
発
音
の
物
理
的
相
違
を
以
っ
て
楽
器
分
類
の
根
本
と
す
る
シ
ェ
フ
ネ
の
考
え
は
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
細
分

の
仕
方
は
、
先
ず
一
に
つ
い
て
は
張
力
弾
力
の
如
何
に
よ
っ
て

Ａ

張
力
に
敏
感
な
ら
ざ
る
固
体

Ｂ

弾
力
性
固
体

Ｃ

張
力
に
敏
感
な
る
固
体

の
三
者
に
分
か
ち
、
ザ
ッ
ク
ス
等
の
体
鳴
楽
器
は
Ａ
・
Ｂ
の
中
に
入
り
、
絃
楽
器
と
皮
鳴
楽
器
は
Ｃ
の
中
に
包
含
さ
れ
る
。
左
に
そ
の
分
類
の
仕
方
を
了
解
し
易
い
よ

う
に
表
示
し
て
み
よ
う
。

二
六

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻

一
︑
振
動
固
体
楽
器

二
︑
振
動
空
気
楽
器

2
刳
り
物

二三

1
丸
物

2
広
口
︑
又
は
管
形

1
丸
物

2
刳
り
物

1
丸
物

皮
膜

二三三三二三

絃 ︵
金
属
・
骨
︶

木 角
・
陶
等

貝
殻

三

骨石 金
属

木

二三

吹
奏
楽
器

自
由
孔

外
気

C 

張
力
に
敏
感
な
る
固
体

B 

弾
力
性
固
体

A 

張
力
に
敏
感
な
ら
ざ
る
固
体



こ
の
分
類
の
思
い
つ
き
の
優
れ
た
一
面
、
発
音
す
る
物
質
（
木
・
金
属
・
石
・
骨
・
貝
殻
・
角
・
陶
・
絃
・
皮
膜
等
）
を
重
視
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
質
を
異
に
す
る
類
似
の
構

造
の
楽
器
も
細
分
法
に
於
て
は
分
離
さ
れ
て
夫
々
同
質
の
も
の
の
下
に
排
置
さ
れ
る
よ
う
な
結
果
を
齎
し
、
そ
れ
だ
け
に
分
類
法
が
繁
褥
と
な
り
、
観
方
に
よ
っ
て
は

統
一
的
で
な
い
と
評
し
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
拘
ら
ず
、
シ
ェ
フ
ネ
分
類
法
は
根
本
方
針
が
甚
だ
合
理
的
で
、
新
し
い
楽
器
分
類
学
の
構
想
を
示
唆
す
る
と
こ

ろ
甚
だ
多
い
こ
と
は
否
み
難
い
。

十
、
モ
ー
ゼ
ル
、
ガ
ル
ピ
ン
の
五
綱
分
類

次
に
モ
ー
ゼ
ル
（
H
ans
Joachim
M
oser）
は
ザ
ッ
ク
ス
の
四
綱
に
エ
ー
テ
ル
楽
器
を
加
え
て
五
綱
と
し
て
い
る
（
H
ans
Joachim
M
oser,M
usik
Lexikon,Berlin-

Schöneberg:M
ax
H
esse,1935,s.v.“⑪M
usikinstr.”）。

一
、
Indiophone（
A
utophone=

Selbstklinger）

二
、
M
em
branophone（
Fellklinger）

三
、
Chordophone（
Saitenklinger）

四
、
A
erophone（
Luftklinger）

五
、
Ä
therophone（
Ä
therklinger）

二
七

日
本
楽
器
学
試
論

一
︑
振
動
固
体
楽
器

二
︑
振
動
空
気
楽
器

2
刳
り
物

二三

1
丸
物

2
広
口
︑
又
は
管
形

1
丸
物

2
刳
り
物

1
丸
物

皮
膜

二三三三二三

絃 ︵
金
属
・
骨
︶

木 角
・
陶
等

貝
殻

三

骨石 金
属

木

二三

吹
奏
楽
器

自
由
孔

外
気

C 

張
力
に
敏
感
な
る
固
体

B 

弾
力
性
固
体

A 

張
力
に
敏
感
な
ら
ざ
る
固
体



最
も
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ル
ピ
ン
（
Francis
W
illiam
Galpin）
が
従
来
の
四
綱
に
電
気
楽
器
の
一
綱
を
加
え
て
五
綱
と
し
て
い
る
（
Francis
W
illiam

Galpin,A
T
extbook
ofE
uropean
M
usicalInstrum
ents:T
heir
O
rigin,H
istory
and
Character,Landon:W
illiam
s
&
N
orgate,1937）。

一
、
A
utophonic
instrum
ents（
Self-vibrators）

二
、
M
em
branophonic
instrum
ents（
Skin-vibrators）

三
、
Chordophonic
instrum
ents（
String-vibrators）

四
、
A
erophonic
instrum
ents（
W
ind-vibrators）

五
、
Electrophonic
instrum
ents（
Electric-vibrators）

ガ
ル
ピ
ン
に
よ
れ
ば
第
一
綱
の
楽
器
は
、
そ
の
弾
力
性
に
よ
っ
て
打
奏
・
弾
奏
又
は
摩
奏
さ
れ
、
又
は
空
気
の
刺
激
に
よ
っ
て
そ
れ
自
身
音
響
を
有
す
る
固
体
の
楽

器
で
あ
る
。
ザ
ッ
ク
ス
の
イ
デ
ィ
オ
フ
ォ
ー
ネ
と
云
う
術
語
は
個
人
的
な
意
味
を
も
ち
、
む
し
ろ
マ
イ
ヨ
ン
の
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
ン
の
語
の
方
が
一
般
的
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
採
る
と
云
う
。
第
二
綱
は
音
波
が
打
奏
・
弾
奏
さ
れ
る
と
き
張
っ
た
皮
の
振
動
に
基
づ
く
楽
器
で
あ
る
。
第
三
綱
は
音
波
が
張
っ
た
絃
の
振
動
に
基
づ
き
、
又

弾
奏
・
打
奏
・
摩
奏
、
又
は
空
気
奏
に
よ
っ
て
起
こ
る
楽
器
で
あ
る
。
第
四
綱
は
音
波
が
気
柱
の
振
動
に
よ
り
、
あ
る
特
殊
装
置
に
よ
り
、
即
ち
唇
・
簧
等
に
て
運
動

を
起
こ
す
如
き
楽
器
で
あ
る
。
第
五
綱
は
音
波
が
振
動
に
よ
り
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
電
弁
に
よ
っ
て
起
こ
る
楽
器
で
あ
る
。
そ
し
て
細
分
の
仕
方
は
四
つ
の
Class
の

下
に
亜
綱
（
Subclass）、
類
（
D
ivision）、
亜
類
（
Subdivision）、
区
（
Section）
を
順
次
置
い
て
、
綱
は
大
ロ
ー
マ
数
字
、
以
下
小
ロ
ー
マ
数
字
、
ロ
ー
マ
頭
文
字
、

ロ
ー
マ
小
文
字
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
て
分
類
の
位
置
を
分
か
り
易
く
し
て
い
る
。
亜
綱
は
奏
法
の
差
に
よ
り
、
類
は
動
作
が
直
接
か
間
接
か
を
分
か
ち
、
亜
類
は

何
に
よ
っ
て
奏
せ
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
区
別
し
て
い
る
が
、
ザ
ッ
ク
ス
の
分
類
と
異
な
り
四
綱
と
も
そ
の
分
類
が
統
一
的
で
あ
る
の
が
特
色
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
代

わ
り
、
奏
法
の
直
接
・
間
接
を
凡
て
の
楽
器
に
通
じ
て
区
分
す
る
な
ど
、
時
と
し
て
は
不
必
要
か
と
思
わ
し
い
点
も
あ
る
が
、
明
快
な
分
類
法
で
あ
る
こ
と
は
異
論
な

し
で
あ
る
。
今
、
そ
の
一
例
と
し
て
第
二
綱
を
表
示
し
て
み
よ
う
。

二
八

國
學
院
大
學
北
海
道
短
期
大
学
部
紀
要
第
三
十
九
巻



以
上
の
ご
と
く
、
近
世
の
西
洋
の
科
学
的
楽
器
分
類
法
は
概
し
て
マ
イ
ヨ
ン
系
統
の
発
展
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
更
に
今
後
、
前
人
の
業

績
を
学
び
、
且
つ
よ
り
妥
当
な
新
分
類
法
が
続
々
案
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
楽
器
は
も
と
よ
り
人
体
の
器
官
の
延
長
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
殆
ど

が
人
工
物
で
あ
る
以
上
、
生
物
分
類
学
の
場
合
と
同
様
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
日
の
生
物
分
類
学
の
よ
う
な
完
備
の
域
に
ま
で
達
し
た
い
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
と
は
相
当
別
な
途
を
た
ど
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
単
に
無
数
の
楽
器
を
整
理
す
る
た
め
の
分
類
な
ら
ば
問
題
は
別
で
あ
る
が
、
楽
器
の
生
成
発
達
を
生

物
の
進
化
発
展
の
よ
う
に
考
え
得
る
な
ら
ば
、
科
学
的
分
類
学
は
今
日
の
既
知
の
も
の
よ
り
一
段
と
、
よ
り
生
物
学
的
分
類
学
に
接
近
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
九

日
本
楽
器
学
試
論

自
働
的

声
音

回
転
に
よ
る

b 

紐
に
て

a 

杖
に
て

c 

自
働
的

b 

ペ
ダ
ル
附
き

a 

制
輪
附
き

c 

球
形
枠

b 

管
形
枠

a 

縁
枠

B 
間
接

A 
直
接

B 

間
接

A 

直
接

B 

間
接

A 

直
接

ⅲ 

共
鳴
に
よ
る
も
の

ⅱ 

摩
奏
に
よ
る
も
の

ⅰ 

打
撃
に
よ
る
も
の

Ⅱ



註（
1
）
『
周
禮
』
春
官
「
大
師
掌
二

六
律
六
同
一、…

…

皆
文
レ

之
以
二

五
聲
一、
宮
商
角
徵
羽
皆
播
レ

之
以
二

八ㅟ

音ㅟ

金
石
土
革
絲
木
匏
竹
一

」。
八
音
の
名
目
の
順
位
は
後
世
の
諸
書
に
出
ず
る

も
の
、
一
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
金
石
糸
竹
匏
土
革
木
と
し
て
い
る
も
の
が
最
も
普
通
ら
し
い
。『
周
禮
』『
詩
經
』『
禮
記
』
等
に
見
え
る
楽
器
を
八
音
に
分
類
す
る
と
、

凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

金

鐘
・
鎛
・
鉦
・
鐲
・
鐃
・
鐸

石

磬

糸

琴
・
瑟

竹

管
・
篴
・
篪
・
簫
・
籥

匏

笙
・
竽

土

土
鼓
・
塤

革

鼓
・
鼗
（
鞀
）・
鞞
・
鼖
・
応
・

・
朔
・
拊
・
雷
鼓
・
雷
鼗
・
霊
鼓
・
霊
鼗
・
県
鼓

木

柷
・
敔

（
2
）『
㚃
書
』
南
蠻
傳
驃
國
の
条
下
。
唐
徳
宗
貞
元
中
の
こ
と
で
あ
る
。
貝ㅟ

は
螺
貝
、
牙ㅟ

は
牙
笙
、
角ㅟ

は
両
角
笙
・
三
角
笙
を
指
す
。

（
3
）『
敎
訓
抄
』（
八
）
序
「
口
傳
云
、
彈
物
、
吹
物
、
打
物
等
ト
ヽ
ノ
ヘ
タ
ラ
ン
時
ノ
、
樂
ノ
㗧
第
ハ…

…

」、
又
同
書
八
音
の
条
「…

…

絲
竹
ハ
曳
物
吹
物
ナ
リ
」、『
源
氏
物

語
』
若
㗚
「
お
き
も
の
ゝ
み
づ
し
、
ひㅟ

きㅟ

もㅟ

のㅟ

、
ふㅟ

きㅟ

もㅟ

のㅟ

」、
同
松
風
「
ひㅟ

きㅟ

物ㅟ

琵
琶
和
琴
ば
か
り
」、
同
胡
蝶
「…

…

上
逹
部
み
こ
た
ち
も
み
な
お
の
〳
〵
ひㅟ

きㅟ

もㅟ

のㅟ

ふㅟ

きㅟ

もㅟ

のㅟ

と
り
〴
〵
に
し
給
ふ
」、
同
椎
本
「
い
に
し
へ
の
ね
な
ど
い
と
に
な
き
引ㅟ

物ㅟ

共
を
わ
ざ
と
ま
う
け
た
る
や
う
に
は…

…

」、『
枕
草
子
』「
ひ
き
も
の
は
琵
琶
さ
う
の
こ
と
」

「
ふ
き
も
の
は
橫
笛
い
み
じ
う
を
か
し
」。
ひ
き
も
の
、
ふ
き
も
の
は
『
源
氏
』『
枕
草
子
』
に
現
れ
て
い
る
が
、
う
ち
も
の
だ
け
は
未
見
。
こ
れ
に
つ
い
て
山
田
孝
雄
は
「
打

物
は
㗴
と
し
て
地
下
の
樂
人
の
わ
ざ
た
り
し
か
爲
な
る
べ
く
思
は
る
」
と
解
し
て
い
る
（『
源
氏
物
語
の
音
樂
』
東
京
：
宝
文
館
、
一
九
三
四
年
、
五
四
頁
）。

（
4
）
Bharata
M
uni,T
he
N
ātㅡya
Śāstra
ofBharata,edited
by
Batuk
N
āth
Sharm
ā
and
Baldeva
U
pādhyāya,K
ashiSanskritSeries
60
(Benares:Chow
kham
ba

Sanskrit
Series
O
ffice,1929)──

X
X
IX
tatātodyavidhāna(絃

楽
器
用
法
),

X
X
X
susㅡirātodyavidhāna(管

楽
器
用
法
),

X
X
X
III
bhanㅡdㅡvādya(鼓

楽
);

Joanny

Grosset,“Inde,histoire
de
la
m
usique
depuis
l̓origine
jusqu̓
à
nos
jours,”
in
A
lbertLavignac
and
Lionelde
la
Laurencie,ed.,E
ncyclopédie
de
la
m
usique
et

dictionnaire
du
Conservatoire,1re
partie:H
istoire
de
la
m
usique,tom
e
I,Paris:D
elagrave,1913,pp.341,353,358.

（
5
）
pañcaturiyamㅡ=

1.ātatamㅡ(片
鼓

),

2.ātatavitatamㅡ(全
革
),

3.vitatamㅡ(両
革
),

4.ghanamㅡ(打
),

5.susiramㅡ(気
).

こ
れ
ら
の
訳
語
は
後
世
の
解
釈
（
十
二
世
紀
の

『
名
詞
燈
』）
に
従
っ
た
が
、
三
つ
の
革
の
ど
れ
か
に
絃
が
当
た
る
も
の
と
判
ぜ
ら
れ
る
。「
五
種
音
楽
」
は
巴
利
『
雜
阿
含
經
』（
I,131）
に
出
て
い
る
。

（
6
）
A
nㅡga
III,2,31:──

1.tata(皮
),

2.vitata(絃
)

下
位
分
類
：
1.ghana(金

属
打
),

2.jhusira(気
)

（
U
pānㅡga
所
説
は
こ
れ
を
一
括
し
て
四
種
と
し
て
い
る
。
名
目
は
同

じ
。）
Grosset,“Inde,”
p.341,note
3.

（
7
）
Grosset,“Inde,”
p.341──

D
ivision
hindoue
des
instrum
ents
en
4
classes
参
照
。

（
8
）S

hahinda
(Begum
Fyzee-Raham
in),Indian
m
usic,London:W
illiam
M
archant
&
Co.,1914;A
tiya
Begum
Fyzee-Raham
in,T
he
m
usic
ofIndia,London:

Luzarc,1925
の
両
書
に
よ
れ
ば
、
1.tut(撥

弾
絃
楽
器
),

2.betat(弓
擦
絃
楽
器
),

3.ghun(鼓
),

4.sekhar(気
楽
器
)

と
あ
る
。
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（
9
）
tut
は
tata
よ
り
、
betat
は
vitata
よ
り
、
ghun
は
ghana
よ
り
出
て
い
る
。
尤
も
近
世
で
も
Captain
N
.A
ugustus
W
illard,“A
T
reatise
on
the
m
usic
of

H
indoostan,”
in
H
indu
m
usicfrom
variousauthors,edited
by
Sourindro
M
ohun
T
agore,Calcutta:I.C.Bose
&
Co.,1882,pp.93-4
に
は
、
1.tut=

絃
,

2.bitut=
鼓
,

3.ghun=
打
,

4.sooghur=
気

と
し
て
い
て
、
古
義
に
従
っ
た
解
釈
を
下
し
て
い
る
。

（
⑫10

）
太
田
太
郎
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
樂
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
觀
た
る
印
度
の
樂
器
分
類
法
」（『
田
邊
先
生
㕼
曆
記
念
東
亞
音
樂
論
叢
』
東
京
：
山
一
書
房
、
昭
和
十
八
年
）

一
五
〇
頁
。

（
11
）
JulesRouanet,“La
m
usique
arabe,”
in
A
lbertLavignac
and
Lionelde
la
Laurencie,ed.,E
ncyclopédiedela
m
usiqueetD
ictionnairedu
Conservatoire,1re

partie:H
istoire
de
la
m
usique,tom
e
V
,Paris:D
elagrave,1922,p.2699.

（
12
）
M
arie-Clém
entIm
bault-H
uart,“M
usique
Persane,”
in
A
lbertLavignac
and
Lionelde
la
Laurencie,ed.,E
ncyclopédie
de
la
m
usique
etD
ictionnaire
du

Conservatoire,1re
partie:H
istoire
de
la
m
usique,tom
e
V
,Paris:D
elagrave,1922,pp.3071-72:──

完
全
な
る
も
の
luth,ghichèk,rabâb,m
izm
âr,pîchè

不
完
全
な
る
も
の
tchèng,nouzhè,qânoûn,m
oghnî

（
13
）
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
よ
り
近
世
ま
で
の
記
事
は
下
書
に
よ
る
。

F.Galpin,A
textbook
ofE
uropean
m
usicalinstrum
ents:their
origin,history,and
character,1937,pp.25-36.

（
14
）
但
し
Galpin
の
上
記
の
書
（
13
）
は
、
イ
ン
ド
の
四
大
分
類
説
を
紹
介
し
、
W
illard
大
尉
の
論
文
に
見
え
る
イ
ン
ド
の
四
大
分
類
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
最
後
に

マ
イ
ヨ
ン
が
こ
の
分
類
法
を
採
用
し
た
と
云
っ
て
い
る
の
は
何
か
拠
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
類
似
点
が
あ
る
か
ら
の
判
定
で
あ
ろ
う
か
。

（
15
）
太
田
太
郎
「
マ
イ
ヨ
ン
四
綱
樂
器
分
類
法
の
源
流
と
し
て
觀
た
る
印
度
の
樂
器
分
類
法
」
一
四
一
頁
注
＊＊

。
体
鳴
・
皮
鳴
・
絃
鳴
・
気
鳴
何
れ
も
同
氏
の
新
訳
術
語
で
あ

る
。
未
刊
行
の
同
氏
訳
補
、
ザ
ッ
ク
ス
著
『
印
度
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
樂
器
』
中
「
ザ
ッ
ク
ス
樂
器
學
の
槪
㛿
」
に
も
こ
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
16
）
Sachs,G
eistund
W
eden
der
M
usikinstrum
ente,pp.278-282:──

IIdiohhone

A
ufschläger

上
打
打
ち
物

─
─
─
─
─

21項

Stam
pfer

搗
き
物

─
─
─
─
─
─
─

9項

Rasseln

ガ
ラ
ガ
ラ

─
─
─
─
─
─

14項

Gegenschläger

打
ち
合
わ
せ
打
ち
物

─
─

14項

Schraper

掻
奏
物

─
─
─
─
─
─
─

2項

Rieber

摩
奏
物

─
─
─
─
─
─
─

2項

Zupfer

弾
奏
物

─
─
─
─
─
─
─

16項

Glocken

鐘
鈴

─
─
─
─
─
─
─
─

10項

X
ylophone

シ
ロ
フ
ォ
ー
ン

─
─
─
──

12項

A
ndere
Schlagspiele

そ
の
他
の
打
奏
列
奏

─
─

9項

IIA
erophone

Schw
irrer

唸
り
物

─
─
─
─
─
─
─

3項
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Flöten

フ
リ
ュ
ー
ト

─
─
─
─
──

38項

T
rom
peten

ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト

─
─
─
──

14項

Zungeninstrum
enten

簧
楽
器

─
─
─
─
─
─
─

17項
IIIM
em
branophone

Einfellige
Schlagtrom
m
eln

単
皮
打
奏
太
鼓

─
─
─
─

17項

M
irliton

ミ
ル
リ
ト
ン

─
─
─
─
─

1項

Reibtrom
m
eln

摩
奏
太
鼓

─
─
─
─
─
─

4項

Zw
eifellige
Schlagtrom
m
eln双

皮
打
奏
太
鼓

─
─
─
─

14項

IV
Chordophone

M
usikbogen

音
楽
弓

─
─
─
─
─
─
─

17項

A
ndre
Zither

他
の
チ
タ
ー

─
─
─
─
─

20項
H
arfen

ハ
ー
プ

─
─
─
─
─
─
─

6項
Leiern

ラ
イ
ヤ
ー

─
─
─
─
─
─

3項

Lauten
リ
ュ
ー
ト

─
─
─
─
─
──

16項

Geigen

ガ
イ
ゲ

─
─
─
─
─
─
─

10項

（
17
）
A
ndré
Schaeffner,“Projetd̓
une
classification
nouvelle
desinstrum
entsde
m
usique,”
Lebulletin
du
m
uséed’ethnographiedu
T
rocadéro,N
o.1,1931,pp.

21-25;O
rigine
des
instrum
ents
de
m
usique:introduction
ethnologique
à
l’histoire
de
la
m
usique
instrum
entale,Paris:Payot,1936,pp.371-377
参
照
。

第
二
章

楽
器
分
類
法
の
新
構
想

一
、
楽
器
分
類
の
第
一
段

近
世
科
学
的
楽
器
分
類
法
の
開
祖
マ
イ
ヨ
ン
の
四
綱
分
類
法
提
唱
以
来
、
今
日
ま
で
半
世
紀
の
間
に
世
に
現
れ
た
分
類
法
の
主
な
る
も
の
は
ホ
ル
ン
ボ
ス
テ
ル＝

ザ
ッ
ク
ス
、
ノ
ル
リ
ン
ド
、
シ
ェ
フ
ネ
、
ガ
ル
ピ
ン
等
数
指
を
数
え
、
何
れ
も
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
の
確
乎
た
る
根
拠
を
も
っ
て
い
る
が
、
一
長
一
短
で
、
真
の
理

想
的
な
科
学
的
分
類
法
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
と
云
っ
た
方
が
正
し
い
。
諸
学
者
は
何
れ
も
自
分
の
考
案
し
た
分
類
法
に
基
づ
い
て
数
千
の
楽
器
を
整
理
す
る
の
に
便

利
と
信
じ
て
い
る
に
相
違
な
く
、
今
日
世
界
で
一
番
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の─

─

即
ち
ザ
ッ
ク
ス
分
類
法─

─

が
必
ず
し
も
一
番
科
学
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
。
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凡
そ
楽
器
は
鳴
ら
す
の
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
形
の
如
何
を
問
わ
ず
、
鳴
り
方
が
第
一
の
問
題
と
な
る
。
分
類
の
根
幹
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
こ
に
中
空
有
底
の

管
が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
を
楽
器
と
し
て
取
り
扱
う
と
き
、
開
口
を
斜
め
に
吹
け
ば
一
種
の
笛
（
気
）
と
な
り
、
棒
で
叩
け
ば
一
種
の
う
ち
も
の
（
体
）
と
な
り
、
底

に
小
石
を
入
れ
て
振
れ
ば
ガ
ラ
ガ
ラ
（
体
）
と
も
な
る
。
も
し
二
個
の
管
を
打
ち
合
わ
せ
ば
打
ち
合
わ
せ
も
の
（
体
）
と
な
り
、
長
短
の
二
管
を
吹
け
ば
簫
（
気
）
と
も

な
る
。
皮
・
絃
の
楽
器
を
、
皮
・
絃
以
外
の
附
加
物
を
叩
け
ば
そ
の
ま
ま
体
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
楽
器
は
鳴
り
方
の
如
何
と
緊
密
な
関
係
の
あ
る
こ

と
を
知
る
。
鳴
り
方
に
よ
っ
て
楽
器
と
し
て
の
性
能
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
分
類
に
際
し
て
楽
器
と
は

器
＋
鳴
り
方

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
尤
も
こ
こ
に
云
う
鳴
り
方
と
は
絃
に
於
け
る
手
弾
・
弓
擦
・
撥
奏
と
云
う
奏
法
で
は
な
く
、
単
に
鳴
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

も
う
少
し
言
葉
を
補
う
と
、
分
類
の
根
本
原
理
は
音
を
出
す
道
具
の
音
の
出
し
方
の
物
理
的
性
質
の
相
違─

─

発
音
法─

─

発
音
体
の
装
置
の
仕
方
に
関
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
棒
振
動
・
板
振
動
・
管
振
動
・
塊
振
動
・
絃
振
動
・
膜
振
動
・
空
気
振
動
等
の
差
に
基
づ
い
て
、
そ
の
振
動
の
根
本
的
特
徴
を
つ
か
み
大
き
く
分
類
す
る
の

が
第
一
段
の
仕
事
で
あ
る
。
絃
振
動
の
場
合
、
手
弾
す
る
と
か
、
弓
擦
す
る
と
か
、
撥
奏
す
る
と
か
の
狭
義
の
奏
法
を
考
え
る
の
は
第
二
義
的
で
あ
る
。
こ
う
す
る

と
、
シ
ェ
フ
ネ
の
試
み
た
よ
う
に
、
全
楽
器
を
振
動
固
体
の
楽
器
と
、
振
動
空
気
の
楽
器
と
の
二
大
区
分
に
す
る
の
が
合
理
的
に
思
え
る
が
、
私
は
こ
の
下
に
三
大
若

し
く
は
四
大
分
類
を
従
属
さ
せ
、
そ
れ
を
分
類
の
出
発
点
と
し
て
も
好
い
と
考
え
て
い
る
。

楽
器
そ
の
も
の
が
元
来
、
人
為
的
生
成
物
で
あ
り
、
生
物
そ
の
も
の
の
生
成
と
異
な
っ
て
い
る
以
上
、
生
物
分
類
学
の
よ
う
に
整
然
と
し
た
も
の
は
得
ら
れ
な
い
と

し
て
も
、
せ
め
て
全
楽
器
を
統
一
的
に
処
理
す
る
分
類
法
く
ら
い
は
考
案
さ
れ
て
も
好
い
筈
で
あ
る
。
ザ
ッ
ク
ス
分
類
法
の
ド
イ
ツ
学
風
を
反
映
し
た
精
緻
さ
は
一
見

万
人
を
驚
か
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
四
綱
分
類
を
通
観
す
る
と
、
う
ち
に
矛
盾
を
蔵
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
一
・
第
二
綱
の
細
分
の
仕
方
は
ほ
ぼ

同
じ
構
想
の
下
に
組
織
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
第
三
・
第
四
綱
と
は
同
様
で
は
な
い
。
第
一
・
第
二
綱
で
は
奏
法
に
よ
る
区
分
と
か
動
作
の
直
接
・
間
接
の
如
何
が
分

類
の
主
要
方
針
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
三
・
第
四
綱
で
は
楽
器
の
性
質
上
こ
れ
が
行
わ
れ
ず
、
分
類
の
方
針
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
統
一
あ
る
分
類
法

と
は
決
し
て
評
し
難
い
。
た
と
え
ザ
ッ
ク
ス
が
自
家
の
分
類
法
に
関
し
て
下
の
ご
と
く
弁
じ
て
い
る
と
し
て
も
。─

─

「
一
般
に
組
織
学
は
実
生
活
と
は
あ
る
離
れ
た

も
の
を
蔵
し
て
い
る
が
、
さ
れ
ば
と
て
、
こ
れ
が
科
学
的
思
惟
や
秩
序
の
為
の
単
な
る
補
助
以
上
で
あ
ろ
う
と
す
る
と
き
は
自
滅
の
他
は
な
い
。
従
っ
て
分
類
法
は
凝

固
し
た
型
に
堕
し
て
は
な
ら
ず
、
目
的
に
応
じ
て
弾
力
の
あ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
」。
そ
の
言
は
と
も
角
も
、
継
起
し
た
学
者
の
中
に
は
こ
の
ザ
ッ
ク
ス
分

類
学
の
弊
を
見
抜
い
て
改
革
を
試
み
た
も
の
が
あ
る
。
ガ
ル
ピ
ン
の
如
き
は
細
分
の
第
一
次
に
奏
法
、
第
二
次
に
動
作
の
直
接
・
間
接
を
各
綱
に
置
い
て
全
綱
に
統
一

三
三
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を
与
え
て
い
る
。
少
な
く
と
も
分
類
法
と
し
て
整
然
た
る
も
の
を
望
む
も
の
に
と
っ
て
は
、
全
綱
に
統
一
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
知
性
が
満
足
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
楽
器
分
類
学
は
対
象
が
人
為
的
の
も
の
で
あ
る
楽
器
で
あ
る
か
ら
、
生
物
分
類
学
の
よ
う
に
整
然
た
る
も
の
は
求
め
得
な
い
が
、
世
界
古
今
の

あ
ら
ゆ
る
楽
器
を
弁
別
し
、
こ
れ
を
整
理
し
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
分
類
す
る
以
上
、
あ
る
程
度
の
統
一
あ
る
こ
と
を
理
想

と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
全
体
を
三
つ
な
り
四
つ
な
り
、
或
い
は
二
つ
な
り
に
大
別
す
る
の
に
ど
れ
が
一
番
好
い
か
と
云
う
こ
と
も
理
詰
め
に
し
て
決
定
す
べ
き
で

は
な
く
、
相
当
人
類
共
通
の
考
え
方
と
か
、
取
り
扱
い
の
便
宜
さ
と
か
、
楽
器
の
割
り
合
い
と
か
な
ど
も
考
慮
し
て
決
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
シ
ェ
フ
ネ
の
二
大
分
類

は
理
論
と
し
て
は
甚
だ
合
理
的
で
あ
る
の
を
承
知
し
共
鳴
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
ご
と
く
楽
器
は
発
音
体
だ
け
の
も
の
で
な
く
、
附
加
物
が
有
力
な
要
素

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
体
・
皮
・
絃
・
気
、
ま
た
は
体
・
絃
・
気
の
三
綱
乃
至
四
綱
と
し
て
出
発
す
る
の
が
適
宜
の
処
置
で
は
な
い
か
と
思
う
（
モ
ー
ゼ
ル
や
ガ
ル
ピ
ン
の

第
五
綱
を
も
と
れ
ば
全
体
は
も
う
一
綱
増
す
わ
け
で
あ
る
が
）。

か
よ
う
に
し
て
三
大
分
類
、
又
は
四
大
分
類
を
と
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
順
位
は
ど
う
す
べ
き
で
あ
る
か
。
こ
れ
に
対
し
て
私
は
四
大
分
類
と
し
て
は
ザ
ッ
ク
ス
の
如

く
体
・
皮
・
絃
・
気
の
順
を
と
れ
ば
好
い
と
思
っ
て
い
る
。
体
を
第
一
に
置
く
こ
と
は
近
世
の
諸
学
者
の
間
に
異
論
は
な
い
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
く
。
次
に
ノ

ル
リ
ン
ド
の
説
の
よ
う
に
、
体
・
皮
は
生
成
的
に
も
特
に
親
密
で
あ
る
か
ら
、
体
を
一
と
す
れ
ば
皮
は
二
と
す
る
の
が
順
当
だ
と
思
う
。
ま
た
シ
ェ
フ
ネ
の
説
の
よ
う

に
、
皮
と
絃
と
は
発
音
体
が
張
力
に
敏
感
な
る
固
体
二
類
で
あ
る
点
、
こ
れ
も
互
い
に
隣
り
合
わ
せ
に
置
く
べ
き
で
あ
り
、
最
後
に
気
は
同
じ
く
シ
ェ
フ
ネ
の
説
の
よ

う
に
、
爾
余
の
も
の
と
は
全
く
対
蹠
的
な
位
置
に
あ
る
故
に
、
当
然
、
他
の
も
の
か
ら
離
れ
て
い
て
好
い
わ
け
で
あ
る
。
第
一
に
置
く
か
第
四
に
置
く
の
が
妥
当
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
後
者
を
択
ん
だ
。

四
大
分
類
の
根
本
方
針
だ
け
は
立
っ
た
の
で
、
次
に
そ
れ
以
下
の
細
分
類
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
是
非
弁
じ
て
置
き
た
い
こ
と

一
つ
二
つ
。

（
一
）
鳴
ら
す
力

次
に
如
何
な
る
楽
器
も
こ
れ
を
鳴
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
鳴
ら
す
道
具─

─
人
体
の
一
部
が
そ
の
代
用
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
楽
器
に
附
属
し
た
あ

る
部
分
が
そ
れ
に
代
わ
る
こ
と
も
あ
る─

─

と
鳴
ら
す
力
と
が
必
要
で
あ
る
。
楽
器
自
体
に
は
そ
れ
が
現
れ
て
い
な
く
て
も
、
か
く
あ
る
べ
き
も
の
と
云
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
時
と
し
て
は
鳴
ら
す
道
具
の
方
が
楽
器
そ
れ
自
体
に
見
え
る
も
の
も
あ
り
、
こ
の
点
は
熟
考
を
要
す
る
場
合
が
あ
る

⑬。
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（
二
）
発
音
体
と
附
加
物

楽
器
と
云
う
も
の
は
発
音
体
そ
れ
の
み
の
場
合
は
体
鳴
楽
器
に
限
っ
て
お
り─

─

尤
も
そ
れ
す
ら
も
厳
密
に
云
う
時
は
問
題
で
あ
る
が─

─

多
く
は
発
音
体
と
何
ら

か
の
附
加
物
と
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
一
本
の
絃
も
そ
れ
だ
け
で
は
楽
器
と
は
な
ら
な
い
。
楽
器
と
な
る
に
は
そ
れ
を
緊
張
す
る
た
め
の
附
加
物
が
必
要
で
あ
る
。
人

が
こ
れ
を
両
手
で
伸
張
す
る
と
き
は
両
手
が
楽
器
と
し
て
の
絃
の
支
持
物─

─

附
加
物
と
な
る
。
一
枚
の
皮
を
両
膝
に
載
せ
て
鳴
ら
す
場
合
、
両
膝
は
皮
の
支
持
物

─
─

附
加
物
で
あ
る
。
凡
て
の
皮
鳴
楽
器
も
絃
楽
器
も
附
加
物
を
持
た
な
い
も
の
は
な
い
。
鼓
の
匡
・
胴
、
絃
楽
器
の
体
は
こ
れ
み
な
発
音
体
で
あ
る
皮
な
り
絃
な
り

の
附
加
物
で
あ
る
。
皮
に
あ
っ
て
も
絃
に
あ
っ
て
も
附
加
物
が
楽
器
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。
附
加
物
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
楽
器
に
あ
っ
て
は
分
類
の
対
象
と
な
る
も
の

で
あ
る
。
単
な
る
皮
・
単
な
る
絃
だ
け
で
は
、
そ
の
質
の
相
違
だ
け
で
は
、
楽
器
と
し
て
の
分
類
の
標
準
と
す
る
に
足
り
な
い
。
例
え
ば
羊
の
皮
・
犬
の
皮
・
絹
糸
・

鋼
線
だ
け
で
は
上
位
の
分
類
と
す
る
に
は
足
り
な
い
。
従
っ
て
体
鳴
楽
器
の
中
に
見
ら
れ
る
附
加
物
な
し
の
も
の
を
包
括
し
て
全
楽
器
を
統
一
的
に
分
類
す
る
に
は
、

附
加
物
の
構
造
形
体
を
無
視
し
て
は
行
わ
れ
難
い
。
例
え
ば
、
絃
楽
器
に
あ
っ
て
は
絃
を
緊
張
し
共
鳴
す
る
も
の
の
相
違
に
よ
る
他
、
分
類
の
仕
方
が
な
い
こ
と
を
知

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
よ
う
に
楽
器
は
附
加
物
が
重
要
な
分
類
の
要
素
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
附
加
物
が
種
々
様
々
の
構
造
を
も
つ
た
め
に
統
一
の
あ
る
分
類
が
困
難
に
な
る
と
も
云
え

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
分
類
に
あ
た
っ
て
は
先
ず
発
音
体
と
附
加
物
を
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
鑑
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
左
に
四
綱
の
楽
器
に
於
け

る
発
音
体
と
附
加
物
の
関
係
を
表
解
し
て
み
よ
う
。

三
五

日
本
楽
器
学
試
論
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摩 打

Ⅱ 

皮
鳴
楽
器

吊
丸

撥 手
指

双 単 そ
の
他

植
物

動
物

多 双 単 牙 骨 石 金

奏
法

数 質 奏
法

数 質

棒
管

板
器

附
加
物

皮
附
加
物

振
動
主
体

大
部
分
そ
れ

自
体
振
動皮

の
支
持
物

締
皮
・
鋲
・
調
律
装
置
等

複
合

単
純

Ⅰ 

体
鳴
楽
器

張
力
に
敏
感
な
ら
ざ
る
固
体

張
力
に
敏
感
な
る
固
体

張
力
に
敏
感
な
ら
ざ
る
固
体

若
し
く
は
弾
力
性
固
体



右
の
表
に
見
え
る
ご
と
く
、
体
鳴
楽
器
を
除
く
他
は
、
発
音
体
そ
の
も
の
よ
り
附
加
物
の
方
が
楽
器
分
類
の
資
材
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
分
類
法
は
発

音
体
と
附
加
物
を
区
別
せ
ず
、
複
合
状
態
の
ま
ま
、
こ
れ
を
発
音
状
態
の
差
に
よ
り
分
類
し
、
或
い
は
こ
れ
を
形
体
の
差
に
よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
が
、
発
音
状
態
に

よ
る
差
、
奏
法
に
よ
る
差
は
発
音
体
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
附
加
物
に
は
関
せ
ず
、
形
体
に
よ
る
差
は
附
加
物
に
関
し
発
音
体
に
関
し
て
い
な
い
。
故
に
発
音
状
態

や
奏
法
を
分
類
の
主
点
と
考
え
る
な
ら
ば
発
音
体
中
心
に
、
形
体
を
分
類
の
主
点
と
考
え
る
な
ら
ば
形
体
中
心
に
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
体
鳴
楽
器
以

外
は
附
加
物
が
発
達
し
て
お
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
は
分
類
ら
し
い
分
類
が
不
可
能
で
あ
る
以
上
、
細
分
類
は
附
加
物
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
体
・
皮
・
絃
・
気
の
楽
器
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
以
上
、
絃ㅟ

・
皮ㅟ

・
気ㅟ

は
発
音
体
は
単
純
で
あ
る
が
附
加
物
の
形
成
が
多
様
で
あ
る
か
ら
附
加
物
の
形
体

を
主
と
す
る
分
類
法
を
と
り
、体ㅟ

は
発
音
体
が
多
様
な
る
反
面
、附
加
物
あ
る
も
の
は
概
し
て
単
純
ゆ
え
に
発
音
体
の
形
体
を
主
と
す
る
分
類
法
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
七

日
本
楽
器
学
試
論

絃
の
支
持
物

共
鳴
体
︑
調
律
装
置
︑
軫
等

張
力
に
敏
感
な
ら
ざ
る
固
体

張
力
に
敏
感
な
る
固
体

誘
音
装
置

附
加
物

空
気

Ⅳ 

気
鳴
楽
器

多複
絃
・
共
鳴
絃

単鉱
物
質

植
物
質

動
物
質

奏
法

数 質

附
加
物

絃

Ⅲ 

絃
鳴
楽
器



以
上
の
ご
と
く
、
発
音
体
と
附
加
物
と
の
区
分
を
絶
え
ず
念
頭
に
置
き
つ
つ
行
わ
な
け
れ
ば
、
知
ら
ず
識
ら
ず
支
離
滅
裂
の
も
の
と
な
る
を
免
れ
難
い
で
あ
ろ
う
。

二
、
第
一
次
以
下
の
細
分
類
の
問
題

現
代
の
分
類
法
の
傾
向
を
通
覧
す
る
に
、
ザ
ッ
ク
ス
と
シ
ェ
フ
ネ
の
二
家
の
方
針
は
正
反
対
を
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ザ
ッ
ク
ス
は
細
分
の
仕
方
に
於
て

第
一
・
第
二
綱
は
奏
法
を
非
常
に
重
視
し
て
お
り
、
形
体
・
質
は
順
次
下
位
に
あ
る
に
反
し
（
第
三
・
第
四
綱
は
奏
法
分
類
を
捨
て
、
構
造
形
体
と
な
っ
て
い
る
）、
シ
ェ
フ
ネ

で
は
先
ず
物
理
的
区
分
を
な
し
、
次
に
材
質
が
上
位
、
形
体
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
奏
法
は
下
位
に
あ
る
。
シ
ェ
フ
ネ
の
分
類
は
全
体
が
非
常
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る

が
、
そ
の
短
所
は
発
音
体
の
質
（
金
・
石
・
木
・
角
な
ど
）
を
重
ん
じ
奏
法
を
後
に
し
た
為
に
、
同
類
と
見
做
さ
れ
る
楽
器
も
質
を
異
に
す
る
場
合
は
分
類
上
、
他
の
類

に
属
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
う
、
異
質
の
同
類
楽
器
が
統
一
的
に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
結
果
を
齎
し
て
い
る
。
殊
に
体
鳴
楽
器
に
そ
の
弊
を
認
め
る
。

ザ
ッ
ク
ス
の
よ
う
に
奏
法
を
重
ん
ず
る
の
が
是
か
、
シ
ェ
フ
ネ
の
よ
う
に
質
・
形
体
を
重
ん
ず
る
の
が
是
か
。
細
分
類
法
を
構
想
す
る
も
の
の
第
一
に
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。
今
日
ま
で
の
分
類
学
者
の
傾
向
は
、
マ
イ
ヨ
ン
、
ガ
ル
ピ
ン
ら
は
明
瞭
に
奏
法
第
一
義
を
と
り
、
ノ
ル
リ
ン
ド
は
ザ
ッ
ク
ス
ほ

ど
奏
法
を
主
に
し
て
い
な
い
が
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
シ
ェ
フ
ネ
は
独
り
材
質
を
重
ん
じ
て
い
る
。
奏
法
を
主
と
し
よ
う
と
し
て
も
、
絃
楽
器
や
皮
鳴
楽

器
の
よ
う
に
違
っ
た
奏
法
の
出
来
る
も
の
の
分
類
に
は
不
向
き
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
ザ
ッ
ク
ス
が
体
鳴
楽
器
に
於
て
奏
法
を
主
眼
と
し
た
の
は
こ
の
種
の
楽

器
は
奏
法
が
概
し
て
不
変
的
で
あ
り
、
奏
法
に
よ
る
分
類
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
試
み
た
に
過
ぎ
な
か
ろ
う
。
撥
弾
絃
楽
器
は
そ
の
ま
ま
弓
擦
絃
楽
器
に
も
な
り
得
る

し
、
そ
の
反
対
も
可
能
、
打
奏
太
鼓
は
摩
奏
太
鼓
と
奏
法
を
交
換
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
奏
法
を
細
分
類
の
上
位
に
置
い
て
は
統
一
的
な
分
類
は
不
可
能

で
あ
る
。
従
っ
て
分
類
に
於
て
は
奏
法
は
下
位
に
置
く
べ
き
で
あ
る
。
か
よ
う
に
奏
法
第
一
義
を
す
て
る
と
す
れ
ば
、
シ
ェ
フ
ネ
の
よ
う
に
材
質
を
上
位
に
置
く
べ
き

か
と
云
え
ば
、
こ
れ
に
も
同
意
し
難
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
同
構
造
で
あ
り
な
が
ら
異
質
で
あ
る
ば
か
り
に
分
類
を
異
に
す
る
と
云
う
上
記
の
弊
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
を
救
う
た
め
に
は
、
材
質
を
形
体
の
上
位
に
置
く
よ
り
形
体
を
材
質
の
上
位
に
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
く
奏
法
分
類
を
副
次
的
と
す
れ
ば
同
一
奏
法
集
団
を
立
て
て
分
類
す
る
要
は
な
く
な
り
、
ザ
ッ
ク
ス
分
類
の
体
鳴
楽
器
に
著
し
い
特
色
と
見
ら
れ
る
奏
法
集
団
の

名
目
は
便
利
な
名
称
で
は
あ
る
が
、
な
る
べ
く
認
め
ず
に
置
き
た
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
体
鳴
楽
器
に
あ
っ
て
は
、
奏
法
の
動
作
よ
り
も
発
音
に
応
ず
る
構
造
を
主
眼

と
す
べ
き
だ
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
尤
も
こ
の
場
合
、
例
え
ば
桴
で
う
つ
も
の
な
ら
、
ど
ん
な
に
形
体
が
違
っ
て
い
て
も
同
類
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
は
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困
る
か
ら
、
形
体
的
特
徴
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
皮
鳴
楽
器
に
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
単
に
皮
を
鳴
ら
す
だ
け
な
ら
凡
て
共
通
的
で
あ

る
か
ら
鼓
胴
の
形
体
に
よ
る
分
類
を
先
ず
考
え
る
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
直
接
・
間
接
運
動
に
つ
い
て

次
に
楽
器
を
鳴
ら
す
動
作
の
直
接
・
間
接
を
分
類
に
入
れ
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
を
云
い
出
し
た
の
は
ザ
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
左
程
重
視
す
べ

き
要
を
認
め
な
い
。
ガ
ル
ピ
ン
の
よ
う
に
全
楽
器
に
直
接
・
間
接
運
動
を
説
く
の
は
外
見
は
頗
る
統
一
的
に
見
え
る
け
れ
ど
も
形
式
主
義
に
堕
し
て
い
る
。

（
二
）
奏
法
と
材
質

ま
た
奏
法
と
発
音
体
の
材
質
の
何
れ
を
分
類
の
上
位
に
置
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
私
は
奏
法
を
上
位
に
置
い
た
。
実
際
処
理
の
上
で
は
材
質
の
区
分
な
ど
と
云
う
も

の
は
最
後
に
置
い
て
も
好
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
ら
。
そ
こ
で
細
分
類
の
方
針
は
、

一
、
形
体
構
造

二
、
奏
法
（
三
、
材
質
）

の
順
と
し
た
。

三
、
新
分
類
法
概
観

以
上
の
所
説
に
よ
り
新
し
く
構
想
す
る
と
こ
ろ
の
楽
器
分
類
法
の
根
幹
を
次
に
提
唱
す
べ
き
段
に
な
っ
た
。
発
音
体
だ
け
に
つ
い
て
二
大
分
類
を
考
え
た
シ
ェ
フ
ネ

の
説
は
発
音
体
だ
け
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
が
、
発
音
体
だ
け
の
楽
器
は
一
部
で
、
他
は
発
音
体
と
附
加
物
と
の
合
成
に
よ
っ
て
な
り
、
附
加
物
を
無
視
し
て
は
楽

器
の
分
類
は
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
と
云
う
見
解
に
よ
り
こ
れ
に
修
正
を
加
え
、
結
局
、
ザ
ッ
ク
ス
等
の
四
綱
よ
り
出
発
す
る
の
を
適
宜
と
認
め
、
四
綱
の
成
立
す
る

ま
で
の
上
層
分
類
を

⑭左
表
（
上
段
）
の
ご
と
く
考
え
て
み
た
。
こ
の
上
層
分
類
は
四
綱
の
存
在
理
由
・
性
質
を
理
解
す
る
上
に
絶
対
必
要
の
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
的

の
も
の
で
あ
り
、
楽
器
を
実
際
に
分
類
し
弁
別
し
処
理
す
る
上
に
は
四
綱
以
下
の
分
類
に
て
要
は
足
り
る
こ
と
を
一
言
し
て
お
く
。
と
も
角
こ
の
表
に
よ
っ
て
シ
ェ
フ

ネ
説
と
ザ
ッ
ク
ス
等
の
説
と
を
融
合
調
和
さ
せ
る
こ
と
に
一
応
成
功
し
た
と
私
は
ひ
そ
か
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
九

日
本
楽
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凹線
条溝笛

通打簧管

上打簧管

自由簧管

人造トラムペット

自然トラムペット

横笛
条溝笛

刻み目笛

縦笛
容器笛

爆音性

急激な空気の

流通による

急激な外気の

振動による

d 簧管

c トラムペット

b フリュート

a 自由孔

B 共鳴管附き

　 気鳴楽器

 　＋附加物　

A 自由性気鳴楽器

 　＋附加物

誘音装置

附加物

流動性気体 振動空気

Ⅱ

桟附き

柱附き

徽附き

短胴
長胴

桶形
枠形

直頸
曲頸
短頸
長頸

リュート

ギター
槍形リュート

角形ハープ

弓形ハープ

板形
箱形
管形
音楽弓

容器形

細腰形

桶形
管形
枠形
ラッセル太鼓

ミルリトン

桶形
管形
枠形

b リュート

a ハープ

チター
b 双皮鼓

a 単皮鼓

B 複合絃鳴楽器

 　＋附加物

A 単純絃鳴楽器

 　＋附加物

B 張った皮鳴楽器

 　＋附加物

A 張らない皮鳴楽器
 　＋附加物

附加物
絃

皮
附加物

C 張力に敏感

 　なる固体

曲げ枠

刳り枠

亜科

吹奏体鳴楽器

板形
口琴

器形
棒形

塊形
塊形
器形
板形
管形
棒形

無舌
有舌
容器形

シストルム

下げ形

器形
板形
管形
棒形
科

それ自身︑他をうつ

体鳴楽器

外部にうちものを

有する体鳴楽器

亜目

c その他の

　 剛性体鳴楽器

b グロッケ

a ラッセル

クラッパー
目

C 弾力性体鳴楽器

 　＋附加物

B 非対偶的体鳴楽器

 　＋附加物

A 対偶的体鳴楽器

 　＋附加物
亜綱 綱

B 弾力性固体
附加物

附加物

A 張力に敏感

　 ならざる固体

振動固体

の楽器

楽器

Ⅰ

Ⅰ

体鳴
楽器

Ⅱ
皮鳴

楽器
Ⅲ

絃鳴
楽器

Ⅳ
気鳴

楽器



四
綱ㅟ

の
下
の
亜ㅟ

綱ㅟ

は
四
綱
を
構
造
上
の
根
本
的
特
徴
に
よ
り
大
体
二
つ
ず
つ
に
分
け
て
九
亜
綱
と
し
、
目ㅟ

は
各
項
の
楽
器
の
最
も
代
表
的
な
る
形
体
構
造
を
も
つ
名

称
を
借
り
て
用
い
た
。

こ
こ
で
一
言
、
亜
綱
と
目
に
属
す
る
名
称
に
つ
い
て
述
べ
た
い
こ
と
が
あ
る
。
先
ず
体
鳴
楽
器
の
「
対
偶
的
」
と
「
非
対
偶
的
」
の
区
分
で
あ
る
が
、「
対
偶
的
」

と
云
う
の
は
、
こ
こ
に
属
す
る
楽
器
が
も
と
両
手
か
ら
発
生
し
た
も
の
、
両
手
の
延
長
で
あ
る
と
云
う
意
味
で
、
必
ず
対
（
但
し
二
個
一
対
に
限
ら
な
い
）
を
な
し
て
い
る

こ
と
と
共
に
、
両
手
で
奏
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
も
の
を
指
し
、「
非
対
偶
的
」
と
云
う
の
は
、
た
と
え
二
個
一
対
を
な
す
も
の
が
あ
っ
て
も
、
両
手
で
奏
す

る
原
義
に
触
れ
な
い
も
の
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。
他
に
適
当
な
語
が
思
い
浮
か
ば
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
気

鳴
楽
器
の
「
自
由
性
」
の
語
は
ザ
ッ
ク
ス
の
用
語
に
従
っ
た
ま
で
で
、
こ
れ
も
他
に
適
当
な
語
が
見
当
た
れ
ば
換
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

次
に
目
の
名
称
で
は
「
ク
ラ
ッ
パ
ー
」「
ラ
ッ
セ
ル
」
の
よ
う
に
、
う
ち
合
わ
せ
・
ガ
ラ
ガ
ラ
等
奏
法
よ
り
来
る
名
を
も
つ
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
好
い
名
称

が
思
い
つ
か
な
い
ま
ま
借
り
た
ま
で
で
、
奏
法
よ
り
も
構
造
を
主
眼
に
し
て
用
語
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
体
の
「
そ
の
他
の
体
鳴
楽
器
」
は
、
こ
れ
も
適
宜

の
語
が
な
い
の
で
一
時
用
い
た
ま
で
で
、
大
体
外
部
に
う
つ
も
の
を
持
つ
も
の
と
、
そ
れ
自
身
が
他
を
う
つ
楽
器
を
包
含
し
て
い
る
。
擦
奏
、
又
摩
奏
す
る
楽
器
は
奏

法
を
従
に
す
る
立
前
か
ら
集
団
と
し
て
取
り
扱
う
の
を
避
け
た
。
気
鳴
楽
器
の
「
自
由
孔
」
は
シ
ェ
フ
ネ
の
用
語
を
借
用
し
た
も
の
で
、
別
に
適
当
な
語
を
考
え
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
用
語
は
大
抵
諸
家
の
分
類
法
に
見
え
る
約
束
に
従
っ
た
。

科ㅟ

は
ノ
ル
リ
ン
ド
の
五
十
科
の
分
け
方
を
大
い
に
参
考
と
し
た
が
、
そ
の
五
十
の
数
は
も
と
よ
り
便
宜
的
の
も
の
で
、
こ
の
位
の
数
を
好
い
と
考
え
た
ま
で
で
あ
ろ

う
。
列
奏─

─

即
ち
同
構
造
の
一
単
位
の
楽
器
を
二
つ
以
上
組
み
合
わ
せ
た
も
の
、
例
え
ば
シ
ロ
フ
ォ
ー
ン
・
簫─

─

を
、
科
と
し
て
は
体
と
気
に
一
つ
ず
つ
あ
げ
た

だ
け
で
あ
る
が
、
皮
の
列
奏
を
脱
し
、
気
に
も
う
一
種
の
列
奏
の
あ
る
の
を
は
ぶ
い
て
い
る
。
こ
れ
は
ノ
ル
リ
ン
ド
が
重
要
で
な
い
と
認
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
楽

器
数
の
多
少
に
拘
ら
ず
本
来
な
ら
ば
当
然
挙
ぐ
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
を
省
略
し
て
い
る
の
は
五
十
の
数
に
限
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

科
の
下
に
各
科
の
主
要
構
造
を
更
に
限
定
す
る
た
め
に
亜
科
を
置
い
た
。
そ
れ
以
下
は
分
音
装
置
の
有
無
、
奏
法
、
発
音
体
の
質
等
の
細
項
を
従
属
さ
せ
る
。
こ
れ

ら
は
ど
れ
を
上
位
に
ど
れ
を
下
位
に
置
く
も
大
差
は
な
く
、
余
り
こ
だ
わ
る
と
徒
ら
に
分
類
を
錯
雑
さ
せ
る
ば
か
り
で
あ
ろ
う
。
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附
、
楽
器
分
類
上
の
用
語
略
解

新
楽
器
分
類
法
に
例
と
し
て
挙
げ
た
日
本
楽
器─

─

ご
く
僅
か
の
西
洋
系
楽
器
も
あ
る
必
要
上
挙
げ
て
あ
る
が─

─

の
各
項
中
用
い
た
語
の
う
ち
楽
器
学
上
の
約
束

と
か
定
義
と
か
に
つ
い
て
略
解
す
る
（
ド
イ
ツ
語
は
ザ
ッ
ク
ス
に
拠
る
。
対
訳
と
あ
る
は
太
田
太
郎
訳
語
）。

体
鳴
楽
器
略
称
「
体
楽
器
」、
又
「
体
」。
Idiophone
の
対
訳
。
そ
れ
自
体
が
発
音
に
関
与
す
る
よ
う
な
楽
器
を
指
す
。
西
洋
の
学
者
は
ど
ち
ら
か
と
云
う
と
マ
イ

ヨ
ン
の
創
め
た
A
utophone
の
語
を
択
ぶ
傾
き
が
あ
る
が
、
後
者
も
自
動
楽
器
と
す
る
よ
り
体
鳴
楽
器
と
義
訳
し
た
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

皮
鳴
楽
器
略
称
「
皮
楽
器
」、
又
「
皮
」。
M
em
branophone
の
対
訳
。
皮
膜
振
動
の
楽
器
を
指
す
。

絃
鳴
楽
器
或
い
は
「
絃
楽
器
」
と
呼
ん
で
も
好
い
。
略
称
「
絃
」。
Chordophone
の
対
訳
。
絃
振
動
の
楽
器
を
指
す
。

気
鳴
楽
器
単
に
「
気
楽
器
」
と
呼
ん
で
も
好
い
。
略
称
「
気
」。
A
erophone
の
対
訳
。
空
気
振
動
の
音
を
誘
う
装
置
の
楽
器
を
指
す
。
以
上
の
四
つ
の
語
は
太
田

太
郎
の
提
唱
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

対
偶
的
体
鳴
楽
器
両
手
の
延
長
と
し
て
生
ま
れ
た
打
ち
合
わ
せ
の
一
対
の
楽
器
を
包
含
す
。
両
手
で
う
ち
合
わ
せ
る
も
の
は
必
ず
し
も
二
個
一
対
と
は
限
ら
な
い
。

拍
板
の
よ
う
に
数
枚
の
も
の
で
も
好
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
語
と
し
て
用
い
た
。

非
対
偶
的
体
鳴
楽
器
前
者
に
対
蹠
す
る
も
の
。
た
と
え
二
個
一
対
を
な
す
も
の
で
も
両
手
で
打
ち
合
わ
せ
な
い
も
の
は
原
則
と
し
て
対
偶
的
と
見
做
さ
な
い
。

剛
性
体
鳴
楽
器
弾
力
性
の
も
の
に
対
す
。
剛
性
と
は
云
っ
た
が
、
全
然
弾
力
に
無
関
係
と
云
う
の
で
は
な
く
、
剛
性
的
と
云
う
ほ
ど
の
意
。
シ
ェ
フ
ネ
の
「
張
力
に

敏
感
な
ら
ざ
る
固
体
」
を
指
す
語
と
し
て
作
っ
た
。

ク
ラ
ッ
パ
ー
K
lapper
が
ち
ゃ
が
ち
ゃ
と
打
ち
合
わ
せ
る
楽
器
を
指
す
が
、
対
を
な
し
、
且
つ
両
手
で
打
ち
合
わ
す
べ
き
形
体
構
造
の
楽
器
の
意
と
し
て
用
い
た
。

ラ
ッ
セ
ル
Rassel
が
ら
が
ら
な
る
も
の
で
、
振
り
動
か
し
て
う
ち
合
っ
て
鳴
る
も
の
を
指
す
が
、
二
個
以
上
の
固
体
が
そ
れ
ぞ
れ
両
手
に
執
ら
れ
ず
に
互
い
に
う

ち
合
う
べ
き
形
体
構
造
の
楽
器
の
意
に
用
い
た
。
球
状
粒
入
り
の
鈴
（
schelle）
も
こ
の
部
類
に
入
る
。

グ
ロ
ッ
ケ
Glocke
鐘
。
球
形
の
鈴
は
含
ま
な
い
。
ザ
ッ
ク
ス
に
よ
る
と
、
グ
ロ
ッ
ケ
は
直
接
打
奏
容
器
の
総
称
で
、
内
部
に
舌
を
も
つ
間
接
打
奏
の
鐘
を

Glöckchen
と
し
て
区
別
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
有
舌
無
舌
の
鐘
の
こ
と
に
用
い
た
。

舌
鐘
の
内
部
に
吊
り
下
げ
て
鐘
壁
を
う
つ
振
り
子
。
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周
鐘
中
国
周
漢
代
の
無
舌
の
鐘
。
横
断
面
が
扁
円
形
に
近
い

形
で
あ
る
の
が
中
国
鐘
類
の
著
し
い
特
色
で
、
西
域
系
の
○
形
の
鐘
と
対
蹠
的
で
あ
る
。

指
孔
笛
類
に
あ
る
、
指
を
開
閉
す
る
孔
。

撥 ば
ち

桴 ふ

杖
何
れ
も
他
の
器
物
を
う
ち
な
ら
す
も
の
で
、
撥
・
桴
は
体
・
皮
・
絃
に
通
用
。
杖
は
体
・
皮
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

掻
奏
schrappen
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
面
を
急
速
に
こ
す
る
。

擦
奏
streichen
絃
を
弓
で
こ
す
る
ご
と
き
で
あ
る
。

器
形
又
「
容
器
形
」。
容
器
gefäße
の
形
を
も
つ
も
の
。
そ
の
深
浅
外
形
の
如
何
を
問
わ
な
い
。

刳
り
枠
Rahm
en
曲
げ
枠
Bügelの
対
訳
。
口
琴
の
枠
の
二
型
で
、
前
者
は
一
枚
の
小
板
か
ら
一
枚
の
舌
を
刳
り
ぬ
い
て
切
り
離
し
た
も
の
を
指
し
、
後
者
は

金
属
の
彎
曲
し
た
枠
に
一
枚
の
薄
い
金
属
舌
を
附
着
し
た
も
の
を
指
す
。

枠
形
Rahm
en
太
鼓
の
場
合
は
胴
の
甚
だ
短
い
も
の
を
指
す
。
管
形
太
鼓
の
過
度
に
短
く
な
っ
た
も
の
と
の
差
別
は
如
何
に
す
る
か
と
の
問
題
を
生
ず
る
が
、

ザ
ッ
ク
ス
は
こ
れ
に
対
し
て
枠
（
胴
）
の
高
さ
が
皮
直
径
を
こ
え
な
い
も
の
は
枠
形
と
す
る
他
は
な
い
と
云
っ
て
い
る
。
但
し
一
概
に
こ
れ
に
則
れ
な
い
も
の
が
あ

る
。

振
奏
schütteln
振
り
揺
る
が
せ
る
。
粒
入
り
鈴
を
鳴
ら
す
ご
と
き
で
あ
る
。

ラ
ッ
セ
ル
太
鼓
Rasseltrom
m
el
振
り
鼓
。
鼗
の
類
を
指
す
。

摩
奏
reiben
摩
擦
す
る
。
摩
奏
太
鼓
が
そ
の
奏
法
を
示
す
一
例
で
あ
る
。

細
腰
形
鼓
ザ
ッ
ク
ス
の
Sanduhrtrom
m
el（
砂
時
計
形
太
鼓
）
に
当
た
る
が
、
砂
時
計
に
な
じ
み
の
う
す
い
我
々
に
は
細
腰
形
鼓
の
方
が
ぴ
っ
た
り
と
来
る
。

単
純
絃
鳴
楽
器
Einfache
Saiteninstrum
ente
唯
一
の
絃
の
支
持
物
の
も
の
、
又
は
絃
の
支
持
物
や
共
鳴
体
が
非
有
機
的
に
発
音
装
置
を
破
壊
せ
ず
に
解
体
出
来

る
関
係
に
於
て
成
立
せ
る
も
の
。
チ
タ
ー
が
こ
れ
に
当
た
る
。

チ
タ
ー
Zither
チ
タ
ー
は
胴
と
絃
の
支
持
物
が
同
一
物
で
、
胴
以
外
の
共
鳴
物
は
た
だ
非
有
機
的
に
附
加
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
構
造
上
必
要
の
も
の
で
は
な

い
。

複
合
絃
鳴
楽
器
Zusam
m
engesetzte
Saiteninstrum
ente
絃
の
支
持
物
や
共
鳴
体
が
有
機
的
で
あ
り
、
発
音
体
を
破
壊
せ
ず
に
は
解
体
し
得
ざ
る
関
係
に
於
て

成
立
せ
る
も
の
。
ハ
ー
プ
や
リ
ュ
ー
ト
が
こ
れ
に
当
た
る
。
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胴
絃
楽
器
の
体
。
最
も
重
要
な
る
共
鳴
体
の
部
。
琵
琶
で
は
槽
と
表
板
、
箏
で
は
槽
と
裏
板
を
包
含
す
る
。

徽 き

絃
音
分
割
の
目
じ
る
し
に
胴
に
排
列
し
た
も
の
。
七
絃
琴
に
は
十
三
個
の
徽
を
置
い
て
い
る
。
貝
、
又
は
玉
石
な
ど
を
嵌
入
し
た
も
の
。
そ
の
他
、
一
絃
琴
・
二

絃
琴
・
八
雲
琴
等
に
も
こ
れ
が
あ
る
。

柱 じ

又
は
「
可
動
柱
」。
箏
・
瑟
に
用
う
る
も
の
。
絃
の
下
に
置
い
て
絃
音
を
調
え
る
役
を
な
す
。

桟
柱
琵
琶
の
柱ㅟ

の
ご
と
く
絃
よ
り
離
れ
て
立
ち
、
指
を
按
ず
る
時
、
始
め
て
絃
と
接
触
す
る
も
の
。
Bünde（
flet）

義
爪
絃
を
弾
ず
る
時
、
指
に
は
め
る
爪
状
の
も
の
。

絃
楽
器
の
頭
と
尾
チ
タ
ー
（
琴
・
箏
）
に
あ
っ
て
は
、
奏
者
の
右
手
で
弾
絃
す
る
所
に
近
い
方
が
頭
で
あ
り
（
向
か
っ
て
右
）、
左
手
の
方
が
尾
に
あ
た
る
。
リ
ュ
ー

ト
（
琵
琶
・
三
味
線
）
に
あ
っ
て
は
軫ね

じ

の
あ
る
方
が
頭
に
当
た
る
。

ハ
ー
プ
H
arfe
絃
が
共
鳴
体
の
面
に
対
し
て
垂
直
に
交
わ
る
楽
器
。

弓
形
ハ
ー
プ
Bogenharfe
絃
を
張
っ
た
弓
を
舟
形
の
共
鳴
胴
に
は
め
こ
ん
だ
よ
う
な
形
の
ハ
ー
プ
。

角
形
ハ
ー
プ
W
inkelharfe
共
鳴
胴
の
下
方
に
絃
の
支
持
物
を
さ
し
込
ん
だ
形
の
ハ
ー
プ
。

響
孔
共
鳴
胴
に
う
が
っ
た
孔
。

リ
ュ
ー
ト
Laute
胴
と
絃
の
支
持
物
（
頸
）
と
の
間
に
有
機
的
結
合
が
あ
る
楽
器
。
絃
は
胴
の
表
と
平
行
し
て
い
る
。

槍
形
リ
ュ
ー
ト
Spießlaute
棹
が
共
鳴
体
を
貫
通
し
て
い
る
リ
ュ
ー
ト
。
例
え
ば
三
味
線
の
如
き
で
あ
る
。

棹
リ
ュ
ー
ト
族
の
う
ち
胴
に
続
く
細
長
い
部
分
を
云
う
。
三
味
線
・
胡
琴
な
ど
に
見
ら
れ
る
。

槽
容
器
を
意
味
し
、
琵
琶
で
は
胴
の
側
と
裏
が
こ
れ
に
当
た
り
、
箏
で
は
胴
の
表
と
側
と
が
こ
れ
に
当
た
る
。
資
材
の
使
い
方
が
こ
の
よ
う
に
反
対
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

駒
胴
の
表
に
於
て
絃
を
支
え
る
可
動
的
な
小
さ
い
台
。
三
味
線
・
胡
琴
に
見
ら
れ
る
。

軫 し
ん

ま
た
転 て

ん

手 じ
ゆ

絃
を
ま
き
つ
け
て
し
め
る
ねㅟ

じㅟ

。
琵
琶
・
三
味
線
で
は
長
軫
を
用
い
、
琴
で
は
短
く
且
つ
特
殊
の
調
律
用
紐
（
絨
扣
）
を
纏
っ
て
い
る
。

頸
リ
ュ
ー
ト
の
上
部
の
細
く
な
っ
た
あ
た
り
を
指
す
。
長
頸
の
も
の
は
こ
れ
を
「
棹
」
と
云
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。

複
絃
二
絃
を
同
音
に
調
律
し
、
一
絃
の
ご
と
く
同
時
に
弾
ず
る
も
の
。
従
っ
て
複
二
絃
は
四
絃
よ
り
な
る
が
効
能
は
二
絃
に
同
じ
。
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曲
頸

直
頸
琵
琶
の
頭
部
の
軫
を
収
め
る
部
分
が
頸
に
対
し
後
方
に
屈
曲
し
た
も
の
を
曲
頸
と
云
い
、
真
直
に
伸
び
た
も
の
を
直
頸
と
云
う
。
中
国
古
典
の
用
語
で

あ
る
。

捍
撥
琵
琶
の
絃
の
弾
所
の
あ
た
り
の
胴
の
表
に
革
を
張
っ
て
、
撥
当
た
り
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
を
云
う
。

自
由
性
気
鳴
楽
器
Freie
A
erophone
管
内
の
空
気
の
振
動
に
非
ざ
る
気
鳴
楽
器
。

上
打
簧
A
ufschlagzunge
の
対
訳
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
簧
の
如
く
一
枚
の
簧
が
専
ら
一
方
的
振
動
を
な
す
も
の
。

フ
リ
ュ
ー
ト
flöte
簧
を
用
い
ず
に
、
管
の
切
り
口
か
ら
流
入
す
る
風
を
周
期
的
に
起
こ
る
毎
回
の
衝
撃
を
以
っ
て
分
散
さ
せ
、
管
内
又
は
容
器
内
に
包
含
さ
れ
た

空
気
柱
を
発
音
さ
せ
る
ご
と
き
吹
奏
楽
器
。

刻
み
目
笛
K
erbeflöte
の
対
訳
。
吹
口
の
縁
に
刻
み
目
を
切
り
込
ん
だ
縦
笛
。
尺
八
・
洞
簫
の
如
き
が
こ
れ
で
あ
る
。

凹
線
条
溝
笛

形
の
切
り
口
の
縦
笛
で
、
古
く
は
正
倉
院
の
簫
に
見
ら
れ
る
。

条
溝
笛
Spaltflöte
の
対
訳
。
管
に
一
つ
の
条
溝
kanal、
又
は
裂
け
目
spaltを
設
け
て
、
吹
き
込
む
空
気
を
一
定
の
方
向─

─

縦
笛
を
適
当
に
鳴
ら
す
吹
き
込
み

の
角
度─

─

に
導
く
よ
う
な
構
造
を
持
っ
た
も
の
。
俗
に
「
フ
ラ
ジ
オ
レ
ッ
ト
」
と
云
う
構
造
の
笛
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

簧
管
Zungenpfeife,Rohrblattinstrum
ente
簧
（
舌
）
を
も
つ
気
鳴
楽
器
。

屏
上
笙
・
竽
の
管
は
外
見
を
整
え
る
た
め
、
実
際
必
要
の
管
長
よ
り
概
ね
長
目
に
切
っ
て
あ
る
の
で
、
管
内
の
空
気
を
簧
の
振
動
に
よ
く
共
鳴
出
来
る
よ
う
に
適
宜

の
長
さ
の
と
こ
ろ
に
長
方
形
の
孔
を
う
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
屏
上
」
と
云
う
。
屏
上
の
あ
る
管
に
は
簧
が
あ
る
の
が
当
然
で
あ
る
か
ら
、
正
倉
院
の
古
い
竽
の

毛
管
に
嘗
て
簧
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
知
出
来
る
。

打
ち
合
わ
せ
簧
又
「
複
簧
」。
Gegenschlagzunge
の
対
訳
。
二
枚
の
舌
を
も
ち
、
こ
れ
を
吹
く
と
き
は
相
接
近
し
、
又
相
離
れ
て
振
動
す
る
。
篳
篥
の
簧
が
こ
れ

で
あ
る
。

通
打
簧
又
「
自
由
簧
」。
D
urchschlagzunge
の
対
訳
。
一
枚
の
簧
が
前
後
に
自
由
に
往
復
出
来
る
よ
う
な
構
造
を
も
つ
も
の
で
、
吹
き
吸
い
と
も
に
音
を
発
す

る
。
笙
の
簧
が
こ
れ
で
あ
る
。

ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
T
rom
pete
喇
叭
。
吹
奏
者
の
両
唇
が
簧
の
作
用
を
な
す
楽
器
。
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第
三
章

新
楽
器
分
類
法
に
よ
っ
て
処
理
し
た
日
本
楽
器

Ⅰ

体
鳴
楽
器

Ⓐ
対
偶
的
体
鳴
楽
器

ク
ラ
ッ
パ
ー

1
、
棒
形

（
奏
）
打
ち
合
わ
せ
（
質
）
木

【
拍
子
木
】
誰
で
も
知
る
こ
の
楽
器
は
普
通
、
堅
木
を
材
料
と
し
、
二
個
等
形
で
一
対
と
な
り
、
両
手
に
一
個
ず
つ
持
ち
打
ち
合
わ
せ
て
鳴
ら
す
。
こ
の
種
の
楽
器
は

両
手
の
拍
手
よ
り
発
展
し
た
も
の
で
、
手
掌
の
相
撃
ち
よ
り
強
力
を
得
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
。
従
っ
て
両
手
の
延
長
で
あ
る
。

2
、
管
形

（
奏
）
打
ち
合
わ
せ
（
質
）
竹

【
こ
っ
き
り
こ
】
室
町
時
代
頃
、
放
下
僧
が
用
い
た
も
の
。
長
さ
数
寸
の
竹
管
二
本
を
一
対
と
し
て
打
ち
合
わ
せ
て
鳴
ら
す
。
そ
の
後
裔
は
今
日
で
も
残
っ
て
い
る
。

「
小
切
子
」「
筑
子
竹
」
と
書
き
、
総
つ
き
の
も
の
は
静
岡
県
下
の
盆
踊
り
に
用
う
る
。
そ
の
変
種
あ
や
（
あ
や
竹
）
は
管
中
に
砂
を
入
れ
て
い
る
か
ら
ラ
ッ
セ
ル
を

兼
ね
て
い
る
。

3
、
板
形

（
奏
）
打
ち
合
わ
せ
（
質
）
木
・
竹

【
笏
拍
子
】
雅
楽
用
で
平
安
時
代
以
来
、
歌
曲
の
伴
奏
に
用
う
。
木
笏
を
竪
に
二
つ
割
り
に
し
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
そ
れ
故
も
と
笏
よ
り
出
る
と
の
説
が
あ
る
。

木
製
。

【
拍
子─

─

拍
板
】
数
枚
の
板
を
上
端
近
く
紐
を
も
っ
て
連
結
し
、
両
端
の
把
手
を
も
っ
て
相
接
近
さ
せ
る
と
、
板
が
打
ち
合
っ
て
鳴
る
の
で
あ
る
。
奈
良
時
代
、
中
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国
よ
り
伝
来
の
器
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
頃
ま
で
用
い
、
そ
の
後
絶
え
、
民
間
に
流
入
し
た
も
の
が
次
の
編
木

さ
さ
ら

と
し
て
残
っ
て
い
る
。

【
び
ん
さ
さ
ら
（
編
木
）】
拍
子
の
民
族
楽
器
化
し
た
も
の
で
、
今
日
各
地
の
祭
儀
・
土
俗
舞
踊
等
に
用
う
る
。
拍
子
に
比
べ
遥
か
多
数
の
小
形
の
木
板
を
連
結
し
た
も

の
で
あ
る
。

【
檀
板
】
江
戸
時
代
の
中
頃
伝
来
の
明
楽
の
楽
器
。
三
枚
の
堅
木
を
紐
で
と
じ
た
も
の
。
清
楽
に
も
用
う
る
。

【
拍
板
（
舂
牘
）】
同
じ
く
明
楽
用
で
、
同
形
の
木
板
を
十
三
枚
一
連
と
し
た
打
ち
合
わ
せ
も
の
で
あ
る
。

【
四
つ
竹
】
江
戸
時
代
に
長
崎
に
入
っ
た
竹
製
の
楽
器
で
、
四
枚
一
組
で
あ
る
。
太
竹
の
板
を
長
さ
数
寸
に
切
っ
た
も
の
で
、
宛
も
名
菓
、
八
ッ
橋
の
形
に
似
て
い
る
。

こ
れ
を
左
右
の
手
に
二
枚
ず
つ
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
を
打
ち
合
わ
せ
る
。
琉
球
で
「
相
思
竹
」
と
呼
ぶ
も
の
に
あ
た
り
、
中
国
宋
代
に
「
撃
竹
」
と
呼
ん
だ
も
の
が
こ

れ
に
あ
た
る
ら
し
い
。

4
、
器
形

（
奏
）
打
ち
合
わ
せ
（
質
）
金
属

【
銅
鈸─

─

銅
拍
子
（
土
拍
子
）】
も
と
西
域
よ
り
中
国
に
伝
来
の
楽
器
で
、
奈
良
時
代
に
は
銅
鈸
と
書
し
、
そ
の
後
、
銅
拍
子
と
も
土
拍
子
と
も
書
す
よ
う
に
な
っ
た
。

麦
稈
帽
子
形
の
青
銅
製
の
器
、
二
個
一
対
を
、
把
手
を
も
っ
て
内
側
を
う
ち
合
わ
せ
て
鳴
ら
す
。
大
小
数
々
の
形
が
あ
る
。

【
鐃
鈸
（
に
ょ
う
は
ち
）】
仏
寺
に
用
う
る
銅
鈸
の
一
種
。
単
に
う
ち
合
わ
せ
る
他
、
把
手
を
も
っ
て
二
器
を
互
い
に
回
転
さ
せ
、
こ
れ
を
触
れ
合
わ
せ
て
生
ず
る
摩
擦
音

を
用
う
特
殊
用
法
が
あ
る
。

【
小
鈸
】
清
楽
用
の
銅
鈸
で
、
小
形
で
あ
る
。

Ⓑ
非
対
偶
的
体
鳴
楽
器

ａ

ラ
ッ
セ
ル

1
、
下
げ
形
ラ
ッ
セ
ル

（
奏
）
振
（
質
）
金
・
陶
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【
古
墳
時
代
の
耳
飾
り
】
古
墳
出
土
の
金
属
製
耳
飾
り
の
う
ち
に
三
条
の
鎖
を
耳
環
に
つ
け
、
そ
の
端
に
杏
葉
形
の
飾
り
を
附
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
耳
飾
り
を

附
け
た
人
が
歩
行
の
と
き
う
ち
合
わ
せ
て
発
す
る
音
響
効
果
を
ね
ら
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
蚊
帳
の
環
】
こ
の
環
は
単
に
吊
る
た
め
の
用
途
以
外
に
、
蚊
帳
を
た
た
む
時
、
う
ち
合
っ
て
涼
し
い
音
を
立
て
る
の
を
目
的
に
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
一
種
の
楽
器
で
、
同
形
の
環
で
あ
る
こ
と
か
ら
云
え
ば
、
対
偶
的
体
鳴
に
収
め
て
も
好
い
と
思
わ
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
紐
で
さ
げ
て
い
る
点
に
下
げ
形

ラ
ッ
セ
ル
の
性
質
に
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
又
拍
手
の
延
長
で
あ
る
打
ち
合
わ
せ
楽
器
と
は
や
や
異
な
る
点
あ
る
に
鑑
み
、
こ
の
分
類
に
収
め
た
。

【
万
寿
鈴
】
新
し
い
楽
器
で
あ
る
が
、
素
焼
き
の
椀
状
の
器
を
二
個
内
面
を
向
き
合
わ
せ
て
紐
で
さ
げ
た
も
の
。
前
者
同
様
の
観
点
か
ら
こ
こ
に
収
め
る
。

2
、
シ
ス
ト
ル
ム

（
奏
）
振
（
質
）
金
属
・
木
・
貝

【
錫
杖
】
仏
家
の
用
う
る
楽
器
。
も
と
イ
ン
ド
遊
行
者
が
山
路
を
跋
渉
の
と
き
、
こ
の
杖
の
発
す
る
音
に
よ
っ
て
毒
蛇
の
類
を
驚
か
し
、
そ
の
難
を
免
れ
る
た
め
に
用

い
た
も
の
と
云
う
。
杖
頭
の
環
に
数
個
の
環
を
下
げ
、
こ
れ
を
動
か
す
と
き
環
が
触
れ
合
っ
て
音
を
発
す
る
の
で
あ
る
。
後
世
、
杖
の
ご
く
短
い
も
の
を
「
手
錫

杖
」
と
呼
び
、
専
ら
手
で
握
っ
て
振
鳴
す
る
も
の
が
生
ま
れ
た
。

【
按
摩
の
杖
】
鉄
杖
の
上
部
に
環
を
装
置
し
て
、
こ
れ
を
地
に
つ
く
と
き
微
妙
の
音
を
発
せ
し
め
る
。

【
環
回
し
】
児
玩
の
器
。
鉄
針
金
製
の
大
輪
に
小
輪
数
個
を
は
め
、
こ
れ
を
一
杖
で
地
上
を
回
転
さ
せ
る
と
き
は
大
小
輪
と
地
が
相
触
れ
て
一
種
の
騒
音
を
発
す
る
仕

掛
け
で
あ
る
。
近
世
舶
来
の
具
。

【
環
入
り
お
し
ゃ
ぶ
り
】
木
製
の
お
し
ゃ
ぶ
り
に
木
環
二
、
三
個
を
は
め
た
も
の
。

【
鳴
子
】【
ひ
た
（
引
板
）】
木
板
に
竹
、
又
は
小
木
片
数
個
を
附
し
、
縄
に
さ
げ
て
田
畑
に
装
置
し
、
こ
れ
を
遠
く
か
ら
引
い
て
鳴
ら
す
。
平
安
時
代
に
は
「
ひ
た
」
と

呼
び
、
平
安
末
頃
か
ら
「
鳴
子
」
の
名
称
が
生
じ
た
ら
し
い
。
近
頃
「
け
ん
が
ら
鳴
子
」
と
て
あㅟ

わㅟ

びㅟ

、
ま
た
は
とㅟ

こㅟ

ぶㅟ

しㅟ

の
貝
殻
に
小
巻
貝
を
附
し
て
鳴
子
形
に

し
た
玩
具
が
現
れ
て
い
る
。

【
河
鹿
】
木
製
玩
具
で
、
く
り
抜
き
裂
け
目
入
り
の
体
を
貫
く
打
棒
、
又
は
弾
力
の
あ
る
打
棒
で
う
っ
て
鳴
ら
す
と
き
は
河
鹿
の
鳴
き
声
を
発
す
る
。
い
ろ
い
ろ
の
変

種
が
あ
り
名
称
も
一
つ
で
な
い
。
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3
、
容
器
形
ラ
ッ
セ
ル

（
奏
）
振
（
質
）
金
属
・
紙
・
匏
・
麦
稈
・
竹
・
陶

【
粒
入
り
達
磨
】【
粒
入
り
張
子
馬
】【
種
子
入
り
瓢
】【
麦
稈
が
ら
が
ら
】
こ
れ
ら
土
俗
玩
具
に
見
ら
れ
る
楽
器
の
種
類
は
多
い
。
何
れ
も
容
器
の
内
に
粒
を
入
れ
器
を

振
鳴
す
る
と
き
、
粒
が
外
壁
を
う
っ
て
鳴
ら
す
の
で
あ
る
。

【
綾
（
あ
や
）】
砂
入
り
の
竹
管
で
、
二
本
一
対
を
な
す
。
こ
れ
を
一
本
ず
つ
両
手
に
握
り
打
ち
合
わ
せ
る
と
き
、
同
時
に
ガ
ラ
ガ
ラ
の
効
果
を
出
す
も
の
で
、
ラ
ッ
セ

ル
と
ク
ラ
ッ
パ
ー
の
混
淆
物
で
あ
る
。

【
す
ず
（
鈴
）─

─

鈴
子
】
内
部
に
丸
の
入
っ
た
す
ず
は
上
古
以
来
わ
が
祖
先
の
大
変
愛
好
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
い
ろ
い
ろ
の
器
具
に
装
置
し
て
い
る
。
例
え
ば
釧
・

鏡
・
杏
葉
と
云
っ
た
も
の
に
で
あ
る
。
単
な
る
鈴
で
も
種
々
の
形
の
も
の
が
古
墳
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
文
化
の
伝
来
以
後
は
仏
具
に
も
こ
れ
を
応
用
し

た
。
天
蓋
・
旛
の
附
属
等
に
で
あ
る
。
近
世
物
の
土
鈴
に
至
っ
て
は
ま
こ
と
に
千
差
万
別
で
、
一
々
数
え
上
げ
る
暇
な
し
で
あ
る
。

【
神
楽
鈴
】
鈴
数
個
を
一
柄
に
附
し
た
も
の
。
専
ら
神
式
祭
儀
用
。

【
り
ん
の
玉
】
錫
製
の
内
部
に
金
属
の
玉
を
収
め
た
も
の
。
江
戸
時
代
の
文
学
に
現
れ
、
今
日
も
あ
る
と
こ
ろ
の
閨
房
用
楽
器
と
も
云
う
べ
き
も
の
。

【
鐃
】
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
に
用
う
る
有
柄
の
鈴
で
、「
金
剛
鈴
」
と
も
呼
ん
で
い
る
が
、
グ
ロ
ッ
ケ
に
属
す
る
同
名
の
も
の
と
は
異
な
る
。

ｂ

グ
ロ
ッ
ケ

1
、
舌
の
あ
る
も
の

（
奏
）
振
（
質
）
金
属

【
金
剛
鈴
】
密
教
徒
の
用
具
で
、
把
手
の
形
式
に
よ
り
独
鈷
鈴
・
三
鈷
鈴
・
五
鈷
鈴
・
宝
珠
鈴
・
宝
塔
鈴
等
の
種
類
が
あ
る
。
も
と
は
イ
ン
ド
古
代
の
バ
ラ
モ
ン
教
徒

の
用
具
で
あ
り
、
ま
た
官
署
の
用
具
で
あ
っ
た
の
が
密
教
に
入
り
、
中
国
を
経
て
わ
が
国
に
も
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
、
小
形
で
木
柄
の
長
い
も
の
が
俗
間

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
円
口
。

【
風
鐸
】
も
と
塔
廟
な
ど
の
軒
檐
に
か
け
、
風
力
に
よ
り
下
垂
の
舌
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
鐸
の
胴
を
打
鳴
さ
せ
た
も
の
。
仏
教
文
化
の
伝
来
と
共
に
、
塔
の
九
輪
檐

な
ど
に
好
ん
で
懸
け
た
。
下
縁
は
偶
数
稜
形
を
な
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
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【
風
鈴
】
風
鐸
の
民
族
楽
器
化
し
た
も
の
。
環
状
の
舌
に
紙
片
な
ど
を
つ
け
て
風
を
受
け
易
く
し
て
い
る
。
そ
の
音
が
高
く
涼
し
い
と
こ
ろ
か
ら
松
虫
の
異
名
も
あ
る
。

【
鎮
鐸
】
仏
寺
の
旛
な
ど
の
鎮お

も
りと

し
て
用
う
る
鐸
で
あ
っ
て
、
正
倉
院
に
は
大
仏
開
眼
供
養
時
の
大
旛
に
附
し
た
鎮
鐸
十
九
個
を
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
十
一
個
は
円
口
、

九
個
は
周
鐘
式─

─

扁
円
口
で
あ
る
。
舌
は
共
に
凝
っ
た
装
飾
で
、
十
字
形
の
打
棒
で
鐸
辺
を
う
つ
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
同
院
に
は
こ
の
他
、
金
銅
杏
葉
形
裁

文
附
属
の
小
形
鎮
鐸
も
あ
る

【
馬
鐸
】
古
墳
時
代
の
出
土
遺
物
中
に
あ
る
馬
鐸
は
馬
の
頸
に
て
鳴
ら
し
た
も
の
で
、
何
れ
も
周
鐘
式
に
扁
円
形
を
な
し
て
い
る
。

【
銅
鐸
】
こ
れ
が
楽
器
で
あ
る
と
す
る
説
と
祭
器
で
あ
る
と
す
る
説
と
あ
る
が
、
も
と
は
楽
器
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
遺
物
の
若
干
に
は
舌
を
備
え

る
も
の
が
あ
り
、
中
に
は
二
個
の
舌
を
も
つ
も
の
も
あ
る
。
全
体
的
に
周
鐘
の
形
体
的
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

2
、
舌
の
な
い
も
の

（
奏
）
振
（
質
）
金
属

【
梵
鐘
（
つ
り
が
ね
）】
日
本
中
国
の
仏
寺
に
用
う
る
鐘
は
、
中
国
の
周
鐘
様
式
に
西
域
鐘
の
要
素
で
あ
る
円
口
を
加
味
し
た
も
の
で
、
中
国
の
六
朝
時
代
に
創
め
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
新
聞
売
り
の
鈴
】
無
舌
の
小
鈴
を
数
個
紐
で
集
め
、
上
下
に
動
揺
し
て
互
い
に
打
ち
合
わ
せ
て
鳴
ら
す
。

【
半
鐘
】
梵
鐘
の
小
形
の
も
の
を
火
事
な
ど
の
警
戒
用
に
木
槌
で
う
つ
。

ｃ

そ
の
他
の
剛
性
体
鳴
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、
外
部
に
打
ち
も
の
を
有
す
る
体
鳴
楽
器

1
、
棒
形

（
奏
）
打
（
質
）
木

【
木
琴
】
清
楽
の
器
と
し
て
江
戸
末
期
に
始
め
て
紹
介
せ
ら
れ
た
こ
の
楽
器
は
、
南
方
の
竹
琴
（
竹
シ
ロ
フ
ォ
ー
ン
）・
木
琴
（
木
シ
ロ
フ
ォ
ー
ン
）
を
模
範
と
し
て
中
国
で

作
ら
れ
た
も
の
に
始
ま
る
。
堅
木
製
の
長
短
厚
薄
不
同
の
木
板
十
六
枚
を
舟
型
の
台
に
排
列
し
、
二
杖
を
以
っ
て
う
つ
。
明
治
以
後
、
西
洋
音
楽
用
の
木
琴
が
輸
入
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さ
れ
て
以
来
、
玩
具
に
近
い
種
々
の
木
琴
が
製
造
販
売
さ
れ
て
い
る
。

【
簓
（
さ
さ
ら
）】
木
、
又
は
竹
の
一
面
を
け
ず
っ
て
多
数
の
凹
凸
を
つ
く
り
、
割
り
竹
の
束
、
又
は
凹
凸
の
あ
る
棒
で
こ
す
り
鳴
ら
す
楽
器
。
材
料
と
形
体
と
に
よ
り

棒
振
動
や
管
振
動
を
生
ず
る
か
ら
、
一
概
に
棒
形
に
収
め
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

【
櫛
の
歯
す
り
】
櫛
の
歯
を
棒
又
は
歯
に
あ
て
て
こ
す
り
鳴
ら
す
こ
と
、
子
供
の
技
で
あ
る
。

2
、
管
形

（
奏
）
打
（
質
）
竹
・
牙

【
四
穴
】
四
穴
は
異
様
な
器
で
あ
る
。
外
見
は
笛
の
よ
う
に
管
に
四
つ
の
指
孔
を
う
が
っ
て
い
る
の
で
、
或
い
は
吹
奏
す
る
の
で
は
な
い
か
と
人
を
疑
わ
せ
る
が
、
実

は
閉
ざ
さ
れ
た
一
端
の
底
を
叩
き
四
つ
の
穴
の
指
遣
い
を
加
減
し
て
い
ろ
い
ろ
の
音
を
出
す
音
律
用
具
で
あ
る
。
こ
の
指
孔
を
加
減
し
て
吹
け
ば
順
次
色
々
の
音
を

出
す
こ
と
が
出
来
る
。
昔
は
盲
人
の
音
楽
家
の
音
律
用
具
と
し
て
愛
用
さ
れ
た
。

【
竹
鉄
砲
】
竹
管
を
銃
身
と
し
、
竹
の
ばㅟ

ねㅟ

仕
掛
け
で
弾
を
飛
ば
す
が
、
こ
の
際
ば
ね
が
銃
身
に
う
ち
つ
け
て
音
を
出
す
。

3
、
板
形

（
奏
）
打
・
擦
（
質
）
金
属
・
木

【
磬
】
仏
寺
用
の
磬
は
左
右
相
称
形
で
、
多
く
は
銅
を
以
っ
て
作
る
。
中
央
に
撞
座
が
あ
る
。
こ
れ
を
紐
で
架
に
吊
る
し
て
杖
で
打
鳴
す
る
。
奈
良
時
代
の
遺
品
で
鉄

製
の
も
の
が
正
倉
院
に
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
工
芸
品
と
し
て
頗
る
華
麗
な
意
匠
の
も
の
を
生
ん
だ
。

【
雲
板
（
打ち

ょ
う

板ば
ん

）】
磬
と
共
に
仏
寺
用
。
雲
形
の
銅
板
で
、
中
央
に
撞
座
が
あ
る
。

【
木
板
】
僧
俗
に
用
う
。
大
体
長
方
形
の
板
を
槌
を
以
っ
て
う
ち
鳴
ら
す
も
の
で
、
梆
の
一
種
。

【
方
響
（
方
磬
）】
も
と
梁
の
銅
磬
に
基
づ
く
と
云
わ
れ
る
唐
代
の
新
楽
器
で
、
上
円
下
方
の
音
律
の
異
な
る
鉄
板
（
大
小
厚
薄
の
差
が
あ
る
）
十
六
枚
を
上
下
二
段
に
一
架

に
懸
け
て
二
杖
で
う
ち
鳴
ら
す
。
こ
れ
は
中
国
雅
楽
器
の
編
磬
の
変
種
と
見
ら
れ
る
。
尤
も
質
は
石
と
鉄
と
の
差
は
あ
る
が
、
奈
良
時
代
か
ら
室
町
の
初
め
頃
ま
で

用
い
ら
れ
滅
ん
だ
。
正
倉
院
に
は
古
い
鉄
板
九
枚
を
残
し
て
い
る
。
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【
円
鍾
木
（
平
調
板
）】
京
都
市
大
通
寺
に
足
利
時
代
に
音
律
僧
詮
藝
が
作
っ
た
鐘
形
に
切
り
抜
い
た
木
板
と
桴
一
本
を
蔵
し
て
い
る
。
明
国
渡
来
の
鐘
の
音
を
木
板
に

写
し
た
も
の
と
云
う
。

【
羽
子
板
と
羽
根
】
羽
根
を
つ
く
の
は
同
時
に
羽
子
板
に
当
た
る
音
を
楽
し
む
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
も
立
派
な
楽
器
と
見
做
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
羽
根
は
撥
の

役
目
を
な
す
が
、
人
が
直
接
執
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
間
接
打
奏
で
あ
る
。

【
ま
な
板
と
庖
丁
】
ま
な
板
は
料
理
の
台
で
あ
り
楽
器
で
は
な
い
が
、
儀
式
的
に
庖
丁
を
使
う
時
は
こ
と
さ
ら
に
音
を
立
て
て
そ
の
音
も
あ
る
約
束
を
守
る
。
こ
の
場

合
は
楽
器
で
あ
る
。
庖
丁
は
撥
で
あ
る
。

【
鳴
る
板─

─

見
参
の
板
】
昔
、
清
涼
殿
の
東
廂
の
南
端
の
床
板
は
釘
を
用
い
な
い
で
、
踏
め
ば
鳴
っ
た
と
云
う
。
舞
踊
の
踏
み
板
の
よ
う
な
も
の
と
す
れ
ば
、
こ
の

類
に
入
れ
て
好
い
。

【
五
体
投
地
】
東
大
寺
二
月
堂
修
二
会
の
時
、
行
者
僧
の
用
う
る
楽
器
。
張
り
物
板
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
を
、
一
端
を
床
に
固
定
し
一
端
を
床
よ
り
一
尺
ば
か
り
浮

か
し
た
も
の
の
上
に
、
僧
が
膝
に
全
身
の
重
み
を
か
け
て
急
激
に
坐
す
時
、
件
の
板
は
下
が
っ
て
床
を
う
ち
音
を
発
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
床
は
楽
器
と
な
り
、

板
は
弾
力
性
撥
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

【
鶯
張
り
床
】
京
都
知
恩
院
等
に
あ
る
鶯
張
り
の
床
は
浮
い
た
床
が
相
き
し
み
合
っ
て
音
を
出
す
の
で
あ
る
。

4
、
器
形

（
奏
）
打
・
掻
（
質
）
瓢
・
木
・
金
属

【
瓢
う
ち
】
瓢
を
片
手
に
持
ち
、
片
手
に
一
杖
を
以
っ
て
う
つ
こ
と
は
古
く
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
神
楽
歌
に
も
現
れ
て
い
る
。

【
魚
板
（
梆
）】
中
空
の
魚
形
の
木
塊
を
吊
っ
て
桴
で
う
つ
も
の
。
禅
寺
で
見
ら
れ
る
。

【
木
魚
】
僧
俗
の
間
に
あ
ま
ね
く
用
い
ら
れ
る
木
魚
は
中
空
の
木
塊
で
、
魚
形
は
辛
う
じ
て
そ
れ
と
知
ら
れ
る
ば
か
り
退
化
し
て
い
る
。
柔
ら
か
い
音
を
出
す
為
に
撥

の
頭
は
布
又
は
皮
で
包
ん
で
あ
る
。

【
桶
太
鼓
（
樽
太
鼓
）】
尋
常
の
空
桶
（
樽
）
を
そ
の
ま
ま
借
り
て
う
ち
物
と
し
撥
で
叩
い
て
鳴
ら
す
。

【
一
升
枡
と
火
吹
き
竹
】
一
升
枡
の
裏
板
を
火
吹
き
竹
で
叩
く
土
俗
が
あ
る
。「
一
升
裏
見
枡
」（
一
生
恨
み
ま
す
）
の
意
で
、
人
を
尋
ね
歩
く
時
な
ど
に
用
う
と
云
う
。
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打
つ
方
の
火
吹
き
竹
の
音
は
枡
の
音
に
消
え
る
が
、
厳
密
に
云
う
な
ら
ば
管
形
体
楽
器
を
同
時
に
発
音
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

【
鼓
胴
う
ち
】【
琵
琶
の
胴
う
ち
】
皮
鳴
・
絃
鳴
楽
器
の
一
時
的
体
鳴
化
で
あ
る
。
前
者
は
常
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
後
者
は
琵
琶
秘
曲
の
「
啄
木
」
に
見
ら
れ

る
。

【
鉦
鼓
】
雅
楽
の
う
ち
も
の
の
一
つ
。
銅
製
盤
形
で
、
こ
れ
を
架
に
懸
け
二
杖
で
う
ち
鳴
ら
す
。
大
形
の
行
道
用
の
も
の
に
【
荷
鉦
鼓
】
が
あ
る
。

【
伏
せ
鉦
】
鉦
鼓
の
一
変
種
で
、
縁
に
三
足
あ
り
、
こ
れ
を
地
に
安
じ
て
Ｔ
字
形
の
撥
で
う
つ
。
こ
の
類
で
手
に
支
え
て
う
つ
も
の
、
そ
の
他
大
小
種
々
あ
る
。
名
称

も
い
ろ
い
ろ
。

【
鰐わ

に
口ぐ

ち
（
金こ

ん
鼓く

）】
仏
寺
用
の
器
。
平
太
鼓
の
形
に
近
く
、
銅
製
。
下
縁
が
半
ば
大
き
く
さ
け
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
名
を
得
た
。
普
通
こ
れ
を
高
く
懸
け
別
に
か
け

た
縄
で
う
ち
鳴
ら
す
。

【
鏧
（
銅
鉢
）】
仏
寺
用
の
椀
形
の
銅
器
で
、
皮
張
り
の
撥
で
叩
く
。
民
間
で
は
そ
の
ご
く
小
形
の
も
の
を
用
い
て
い
る
。

【
銅
鑼
】
片
面
の
円
形
銅
器
。
中
央
部
は
高
く
ふ
く
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
撞
座
と
す
る
。
こ
の
類
は
南
ア
ジ
ア
地
方
に
生
成
し
、
中
国
を
経
て
近
世
渡
来
し
た
も
の
で

あ
る
。

【
金
鑼
】
清
楽
用
の
器
。
銅
鑼
に
近
い
が
、
中
央
部
の
撞
座
は
突
出
し
て
い
な
い
。

【
雲
鑼
】
明
楽
・
清
楽
に
用
う
。
音
律
の
異
な
る
小
な
る
鉦
鼓
を
十
個
、
架
に
掛
け
た
も
の
で
、
堅
木
の
撥
で
う
ち
鳴
ら
す
。

【
駅
路
】
芝
居
の
囃
子
道
具
の
一
。
大
小
の
真
鍮
椀
状
の
も
の
を
板
に
附
し
て
木
桴
で
交
互
に
う
ち
鳴
ら
し
、
駅
路
の
感
じ
を
出
す
。

【
ブ
リ
キ
の
太
鼓
】
玩
具
。
太
鼓
と
は
称
し
て
も
空
き
缶
を
う
つ
と
同
然
で
あ
る
。

【
ブ
リ
キ
製
、
水
仕
掛
け
福
助
の
太
鼓
う
ち
】
夏
の
玩
具
。
水
力
に
よ
り
動
く
水
車
の
歯
車
と
連
結
し
て
い
る
二
撥
に
よ
っ
て
福
助
が
太
鼓
を
う
つ
の
で
あ
る
。
明
治

時
代
の
創
成
。

【
和
時
計
の
鐘
】
い
ろ
い
ろ
の
形
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
椀
を
伏
せ
た
形
で
、
機
械
的
に
打
鳴
す
る
と
き
は
妙
音
を
出
す
。

【
赤
貝
の
蛙
】
擬
音
用
具
。
赤
貝
の
殻
二
枚
の
凹
凸
の
あ
る
面
を
互
い
に
こ
す
り
合
わ
せ
て
蛙
の
鳴
き
声
を
出
す
の
で
あ
る
。
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5
、
塊
形
そ
の
他

（
奏
）
打
・
擦
・
掻
（
質
）
木

【
新
形
木
魚
】
屋
根
形
の
木
塊
の
一
部
を
狭
く
く
り
抜
い
た
だ
け
の
も
の
を
弾
力
あ
る
撥
で
う
つ
。

【
は
じ
き
猿
】
竹
の
ば
ね
を
利
用
し
て
小
さ
な
木
の
猿
を
は
じ
き
上
げ
る
玩
具
。
は
じ
く
時
、
一
種
の
音
を
出
す
。

【
張
り
扇
と
台
】
台
は
堅
木
の
や
や
大
き
な
塊
で
あ
る
。
扇
の
方
が
撥
の
役
を
な
す
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
扇
を
他
の
も
の
に
う
ち
つ
け
る
時
は
そ
れ
自
身
他
を
う
つ

体
鳴
楽
器
と
な
る
。

【
数
珠
】
数
珠
を
も
み
こ
す
り
鳴
ら
す
の
は
音
響
効
果
を
考
え
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
場
合
一
つ
の
楽
器
で
あ
る
。

【
う
ぐ
い
す
】
小
木
塊
を
く
り
、
そ
れ
に
金
属
製
の
回
転
子
を
収
め
、
う
ぐ
い
す
形
の
把
手
を
と
っ
て
こ
す
る
と
き
、
鳥
の
鳴
き
声
に
似
た
も
の
を
得
る
。

【
き
し
り
こ
け
し
】
こ
け
し
人
形
の
う
ち
に
首
と
胴
の
間
の
動
く
も
の
の
う
ち
に
、
回
せ
ば
き
し
り
音
を
出
す
も
の
が
あ
る
。
赤
子
の
泣
き
声
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

【
が
ら
が
ら
】
竹
管
の
一
部
を
竪
に
さ
い
て
そ
の
弾
力
を
利
用
し
て
歯
車
と
き
し
り
合
う
装
置
を
し
た
も
の
も
、
そ
の
音
に
よ
り
「
が
ら
が
ら
」
と
呼
ん
で
い
る
。


、
そ
れ
自
身
、
他
を
う
つ
体
鳴
楽
器─

─
一
種
の
撥

1
、
棒
形

（
奏
）
打
（
質
）
藁

【
藁
鉄
砲
】
群
馬
県
地
方
に
行
わ
れ
る
も
の
。
藁
を
束
に
し
縄
を
巻
い
て
円
錐
形
の
棒
状
に
し
た
も
の
を
以
っ
て
、
十
日
夜
に
大
地
を
う
っ
て
もㅟ

ぐㅟ

らㅟ

もㅟ

ちㅟ

を
逐
う
呪

い
を
す
る
。

【
ば
な
な
売
り
の
叩
き
棒
】
近
来
は
殆
ど
見
な
い
が
、
路
傍
の
ば
な
な
売
り
が
店
板
を
う
っ
て
商
売
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
床
を
う
つ
拍
子
木
】
拍
子
木
の
本
来
の
用
は
互
い
に
相
う
つ
の
で
あ
る
が
、
芝
居
な
ど
で
は
舞
台
の
は
ず
れ
に
い
て
床
を
う
つ
こ
と
が
普
通
に
聞
か
れ
る
。
こ
の
場

合
、
床
そ
の
も
の
が
楽
器
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、
拍
子
木
だ
け
を
主
と
し
て
考
え
る
と
、
こ
の
分
類
に
入
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
さ
し
か
け
（
沓
）】
東
大
寺
二
月
堂
の
修
二
会
に
行
者
僧
の
は
く
木
製
の
沓
は
、
堂
の
床
を
こ
と
さ
ら
に
ふ
み
鳴
ら
し
て
特
殊
の
音
響
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
裏

側
は
僅
か
に
く
っ
て
あ
る
。
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【
た
た
き
扇
】
扇
子
を
以
っ
て
手
の
掌
を
た
た
き
な
が
ら
小
唄
を
う
た
う
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
所
謂
「
た
た
き
」
で
扇
子
は
掌
と
共
に
楽
器
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

2
、
器
形

（
奏
）
打
（
質
）
金
属
・
木

【
お
馬
ぽ
こ
ぽ
こ
】
馬
の
ひ
づ
め
ほ
ど
の
大
き
さ
の
木
を
く
り
抜
き
、
そ
れ
に
紐
を
つ
け
、
そ
の
一
対
の
先
に
木
の
馬
首
と
把
手
を
つ
け
た
玩
具
。
子
供
が
こ
れ
を
は

き
馬
首
を
持
し
て
歩
く
と
き
は
、
こ
ぽ
こ
ぽ
と
馬
の
足
音
然
た
る
音
を
発
す
る
。

【
空
き
缶
の
下
駄
】
小
さ
な
空
き
缶
を
、
裏
側
を
切
り
抜
き
表
に
鼻
緒
を
つ
け
て
歩
く
と
、
ぽ
こ
ぽ
こ
と
音
を
立
て
る
。
近
時
の
製
作
で
あ
る
。

3
、
塊
形

（
奏
）
打
（
質
）
木

【
こ
っ
ぽ
り
】
児
女
の
は
く
こ
っ
ぽ
り
は
木
塊
の
裏
側
を
少
し
く
り
抜
い
た
も
の
で
、
歩
行
す
る
と
き
ぽ
こ
ぽ
こ
と
云
う
。
勿
論
大
地
を
踏
む
の
で
あ
る
か
ら
大
地
が

楽
器
と
な
り
、
こ
っ
ぽ
り
は
撥
に
当
た
る
が
、
当
の
こ
っ
ぽ
り
自
身
の
機
巧
が
こ
の
音
の
質
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
。

Ⓒ
弾
力
性
体
鳴
楽
器

刳
り
枠

1
、
口
琴

曲
げ
枠

（
奏
）
弾
（
質
）
竹
・
金
属

【
む
っ
く
り
】
あ
い
ぬ
の
楽
器
で
、
竹
を
以
っ
て
つ
く
る
。
刳
り
枠
内
の
舌
の
根
本
に
紐
を
附
し
て
あ
る
。
口
琴
は
こ
れ
を
口
中
に
入
れ
舌
を
動
か
し
、
口
腔
内
で
共

鳴
さ
せ
て
微
音
を
出
す
も
の
で
あ
る
。

【
口
琵
琶
（
び
や
ぼ
ん
・
蝦
夷
琴
）】
こ
れ
も
あ
い
ぬ
の
楽
器
で
あ
る
が
、
内
地
に
も
一
時
普
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
金
属
製
の
曲
げ
枠
内
に
先
の
ま
が
っ
た
舌
を
附
し
た

も
の
で
あ
る
。
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2
、
板
形

（
奏
）
弾

【
蟬
】
小
さ
な
ブ
リ
キ
製
の
蟬
形
に
装
置
し
た
鋼
鉄
の
薄
板
を
指
頭
で
ま
げ
る
と
騒
音
を
立
て
ま
た
は
ね
戻
る
。
あ
た
か
も
蟬
の
鳴
き
声
の
よ
う
に
騒
が
し
い
も
の
で

あ
る
。

3
、
吹
奏
体
鳴
楽
器

（
奏
）
吸
・
吹

【
ぽ
っ
ぺ
ん
（
ぽ
ん
ぴ
ん
・
響
葫
蘆
）】
ガ
ラ
ス
製
で
細
管
の
端
に
底
の
極
め
て
薄
い
球
を
つ
け
た
も
の
。
こ
れ
を
吹
き
ま
た
吸
う
と
き
は
薄
い
底
が
内
外
に
動
い
て
、

ぽ
っ
ぺ
ん
ぽ
っ
ぺ
ん
と
音
を
立
て
る
。
中
国
で
「
響
葫
蘆
（
鼓
璫
）」
と
呼
ぶ
も
の
で
、
江
戸
末
期
に
伝
来
、
明
治
時
代
に
も
一
時
大
い
に
流
行
し
た
こ
と
が
あ
る

が
、
今
日
は
最
早
殆
ど
そ
の
あ
と
を
絶
っ
て
仕
舞
っ
た
。

【
吸
玉
（
ほ
っ
ぺ
つ
・
べ
ん
と
う
ざ
）】
前
者
と
同
機
巧
と
思
わ
れ
る
ガ
ラ
ス
製
の
楽
器
が
長
崎
の
古
書
に
載
っ
て
い
る
。
但
し
細
い
管
を
欠
い
て
い
る
が
、
底
の
鳴
る
こ

と
は
十
分
想
像
さ
れ
る
。

Ⅱ

皮
鳴
楽
器

⑮Ⓑ
張
っ
た
皮
鳴
楽
器

ａ

単
皮
鼓

1
、
枠
形

（
奏
）
打

【
団
扇
太
鼓
】
法
華
う
ち
わ
太
鼓
と
し
て
知
ら
れ
る
太
鼓
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
太
鼓
と
何
か
つ
な
が
り
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
が
国
に
於
て
は
古
代
は
素
性

の
知
れ
な
い
太
鼓
で
あ
る
。
持
ち
易
い
よ
う
に
木
柄
が
あ
っ
て
一
杖
で
打
鳴
す
る
。
皮
は
縫
い
つ
け
。

【
で
ん
で
ん
太
鼓
】
同
名
の
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
所
謂
「
で
ん
で
ん
太
鼓
」
は
古
図
に
徴
す
れ
ば
、
有
柄
の
単
皮
鼓
で
あ
る
。
皮
は
縁
に
縫
い
つ
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け
る
。

【
片
鼓
】「
片
張
り
太
鼓
」
と
も
俗
称
す
る
。
清
楽
用
で
、
厚
い
椽
に
比
較
的
狭
い
内
径
の
枠
に
、
二
段
に
鋲
で
張
り
つ
け
る
。
こ
れ
を
架
に
、
皮
面
を
水
平
に
上
向
き

に
載
せ
て
二
杖
で
う
つ
。

【
小
鼓
】
明
楽
用
の
小
鼓
は
前
記
の
片
鼓
に
近
く
、
皮
面
を
垂
直
に
架
に
懸
け
二
杖
で
う
つ
。

2
、
管
形

（
奏
）
摩

【
摩
奏
太
鼓
（
仮
称
）】
短
管
の
皮
張
り
の
中
央
に
糸
を
結
び
と
ど
め
、
他
の
端
を
一
本
の
柄
に
松
脂
を
つ
け
て
ま
き
つ
け
る
。
こ
の
柄
を
も
っ
て
管
を
回
転
さ
せ
る
と

糸
と
共
に
皮
も
振
動
し
て
鳴
る
。
玩
具
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
柄
の
な
い
も
の
は
糸
を
し
ご
い
て
も
鳴
る
。

3
、
桶
形

（
奏
）
打

【
埴
輪
の
太
鼓
】
古
墳
時
代
の
太
鼓
の
好
例
が
埴
輪
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
皮
面
を

に
紐
で
し
め
、
懸
け
緒
を
以
っ
て
肩
に
か
け
一
杖
で
う
つ
様
を
表
現
し
て
い

る
。
南
方
系
の
鼓
ら
し
い
。

4
、
ミ
ル
リ
ト
ン

（
奏
）
吹
（
質
）
竹
の
内
皮
・
紙

【
明
笛
の
竹
紙
】
明
笛
・
清
笛
に
用
う
る
竹
紙
は
吹
奏
に
際
し
笛
の
音
を
鼻
音
化
す
る
効
果
が
あ
る
。
こ
の
鼻
音
化
は
竹
紙
の
皮
膜
振
動
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で
、

独
立
の
楽
器
で
は
な
い
が
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

【
竹
笛
（
仮
称
）】
小
竹
管
の
両
端
に
薄
紙
を
貼
附
、
管
の
一
側
に
穴
を
あ
け
、
こ
こ
か
ら
歌
声
を
吹
き
こ
む
と
、
薄
紙
は
振
動
し
て
歌
声
を
鼻
音
化
さ
せ
る
玩
具
で
あ

る
。
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ｂ

双
皮
鼓

枠
形

1
、
ラ
ッ
セ
ル
太
鼓

桶
形

（
奏
）
振

【
豆
太
鼓
】
浅
い
胴
の
両
面
に
皮
、
乃
至
多
く
は
紙
を
張
る
。
胴
の
両
側
に
小
弾
子
つ
き
の
紐
を
垂
れ
、
柄
を
振
る
と
弾
子
は
両
面
を
打
鳴
す
る
。
こ
の
装
置
の
楽
器

は
玩
具
に
多
く
見
ら
れ
る
。

【
鼗
（
ふ
り
つ
づ
み
）】
雅
楽
用
の
鼗
は
桶
形
の
鼓
二
個
を
一
柄
に
串
ざ
し
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
一
対
の
紐
つ
き
弾
子
を
垂
れ
て
い
る
。
鼓
面
に
近
く
胴
に
放
光
状
の
装

飾
が
あ
る
。
雅
楽
で
は
鶏
婁
鼓
の
奏
者
が
持
つ
と
こ
ろ
の
鼓
で
あ
る
。

2
、
枠
形

（
奏
）
打

【
平
太
鼓
】
鼓
面
の
割
に
短
い
胴
を
も
つ
鼓
は
俗
間
に
広
く
分
布
し
て
い
る
。

【
柄
太
鼓
】
平
太
鼓
に
柄
を
附
け
た
も
の
で
、
多
く
は
小
形
で
あ
る
。
一
杖
で
う
つ
こ
と
団
扇
太
鼓
の
ご
と
く
で
あ
る
。

【
楽
太
鼓
】
平
太
鼓
を
台
つ
き
の
枠
に
吊
っ
た
も
の
で
、
二
杖
で
う
つ
。

【
太
鼓
】
明
楽
用
の
太
鼓
は
平
太
鼓
を
方
形
の
架
に
懸
け
て
二
杖
で
う
つ
。

【
陣
太
鼓
】
平
太
鼓
の
一
種
で
、
手
で
下
げ
て
一
杖
で
う
つ
も
の
と
架
に
さ
げ
て
う
つ
も
の
と
あ
る
。

短
胴

3
、
管
形

長
胴

（
奏
）
打
・
指
摩
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【
鼉だ

太
鼓
】
雅
楽
用
の
大
形
の
も
の
は
短
胴
に
二
皮
面
を
締
め
紐
で
張
る
。
鼓
胴
は
火
焔
形
の
架
に
か
け
、
台
に
載
せ
て
安
置
す
。
左
楽
と
右
楽
に
よ
り
装
飾
を
異
に

し
て
い
る
。
二
杖
う
ち
。

【
荷
太
鼓
】
鼉
太
鼓
の
小
形
を
荷
っ
て
行
楽
に
便
な
る
よ
う
に
し
た
だ
け
の
も
の
。

【
揩
鼓
（
答
臘
鼓
）】
今
、
能
楽
で
「
太
鼓
」
と
呼
ぶ
も
の
の
前
身
で
あ
る
。
但
し
奏
法
が
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
鼓
を
皮
面
を
水
平
に
し
て
一
面
を
左
掌

で
支
え
、
一
面
を
右
手
の
指
で
すㅟ

りㅟ

、
ま
た
はㅟ

じㅟ

くㅟ

の
で
あ
る
。

【
太
鼓
】
能
楽
や
長
唄
囃
子
等
に
用
う
る
太
鼓
は
短
胴
の
締
め
太
鼓
で
、
鼓
面
を
や
や
斜
め
に
安
置
す
る
た
め
の
台
を
用
い
二
杖
で
う
つ
の
が
式
で
あ
る
。
猿
回
し
等

の
用
う
る
も
の
は
台
不
用
。

【
羯
鼓
】
そ
の
長
胴
は
多
少
中
膨
れ
で
、
両
皮
を
調
べ
緒
で
締
め
た
上
、
更
に
別
の
紐
で
前
者
を
締
め
る
。
台
に
載
せ
て
二
杖
で
う
つ
。
雅
楽
で
は
長
老
の
う
つ
鼓
と

し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

【
大
拍
子
】
神
楽
や
囃
子
の
楽
器
。
羯
鼓
よ
り
大
形
の
長
胴
の
締
め
太
鼓
で
、
二
杖
で
う
つ
。

【
桶
胴
】
胴
は
桶
そ
の
ま
ま
の
よ
う
に
竹
の
た
が
入
り
で
あ
る
の
で
こ
の
名
称
を
持
っ
て
い
る
。
長
胴
の
締
め
太
鼓
の
一
種
で
、
囃
子
の
楽
器
。

4
、
桶
形

（
奏
）
打

【
太
鼓
】
普
通
俗
間
で
単
に
「
太
鼓
」
と
呼
ば
れ
て
通
用
す
る
も
の
で
、
両
皮
を
鋲
ど
め
に
し
二
杖
で
う
つ
。
大
小
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

5
、
細
腰
形

（
奏
）
打

【
腰
鼓─
─

呉く
れ

鼓つ
づ
み

】
古
、
伎
楽
に
用
い
た
鼓
で
、
一
名
「
ほ
そ
つ
づ
み
」。
胴
は
細
長
く
黒
塗
り
で
、
中
央
部
が
最
も
細
い
。
正
倉
院
に
は
皮
の
残
闕
二
組
を
残
し
て

い
る
が
、
一
つ
は
十
二
箇
所
、
他
は
十
六
箇
所
の
締
め
紐
の
孔
を
も
っ
て
い
る
。
紐
の
締
め
方
は
一
・
二
・
三
鼓
な
ど
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
専
ら
左

右
の
掌
で
う
つ
。
今
は
滅
び
て
用
い
な
い
。

五
九
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【
一
鼓
】【
二
鼓
】【
三
鼓
】【
四
鼓
】
一
鼓
が
最
も
小
さ
く
四
鼓
が
最
も
大
。
何
れ
も
同
形
の
鼓
で
、
両
皮
を
各
八
箇
所
で
締
め
る
。
古
は
何
れ
も
右
手
に
杖
を
も
ち
、

左
手
は
掌
で
う
っ
た
ら
し
い
が
、
今
日
で
は
二
鼓
・
四
鼓
は
滅
び
、
一
鼓
・
三
鼓
だ
け
残
っ
て
い
る
。
三
鼓
は
専
ら
右
撥
だ
け
で
う
つ
よ
う
に
一
変
し
て
い
る
。

【
小
鼓
（
こ
つ
づ
み
）】
能
楽
・
長
唄
囃
子
等
に
用
う
。
二
皮
は
六
箇
所
で
締
め
る
。
こ
れ
を
左
手
で
右
肩
に
載
せ
右
の
掌
で
う
つ
。

【
大
鼓
（
お
お
か
わ
）】
同
前
。
や
や
大
。
こ
れ
を
左
手
で
左
脇
に
按
じ
右
手
で
う
つ
。

6
、
容
器
形

（
奏
）
打

【
鶏
婁
鼓
】
殆
ど
正
円
形
の
胴
の
上
下
に
小
さ
い
皮
を
張
っ
た
鼓
で
、
元
来
は
左
腋
に
挟
み
、
左
手
に
鼗
を
も
ち
、
右
手
に
撥
を
以
っ
て
鳴
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、
後

世
頸
か
ら
腰
の
辺
り
に
さ
げ
る
よ
う
に
一
変
し
、
皮
面
も
や
や
大
き
く
な
っ
た
。

Ⅲ

絃
鳴
楽
器

Ⓐ
単
純
絃
鳴
楽
器

チ
タ
ー1

、
音
楽
弓

（
奏
）
風
力
・
弾

【
凧
の
う
な
り
】
凧
の
う
な
り
は
鯨
の
鬚
製
の
薄
い
帯
を
竹
の
弓
に
張
っ
た
も
の
で
、
風
力
に
よ
っ
て
振
鳴
さ
せ
る
。

【
あ
づ
さ
巫
子
の
弓
】
空
箱
を
上
向
け
て
小
弓
を
載
せ
絃
を
一
杖
で
う
つ
。
巫
子
の
神
懸
り
の
時
用
う
る
楽
器
で
あ
る
。

【
鳴
絃
】
昔
は
弓
の
絃
を
、
矢
を
つ
が
え
ず
引
き
離
し
て
音
を
立
て
は
ら
い
を
す
る
行
事
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
鳴
絃
」
と
云
う
。
実
用
の
弓
が
こ
の
場
合
楽
器
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
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⑯3
、
管
形
チ
タ
ー
（
半
管
形
）

（
奏
）
弾
・
弓
擦

【
竹
琴
（
乙
）】
太
い
丸
竹
を
竪
に
半
分
に
割
い
た
も
の
を
胴
と
し
、
断
面
に
板
を
張
り
二
柱
間
に
三
絃
を
装
置
す
。

【
八
雲
琴
】
胴
は
半
截
の
丸
竹
を
象
り
三
節
を
つ
け
て
い
る
。
桐
製
。
二
柱
間
に
二
絃
を
張
り
、
左
手
に
小
管
を
も
っ
て
絃
を
按
じ
、
右
手
に
同
じ
く
斜
め
に
切
っ
た

小
管
を
は
め
て
弾
絃
す
る
。

【
二
絃
琴
】
八
雲
琴
よ
り
分
か
れ
て
生
じ
た
も
の
。
但
し
裏
板
を
も
た
な
い
。
二
絃
。

【
竹
琴
（
甲
）】
八
雲
琴
の
原
型
と
称
せ
ら
れ
る
葛
原
勾
当
作
の
竹
琴
は
、
半
截
丸
竹
の
凸
面
に
絃
を
張
っ
た
も
の
ら
し
い
。

【
初
瀬
琴
（
大
和
琴
）】
八
雲
琴
に
似
て
三
絃
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

徽
附
き

4
、
箱
形
チ
タ
ー

柱
附
き

桟
附
き

指

（
奏
）
弾

撥

［
徽
］─

─

【
琴
・
七
絃
琴
】
中
国
伝
来
の
も
の
。
奈
良
時
代
よ
り
平
安
中
期
頃
ま
で
行
わ
れ
て
廃
れ
、
江
戸
中
期
に
再
び
行
わ
れ
、
明
治
初
期
ま
で
行
わ
れ
て
ま
た
廃
れ
た
楽
器
。

漆
塗
り
で
七
絃
を
張
り
、
十
三
箇
所
の
徽
を
目
じ
る
し
に
し
て
左
手
で
絃
を
按
じ
右
手
で
弾
ず
。

【
準
】
唐
時
代
に
音
律
測
定
研
究
用
に
供
し
た
七
絃
琴
様
の
楽
器
が
最
近
正
倉
院
で
発
見
さ
れ
た
。
七
絃
を
軫
と
尾
の
裏
に
装
置
し
た
琵
琶
様
の
軫
と
に
よ
っ
て
調
律

す
る
。
表
に
桟
柱
ら
し
い
も
の
の
痕
跡
が
あ
る
が
、
単
に
描
線
だ
け
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
絃
音
を
正
確
に
分
割
し
音
律
の
正
し
い
知
識
を
得

る
。

【
二
十
五
絃
（
灑
琴
）】
江
戸
末
期
に
始
め
て
渡
来
し
た
。
第
一
絃
は
一
条
、
他
は
二
条
ず
つ
同
律
に
調
べ
る
か
ら
、
二
十
五
絃
で
十
三
絃
の
箏
の
絃
同
様
の
効
用
を
す

六
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る
。
柱
は
な
く
専
ら
胴
の
一
側
に
出
た
軫
に
よ
っ
て
調
律
す
。
義
爪
を
用
い
て
弾
ず
る
。

［
柱
］─

─

【
箏
（
そ
う
の
こ
と
）】
今
日
で
は
民
間
に
単
に
「
こ
と
」
と
し
て
通
用
し
て
い
る
。
十
三
絃
で
可
動
柱
に
よ
り
調
律
す
る
。
ま
た
左
手
を
用
い
て
絃
音
を
高
低
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
義
爪
を
用
い
て
弾
ず
る
。
近
時
十
七
絃
の
低
音
用
大
形
箏
が
考
案
さ
れ
実
用
さ
れ
て
い
る
。

【
新
羅
琴
】
往
古
用
い
ら
れ
、
平
安
初
期
ま
で
存
し
た
。
正
倉
院
に
遺
物
数
面
あ
る
。
何
れ
も
十
二
絃
で
可
動
柱
あ
り
。
形
体
的
特
徴
と
し
て
尾
端
に
羊
耳
状
の
附
加

物
の
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
同
形
の
も
の
は
今
日
朝
鮮
の
伽
耶
琴
に
見
ら
れ
る
。
指
弾
す
る
。

【
和
琴
（
や
ま
と
ご
と
）】
雅
楽
・
神
事
用
。
六
絃
の
箏
で
可
動
柱
つ
き
。

【
瑟
】
古
は
存
し
た
が
、
今
は
な
い
。
二
十
五
絃
以
上
の
多
数
の
絃
を
備
え
る
。
元
来
は
板
形
チ
タ
ー
よ
り
発
展
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
完
成
形
は
箱
形
で
あ

る
。
尾
端
は
磬
折
し
て
い
る
。
箏
同
様
、
可
動
柱
を
備
え
各
絃
を
調
律
す
る
。
指
弾
。

【
明
楽
の
瑟
】
瑟
の
小
形
で
、
絃
数
も
少
な
く
十
四
絃
の
も
の
を
明
楽
で
用
い
る
。
体
は
黒
漆
塗
り
で
、
尾
端
の
磬
折
し
た
形
は
瑟
の
如
く
で
あ
る
。

【
洋
琴
・
瑤
琴
】
清
楽
に
用
う
る
洋
琴
の
中
に
、
わ
が
箏
を
小
形
に
し
た
ほ
ど
の
黒
漆
塗
り
の
箏
が
あ
る
。
絃
は
十
三
絃
で
、
針
金
を
用
い
槽
の
両
端
の
絃
留
め
と
軫

の
間
に
張
る
。「
洋
琴
」
の
名
を
も
つ
も
の
で
も
う
一
形
は
遥
か
に
小
形
で
、
中
国
の
洋
琴
（
板
形
チ
タ
ー
の
発
展
し
た
も
の
）
に
似
て
い
る
が
可
動
柱
を
用
う
る
こ
と

前
者
に
同
じ
。
絃
は
複
絃
制
。

【

（
須す

利り

古こ

度と

）】
享
保
年
間
新
案
に
な
る
弓
擦
箏
で
、
複
八
絃
を
備
え
、
そ
の
形
中
古
の
靭
に
象
っ
て
あ
る
。
軫
は
簇
形
。

［
桟
柱
］─

─

【
臥
箜
篌─

─

箜
篌
】
古
、
高
麗
楽
に
用
い
た
も
の
で
、
平
安
初
期
に
は
尚
お
存
し
た
。
絃
は
四
絃
乃
至
七
絃
と
考
え
ら
れ
、
十
数
個
の
桟
柱
に
よ
っ
て
絃
音
を
分
割

す
る
。
朝
鮮
に
今
伝
え
る
六
絃
の
玄
琴
は
こ
の
楽
器
の
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
大
正
琴
】
大
正
時
代
の
新
案
楽
器
。
絃
の
下
に
あ
る
桟
柱
を
絃
の
上
か
ら
鍵
に
よ
っ
て
按
じ
て
諸
音
を
得
る
装
置
で
あ
る
。
弾
ず
る
に
撥
を
用
い
、
時
と
し
て
弓
を

用
う
る
。
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5
、
板
形
チ
タ
ー

（
奏
）
弾

［
徽
］─

─

【
一
絃
琴
（
板
琴
）】
江
戸
末
期
に
現
れ
た
板
一
枚
を
体
と
す
る
一
絃
の
楽
器
。
外
形
は
七
絃
琴
を
象
っ
て
い
る
が
伝
来
系
統
な
ど
一
切
不
明
で
あ
る
。
二
個
の
駒
を

以
っ
て
絃
を
支
え
軫
は
竪
に
体
を
貫
い
て
い
る
。
分
音
は
徽
を
目
安
に
し
て
行
う
。
左
手
に
管
を
執
っ
て
絃
を
按
じ
、
右
手
に
ま
た
斜
め
に
切
っ
た
管
を
は
め
て
弾

ず
る
。

Ⓑ
複
合
絃
鳴
楽
器

ａ

ハ
ー
プ

1
、
弓
形
ハ
ー
プ

【
鳳
首
箜
篌
】
実
際
の
楽
器
の
伝
の
痕
跡
は
な
い
が
、
仏
画
を
通
じ
て
古
来
な
じ
ま
れ
た
イ
ン
ド
系
ハ
ー
プ
で
あ
る
。
今
日
で
は
ビ
ル
マ
に
残
る
の
み
。
平
安
初
期
の

密
教
の
曼
荼
羅
で
は
比
較
的
正
し
く
描
か
れ
て
お
り
、
時
代
が
下
る
に
従
い
空
想
化
し
て
仕
舞
っ
た
。

2
、
角
型
ハ
ー
プ

【
箜
篌─

─

百
済

く
だ
ら

琴こ
と

】
正
倉
院
の
南
倉
に
奈
良
時
代
の
残
闕
二
個
分
を
残
し
て
い
る
。
何
れ
も
二
十
三
絃
で
比
較
的
大
形
。
共
鳴
胴
の
響
孔
は
そ
の
屈
曲
し
た
内
側
に

左
右
数
対
半
月
形
に
あ
け
て
あ
る
の
が
残
闕
に
よ
り
偲
ば
れ
る
が
、
唐
の
俑
な
ど
は
側
面
に
あ
け
た
の
が
普
通
で
あ
る
。
ア
ッ
シ
リ
ア
系
の
楽
器
で
、
六
朝
時
代
中

国
に
入
り
朝
鮮
半
島
を
経
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
百
済
の
楽
器
と
し
て
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
百
済
琴
」
の
名
を
帯
び
て
い
る
。
勿
論
奈
良
時
代
の
唐
楽
に

も
用
い
た
。

【
懸
箜
篌
】
風
鐸
の
代
わ
り
に
塔
廟
の
軒
に
懸
け
、
風
に
よ
っ
て
鳴
絃
し
た
も
の
。
古
、
法
隆
寺
の
塔
に
こ
れ
を
懸
け
た
と
云
う
。
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ｂ

リ
ュ
ー
ト

1
、
槍
形
リ
ュ
ー
ト

（
奏
）
弾
・
弓
擦

［
弾
］─

─

【
三
味
線
（
三
絃
）】
槽
（
胴
）
の
表
裏
に
皮
を
張
り
、
長
い
棹
が
胴
を
貫
通
し
て
い
る
。
こ
の
原
型
は
ペ
ル
シ
ャ
の
セ
タ
ー
ル
（
三
絃
の
意
）
を
模
範
と
し
、
中
国
の
楽

器
を
参
酌
し
て
改
造
創
成
し
た
も
の
で
、
わ
が
国
へ
は
室
町
時
代
に
始
め
て
伝
来
し
た
。
皮
は
も
と
蛇
皮
で
あ
っ
た
が
伝
来
後
猫
皮
に
代
え
、
ま
た
も
と
指
弾
し
た

も
の
を
琵
琶
様
の
撥
で
弾
ず
る
よ
う
に
変
化
し
た
。
胴
の
上
に
駒
を
置
い
て
絃
を
支
え
る
近
代
の
三
味
線
は
一
の
糸
だ
け
乗
竹
か
ら
は
ず
し
て
所
謂
「
さ
わ
り
」
の

音
を
出
さ
せ
る
工
夫
を
し
て
あ
る
。
三
絃
の
類
は
凡
て
柱
を
用
い
な
い
。
軫
は
左
二
・
右
一
。
浄
瑠
璃
用
の
大
形
を
太
棹
と
云
い
、
そ
の
他
長
唄
・
清
元
・
地
唄
・

常
磐
津
等
々
そ
れ
ぞ
れ
規
定
の
三
味
線
が
あ
り
、
最
近
は
超
大
形
の
低
音
用
大
三
味
線
や
こ
れ
に
次
ぐ
中
三
味
線
ま
で
考
案
実
用
さ
れ
て
い
る
。

【
四
絃
】
三
絃
を
四
絃
に
し
た
も
の
が
嘗
て
考
案
さ
れ
た
。『
集
古
十
種
』
に
図
示
し
て
い
る
。
つ
ぎ
棹
で
あ
る
。

【
蛇
皮
線
】
琉
球
よ
り
渡
来
の
三
絃
で
、
内
地
制
よ
り
や
や
短
小
。
胴
の
表
裏
に
蛇
皮
を
張
る
。

【
三
絃
子
（
蛇
皮
）】
清
楽
の
三
絃
で
、
胴
の
表
裏
と
も
蛇
皮
を
張
る
と
こ
ろ
か
ら
、
わ
が
国
で
は
「
蛇
皮
線
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

［
弓
擦
］─

─

【
胡
弓
（
鼓
弓
）】
胴
は
三
味
線
同
様
表
裏
に
皮
を
張
り
や
や
小
形
で
、
絃
は
三
絃
ま
た
は
四
絃
で
、
胴
の
上
に
駒
を
置
い
て
絃
を
支
え
、
こ
れ
を
弓
で
擦
奏
す
る
。

【
胡
琴
】
清
楽
用
。
短
い
竹
筒
の
一
面
だ
け
蛇
皮
を
張
り
裏
は
開
け
た
も
の
を
胴
と
し
、
数
節
の
あ
る
竹
の
棹
が
こ
れ
を
貫
通
し
て
い
る
。
二
絃
を
棹
の
背
よ
り
貫
通

し
た
二
本
の
軫
に
よ
っ
て
調
律
し
、
胴
の
上
に
駒
を
置
い
て
支
え
弓
で
鳴
ら
す
。
棹
の
中
間
に
絃
を
引
き
よ
せ
る
可
動
環
が
あ
っ
て
絃
音
を
加
減
す
る
こ
と
が
出
来

る
。

【
携
琴
】
清
楽
用
。
胡
琴
に
似
て
そ
れ
よ
り
や
や
大
形
で
、
四
絃
を
堅
木
製
の
棹
の
背
よ
り
貫
通
し
た
軫
に
よ
っ
て
締
め
、
胴
の
上
に
駒
を
置
き
弓
擦
す
る
こ
と
も
胡

琴
と
同
じ
。

【
提
琴
】
清
楽
用
。
胴
は
椰
子
殻
を
半
截
し
、
こ
れ
に
板
を
張
っ
て
表
と
す
る
。
棹
は
堅
木
製
で
胴
を
貫
通
し
、
軫
は
右
側
だ
け
に
二
個
並
べ
て
挿
す
。
胴
の
上
に
駒

を
置
く
こ
と
胡
琴
と
同
様
。
弓
擦
。
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長
頸─

─

桟
附
き

2
、
ギ
タ
ー

短
頸─

─

桟
附
き

（
奏
）
弾

［
長
頸
］─

─

【
阮
咸
（
月
琴
・
阮
琴
）】
唐
時
代
に
南
朝
系
の
琵
琶
（
秦
漢
子
）
を
参
酌
し
て
創
成
さ
れ
た
も
の
で
、
正
倉
院
に
二
面
あ
る
。
長
い
頸
と
丸
く
薄
い
胴
を
主
体
と
し
、
胴

の
上
に
附
着
し
た
覆
手
と
首
部
の
左
右
二
個
ず
つ
の
軫
に
四
絃
を
張
り
、
桟
柱
十
四
個
に
よ
っ
て
絃
音
を
分
割
す
る
。
胴
に
響
孔
は
な
い
。
長
い
頸
が
胴
の
内
部
を

貫
通
す
れ
ば
槍
形
リ
ュ
ー
ト
と
云
う
こ
と
に
な
る
が
、
貫
通
の
有
無
に
拘
ら
ず
一
類
を
立
て
て
好
い
ほ
ど
の
特
色
を
持
っ
て
い
る
。
平
安
初
期
ま
で
用
い
、
そ
の
後

廃
る
。

【
月
琴
】
明
楽
用
。
胴
は
八
角
形
、
桟
柱
は
十
五
個
、
軫
は
左
右
二
個
、
四
絃
を
二
絃
ず
つ
対
と
し
て
、
即
ち
複
二
絃
と
し
て
調
律
す
る
。

【
阮
咸
】
清
楽
用
。
胴
は
八
角
形
、
桟
柱
は
凡
そ
十
一
個
、
他
は
明
楽
用
と
大
同
。
複
二
絃
で
、
小
形
の
撥
で
弾
ず
る
。
頸
の
一
端
は
胴
内
に
伸
び
て
い
る
。

［
短
頸
］─

─

【
月
琴
】
清
楽
用
。
明
代
に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
。
短
い
頸
と
丸
い
薄
形
の
胴
を
主
体
と
す
る
複
二
絃
の
楽
器
で
、
桟
柱
は
八
個
を
普
通
と
す
る
。

細
い
小
さ
な
撥
で
弾
奏
。
胴
内
に
銅
片
、
又
は
針
金
の
線
を
附
着
し
て
特
殊
の
共
鳴
音
を
発
せ
し
め
る
。

【
雲
琴
】
清
楽
用
と
し
て
明
治
初
期
に
考
案
さ
れ
た
も
の
。
月
琴
の
一
変
種
で
、
複
四
絃
、
即
ち
八
絃
を
左
右
四
個
ず
つ
の
軫
で
調
絃
す
る
。
七
桟
柱
。

曲
頸─

─

桟
柱

⑰4
、
リ
ュ
ー
ト

直
頸─

─

桟
柱

（
奏
）
弾

［
曲
頸
］─
─

【
琵
琶
】
も
と
ペ
ル
シ
ャ
方
面
で
生
成
し
た
楽
器
で
、
六
朝
代
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
中
国
に
入
り
、
遅
く
も
奈
良
時
代
に
わ
が
国
に
伝
わ
っ
た
。
正
倉
院
に
同
代
の
も

の
五
面
を
蔵
し
て
い
る
。
今
日
「
楽
琵
琶
」
と
称
す
る
雅
楽
専
用
の
琵
琶
は
こ
れ
と
殆
ど
同
大
同
制
で
あ
る
。
琵
琶
の
胴
の
背
部
が
僅
か
ふ
く
ら
ん
で
い
る
の
は
も
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と
半
匏
を
用
い
た
遺
制
で
あ
ろ
う
。
胴
の
表
面
に
「
覆
手
」
と
呼
ぶ
絃
の
附
加
所
が
あ
り
、
そ
の
陰
に
円
形
、
上
部
左
右
に
半
月
形
の
響
孔
が
あ
る
。
絃
の
弾
所
の

あ
た
り
に
は
皮
を
張
っ
て
表
を
保
護
し
て
い
る
。
四
絃
が
定
数
で
、
後
に
屈
折
し
た
頭
部
に
左
右
に
二
個
ず
つ
軫
を
挿
し
て
い
る
。
頸
に
四
つ
の
桟
柱
を
置
い
て
絃

音
を
分
割
す
る
。
こ
の
分
割
理
論
は
ペ
ル
シ
ャ
、
ア
ラ
ビ
ア
の
理
論
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
弾
ず
る
と
き
撥
を
用
う
る
。
正
倉
院
に
は
奈
良
時
代
の
撥
の
遺
物
一

枚
を
蔵
し
て
い
る
。

【
平
家
琵
琶
】【
薩
摩
琵
琶
】【
筑
前
琵
琶
】
こ
れ
ら
は
何
れ
も
上
記
の
雅
楽
用
琵
琶
の
民
間
に
入
り
や
や
改
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
何
れ
も
楽
琵
琶
よ
り
小
形
で
、

桟
柱
の
制
・
弾
法
・
撥
の
形
な
ど
相
違
し
て
い
る
。

【
錦
琵
琶
】
近
時
考
案
の
五
絃
五
桟
柱
の
琵
琶
で
、
左
二
・
右
三
軫
。
他
は
余
の
琵
琶
の
制
と
大
同
。

【
琵
琶
（
明
楽
用
）】
体
は
や
や
細
長
く
四
絃
。
頸
か
ら
胴
に
か
け
て
の
桟
柱
十
個
と
別
に
頸
に
「
品
」
と
称
す
る
蒲
鉾
形
の
桟
柱
四
個
を
備
え
て
い
る
。

【
琵
琶
（
清
楽
用
）】
前
者
に
似
て
四
品
十
三
桟
柱
あ
る
。

［
直
頸
］─

─

【
五
絃
（
五
絃
琵
琶
）】
四
絃
琵
琶
に
比
べ
胴
は
細
長
く
、
頭
は
頸
に
続
い
て
真
直
に
伸
び
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
完
成
し
た
楽
器
で
、
中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
六
朝
代
中
国

に
入
り
、
奈
良
時
代
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
正
倉
院
に
あ
る
当
時
の
唯
一
の
遺
品
に
よ
る
に
、
桟
柱
五
個
あ
り
、
軫
は
右
三
・
左
二
個
あ
る
。
半
月
形
響
孔
は
大
変

小
さ
い
。
捍
撥
は
たㅟ

いㅟ

まㅟ

いㅟ

で
蔽
い
、
四
絃
琵
琶
の
よ
う
に
皮
を
張
っ
て
い
な
い
。
平
安
初
期
を
限
っ
て
失
伝
し
た
ら
し
い
。

Ⅳ

気
鳴
楽
器

Ⓐ
自
由
性
気
鳴
楽
器

1
、
急
激
な
外
気
の
振
動
に
よ
る

（
奏
）
振

【
鞭
音
】
こ
れ
は
使
い
方
に
よ
っ
て
は
楽
器
と
な
る
。

【
松
風
独
楽
】
薄
い
板
、
又
は
硬
い
紙
を
以
っ
て
随
意
に
形
を
切
り
抜
き
、
中
央
に
近
く
二
つ
の
穴
を
あ
け
て
二
本
の
糸
を
通
じ
、
左
右
の
手
に
こ
の
糸
を
持
ち
回
転

せ
し
め
音
を
出
す
。
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2
、
急
激
な
空
気
の
流
通
に
よ
る

（
奏
）
吹
・
吸
・
風
力

【
サ
イ
レ
ン
笛
】
合
図
用
、
又
は
玩
具
。
空
気
は
管
内
の
固
定
し
た
板
の
穴
か
ら
可
動
円
板
の
穴
を
通
り
抜
け
る
際
、
円
板
を
回
転
さ
せ
同
時
に
鋭
い
音
を
発
す
る
。

【
ハ
ー
モ
ニ
カ
】
上
打
簧
を
用
う
る
が
管
内
の
空
気
の
共
鳴
を
要
し
な
い
も
の
で
、
こ
の
点
は
所
謂
「
ア
メ
リ
カ
・
オ
ル
ガ
ン
」
の
発
音
機
巧
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
種
の
簧
は
も
と
中
国
の
笙
の
簧
の
知
識
を
学
ん
だ
西
人
の
考
案
す
る
と
こ
ろ
と
云
わ
れ
て
い
る
。

【
一
竹
】
江
戸
初
期
、
尾
州
藩
士
某
の
考
案
し
た
音
律
用
具
。
小
竹
管
に
十
二
孔
を
穿
ち
内
部
の
孔
間
に
仕
切
り
板
を
張
り
、
孔
の
裏
側
に
簧
を
施
し
、
専
ら
各
孔
を

吹
い
て
鳴
ら
す
と
云
う
。
笙
の
よ
う
に
吹
・
吸
共
に
鳴
る
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
、
且
つ
管
の
共
鳴
を
求
め
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
多
分
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
簧
の
よ
う
な
上

打
簧
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
風
琴
】
明
治
時
代
に
ブ
リ
キ
又
は
銅
板
製
の
小
管
に
四
箇
所
ほ
ど
の
指
孔
を
あ
け
、
上
打
簧
を
附
し
、
管
の
一
端
の
吹
口
か
ら
吹
き
、
指
孔
を
按
じ
て
単
純
な
旋
律

を
吹
い
た
も
の
を
「
風
琴
」
と
も
呼
ん
だ
よ
う
に
記
憶
す
る
。
手
風
琴
に
似
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

3
、
爆
音
性
の
も
の

（
⑱奏

）

【
紙
鉄
砲
】
紙
を
お
り
た
た
ん
で
袖
を
つ
く
り
一
端
を
把
っ
て
急
激
に
振
れ
ば
、
紙
は
空
気
の
抵
抗
に
あ
っ
て
開
か
ん
と
す
る
際
、
爆
発
音
を
た
て
る
。

【
紙
袋
や
ぶ
り
】
空
の
紙
袋
に
息
を
入
れ
て
ふ
く
ら
ま
せ
、
口
を
閉
じ
て
両
手
で
た
た
け
ば
、
袋
は
や
ぶ
れ
、
そ
の
時
爆
発
音
を
た
て
る
。
ゴ
ム
玉
を
や
ぶ
る
と
き
も

同
然
で
あ
る
。

【
酸
漿

ほ
う
ず
き

（
自
然
酸
漿
、
又
は
ゴ
ム
酸
漿
）】
ほ
う
ず
き
が
鳴
る
の
は
、
孔
を
う
が
っ
た
袋
中
の
空
気
を
口
内
で
お
し
出
す
際
の
爆
発
音
で
あ
る
。

【
山
吹
鉄
砲
】
竹
の
筒
に
棒
を
以
っ
て
山
吹
の
心
、
又
は
紙
な
ど
を
丸
め
て
弾
丸
と
し
て
詰
め
、
更
に
同
様
の
も
の
を
詰
め
て
急
激
に
棒
を
押
す
と
き
、
圧
縮
さ
れ
た

中
間
の
空
気
の
膨
張
力
で
前
方
の
弾
丸
が
管
中
よ
り
飛
び
出
す
際
、
爆
発
音
を
出
す
。

【
花
火
】
い
ろ
い
ろ
の
花
火
も
そ
の
音
響
効
果
を
無
視
し
た
も
の
は
少
な
い
。
そ
の
音
響
は
爆
発
音
で
、
結
局
こ
の
音
を
聞
か
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か

に
一
種
の
楽
器
と
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
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Ⓑ
共
鳴
管
附
き
気
鳴
楽
器

ａ

自
由
孔

（
奏
）
打

【
叩
き
壺
】【
叩
き
管
】
壺
又
は
管
の
口
を
手
で
蔽
う
よ
う
に
し
て
叩
く
と
き
は
軽
い
音
を
立
て
る
。
壺
内
や
管
内
の
大
き
さ
な
ど
に
よ
っ
て
音
の
高
低
が
あ
り
、
吹
く

と
き
同
様
、
明
ら
か
に
内
部
の
空
気
柱
の
共
鳴
の
あ
る
の
を
知
る
。

【
詩
仙
堂
の
筧
の
水
車
】
京
都
洛
北
詩
仙
堂
に
あ
る
筧
の
水
を
受
け
る
竹
管
は
、
水
の
満
つ
る
に
従
い
音
を
高
め
、
満
水
と
共
に
回
転
す
る
仕
掛
け
を
も
っ
て
い
る
。

水
量
に
従
い
音
を
高
め
る
の
は
管
内
の
空
気
柱
が
短
く
な
る
か
ら
で
、
管
を
吹
く
の
と
同
然
で
あ
る
。
こ
の
際
発
す
る
音
は
空
気
泡
の
破
裂
音
と
管
の
共
鳴
と
の
合

作
で
あ
る
。

ｂ

フ
リ
ュ
ー
ト

1
、
容
器
笛

（
奏
）
吹

【
水
鶏

く
い
な

笛
】
陶
製
の
蜜
柑
形
の
中
空
の
容
器
の
上
方
に
孔
を
あ
け
た
だ
け
の
も
の
。
内
部
に
少
し
水
を
入
れ
て
吹
く
と
き
は
水
鶏
の
鳴
き
声
に
近
い
の
で
こ
の
称
を
得

た
。
一
種
の
塤け

ん
（
壎
）
の
類
で
あ
る
。

2
、
縦
笛

（
奏
）
吹

【
律
管
】
音
律
の
標
準
用
具
。
無
節
の
単
な
る
竹
管
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
長
さ
律
尺
の
九
寸
を
黄
鍾
と
な
し
、
順
次
三
分
損
益
し
て
余
の
十
一
律
を
求
め
る
が
、
わ
が

国
で
は
中
国
ほ
ど
厳
格
に
律
を
求
め
て
截
断
し
た
人
は
殆
ど
な
い
。
日
本
制
は
概
ね
十
二
律
を
紐
で
相
連
結
し
た
も
の
を
用
う
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
基
本

を
必
ず
し
も
一
越
に
限
ら
ず
、
余
の
律
か
ら
始
め
て
も
好
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
某
々
切
」
と
称
し
、
例
え
ば
一
越
切
は
一
越
（
ｄ
）
か
ら
上
無
（
ｃ♯
）

ま
で
、
双
調
切
は
双
調
（
ｇ
）
か
ら
下
無
（
ｆ♯
）
ま
で
と
云
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
連
結
し
た
管
は
「
簫
」
と
呼
ん
で
も
好
い
。
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⑲

3
、
刻
み
目
笛

凹
線
条
溝
笛

（
奏
）
吹

【
尺
八
】
唐
の
尺
八
の
制
を
受
け
た
奈
良
時
代
の
尺
八
は
前
五
・
後
一
の
六
指
孔
を
も
ち
、
そ
の
長
さ
は
唐
の
律
尺
に
よ
る
十
二
律
の
二
倍
を
と
っ
て
い
る
。
毎
管
三

つ
の
竹
節
を
も
つ
。─

─

玉
石
牙
製
の
も
の
も
こ
れ
を
象
っ
て
い
る
。
吹
口
は
前
方
の
肉
を
そ
い
で
薄
く
し
た
も
の
に
半
月
形
の
刻
み
目
を
入
れ
、
吹
口
の
角
度
を

百
十
度
前
後
に
斜
め
に
後
を
短
く
切
断
し
て
い
る
。
正
倉
院
に
は
古
管
八
本
を
蔵
し
て
い
る
。

【
一
節
切
】
必
ず
一
竹
節
あ
る
の
を
特
色
と
し
、
前
四
・
後
一
の
五
孔
で
あ
る
。
こ
れ
も
十
二
管
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
江
戸
時
代
に
は
黄
鐘
切
（
ａ
）
の
も
の
が
最
も

広
く
用
い
ら
れ
た
。

【
虚
無
僧
の
尺
八
】
今
日
「
尺
八
」
と
称
す
る
も
の
は
江
戸
時
代
に
虚
無
僧
の
吹
い
た
尺
八
の
流
で
、
竹
の
根
近
く
多
節
の
と
こ
ろ
を
撰
ん
で
作
る
。
そ
の
長
さ
曲
尺

の
一
尺
八
寸
を
体
と
し
、
前
四
・
後
一
孔
で
あ
る
。
筒
音
は
一
越
（
ｄ
）
に
当
た
る
が
、
そ
の
他
二
尺
の
も
の
、
七
孔
の
尺
八
等
の
変
種
が
あ
る
。

【
洞
簫
】
近
世
、
中
国
よ
り
伝
来
の
明
楽
尺
八
は
前
五
・
後
一
の
六
孔
で
、
唐
制
に
近
い
。
尤
も
節
の
用
法
・
音
律
の
割
り
出
し
方
な
ど
は
相
違
し
て
い
る
が
。

【
天
吹
】
九
州
薩
摩
地
方
に
行
わ
れ
る
尺
八
の
一
種
。
吹
口
は
洞
簫
に
似
て
い
る
。

【
清
楽
の
洞
簫
】
吹
口
は
竹
節
、
又
は
骨
牙
を
も
っ
て
上
端
を
閉
じ
た
も
の
に
、
前
上
方
に
小
孔
を
あ
け
て
吹
口
と
し
て
い
る
。
指
孔
は
前
五
・
後
一
、
別
に
竹
紙
を

張
る
孔
を
一
個
備
え
て
い
る
。

【
簫
】
唐
時
代
や
奈
良
時
代
に
行
わ
れ
た
簫
（
後
世
の
所
謂
「
排
簫
」）
の
吹
口
は
「
凹
線
条
溝
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
か
く
す
る
と
き
は
非
常
に
吹
き
易
く
な
る
も
の

で
、
正
倉
院
に
残
闕
二
種
あ
る
。
今
日
ビ
ル
マ
地
方
に
見
る
簫
も
同
様
の
吹
口
を
有
し
て
い
る
。

4
、
条
溝
笛

（
奏
）
吹

【
按
摩
笛
】
普
通
二
簧
を
併
列
し
た
も
の
を
用
い
る
。
指
孔
は
僅
か
三
つ
。
片
手
で
使
用
す
る
に
は
こ
の
位
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

【
鳥
笛
】
小
管
の
中
央
部
あ
た
り
に
条
溝
を
設
け
た
も
の
。
一
管
、
又
二
管
、
或
い
は
三
管
を
用
う
る
。
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【
人
形
笛
】【
雀
笛
等
】
上
記
と
同
様
の
笛
の
先
端
に
人
形
や
鳥
な
ど
を
附
し
た
も
の
は
、
玩
具
楽
器
に
非
常
に
多
く
見
出
さ
れ
る
。

【
伊
勢
の
笙
の
笛
】
条
溝
笛
の
吹
口
と
し
て
小
管
を
笛
の
横
に
附
し
た
だ
け
の
も
の
。

【
玩
具
の
横
笛
】
横
笛
に
似
て
実
は
内
部
機
巧
は
条
溝
笛
で
あ
る
も
の
玩
具
に
往
々
見
ら
れ
る
。

【
鳥
の
子
笛
】
近
時
、
条
溝
笛
の
筒
先
か
ら
塞
子
附
き
の
棒
を
入
れ
、
こ
れ
を
上
下
し
て
管
内
の
空
気
柱
の
長
さ
を
変
え
連
続
音
を
出
す
装
置
を
考
案
し
、
こ
れ
を

「
鳥
の
子
笛
」
と
名
づ
け
た
も
の
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
の
鳥
の
鳴
き
声
を
模
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。

【
ひ
ば
り
笛
】
小
皿
に
水
を
入
れ
、
こ
れ
に
笛
を
さ
し
込
ん
で
吹
け
ば
、
水
を
か
き
起
こ
し
て
笛
音
は
別
趣
を
呈
す
。
皿
を
笛
に
固
定
し
た
も
の
も
あ
る
。

【
鳩
笛
】【
木
菟
笛
】【
鳥
笛
】【
ふ
く
ろ
笛
】
こ
れ
ら
は
等
し
く
竹
管
に
代
え
る
に
陶
・
紙
な
ど
の
容
器
を
以
っ
て
す
る
条
溝
笛
の
一
種
で
あ
る
。

【
鶯
笛
】
竹
の
狭
い
扁
平
の
吹
口
を
有
す
る
笛
で
、
江
戸
時
代
か
ら
な
じ
ま
れ
て
い
る
。
近
時
、
鶯
形
を
切
り
抜
い
た
も
の
を
添
え
、
或
い
は
そ
の
嘴
を
動
か
す
装
置

を
試
み
た
も
の
も
あ
る
。

【
呼
子
笛
】
多
く
は
金
属
製
で
、
容
器
の
内
部
に
小
丸
を
入
れ

⑳吹
く
と
、
こ
れ
が
動
揺
し
て
一
種
の
響
き
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

5
、
横
笛

（
奏
）
吹

【
龍
笛
】
雅
楽
の
唐
楽
用
。
指
孔
七
個
、
樺
巻
き
が
あ
る
の
を
常
と
す
る
。
し
か
し
正
倉
院
の
遺
物
に
は
ま
だ
こ
れ
が
な
い
。

【
狛
笛
】
前
者
に
似
て
細
く
短
く
、
指
孔
は
六
個
。
狛
楽
用
。

【
神
楽
笛
（
太
笛
）】
雅
楽
の
神
楽
用
。
龍
笛
よ
り
や
や
大
き
い
が
指
孔
は
六
個
。
こ
の
他
に
「
東
遊
び
笛
（
中
管
）」
と
称
す
る
も
の
が
古
あ
っ
た
と
云
う
が
、
詳
し
い

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

【
能
管
】
外
形
は
龍
笛
と
殆
ど
同
じ
で
、
七
孔
。
し
か
し
製
作
は
特
異
で
、
竹
を
内
部
を
外
に
は
い
で
作
る
と
云
う
。

【
篠
笛
】
篠
竹
を
以
っ
て
つ
く
る
。
長
短
十
二
種
あ
り
。
普
通
広
く
用
い
ら
れ
る
の
は
四
本
・
五
本
・
六
本
で
あ
る
。

【
龍
笛
（
明
楽
用
）──

明
笛
】
清
音
孔
（
竹
紙
用
孔
）
の
あ
る
六
孔
の
笛
。
別
に
紐
を
附
す
両
傍
孔
と
二
孔
の
飾
り
孔
あ
り
。
普
通
「
明
笛
」
の
名
で
通
用
し
て
い
る
。

【
長
簫
】
明
楽
用
で
、
前
者
と
殆
ど
同
制
で
あ
る
が
、
た
だ
清
音
孔
が
な
い
の
が
相
違
し
て
い
る
。
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【
清
笛
】
淸
楽
用
で
、
明
楽
の
龍
笛
と
大
同
小
異
。

ｃ

ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
（
喇
叭
）

1
、
自
然
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト

（
奏
）
吹

【
法
螺
貝
】
又
単
に
「
貝
」
と
も
云
う
。
仏
寺
用
と
し
、
山
伏
の
楽
器
と
し
、
ま
た
源
平
時
代
頃
よ
り
以
来
、
軍
用
吹
器
と
し
て
久
し
く
愛
用
さ
れ
た
。
古
来
我
が
国

に
知
ら
れ
た
も
の
は
殻
頂
に
孔
を
穿
っ
て
吹
口
を
つ
け
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。

2
、
人
造
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト

【
大
角
】【
小
角
】
中
国
漢
代
の
角
は
多
分
木
製
で
屈
曲
せ
ず
、
そ
の
後
皮
を
材
料
と
す
る
も
の
も
現
れ
、
別
に
西
方
よ
り
獣
角
形
の
も
の
が
伝
来
し
た
。
わ
が
上
代
の

大
角
（
は
ら
の
笛
）・
小
角
（
く
だ
の
笛
）
の
制
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
が
、「
大
角
」
と
称
し
て
も
唐
の
大
角
（
簸
邏
廻
）
の
こ
と
で
は
な
く
、
単
に
大
形
の
角
の
意
で

あ
り
、
真
直
な
円
錐
形
ト
ラ
ム
ペ
ッ
ト
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

【
胡
沙
笛
】
奥
羽
地
方
で
用
い
た
と
云
う
一
種
の
角
で
、
木
製
の
吹
口
と
薄
板
を
丸
め
た
体
と
を
備
え
て
い
る
。

【
竹
法
螺
】
一
端
閉
じ
一
端
開
口
し
た
太
竹
に
、
閉
じ
所
に
近
く
管
上
に
吹
口
を
あ
け
こ
れ
を
吹
く
。
そ
の
音
は
法
螺
貝
に
近
く
、
そ
の
代
用
と
な
る
。

ｄ

簧
管

㉑2
、
自
由
簧
管

（
奏
）
吹
・
吸

【
笙
（
鳳
笙
）】
簧
の
あ
る
十
七
管
を
一
匏
に
竪
に
円
形
に
排
置
し
、
共
同
の
吹
口
か
ら
吹
く
時
、
指
孔
を
塞
い
だ
管
の
簧
だ
け
発
音
す
る
の
が
笙
の
特
異
点
で
あ
る
。

今
、
十
七
管
中
、
也ㅟ

・
毛ㅟ

二
管
だ
け
簧
を
備
え
て
い
な
い
。
唐
笙
の
制
を
受
け
た
正
倉
院
の
笙
も
同
然
で
、
也
・
毛
二
管
の
無
簧
と
な
っ
た
年
代
の
古
い
の
を
知
る

の
で
あ
る
。
尤
も
低
音
の
笙
で
あ
る
正
倉
院
の
竽
に
は
毛
管
に
屏
上
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
簧
の
存
し
た
こ
と
を
推
知
し
得
る
が…

…

。
笙
は
古
代
は
吹
口
に
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長
い
嘴
を
添
え
て
い
た
が
、
平
安
朝
以
来
こ
れ
を
取
り
去
っ
て
用
い
て
い
る
。
笙
は
ま
た
和
音
の
吹
奏
に
堪
え
、
普
通
五
、
六
管
の
簧
を
同
時
に
鳴
ら
す
の
で
あ

る
。

【
竽
】
正
倉
院
に
奈
良
時
代
の
も
の
二
個
あ
る
。
何
れ
も
十
七
管
で
、
一
個
は
毛
管
に
屏
上
を
備
え
て
い
る
の
で
珍
奇
と
さ
れ
て
い
る
。
同
院
の
笙
同
様
長
い
嘴
を

も
っ
て
い
る
。

【
律
管
（
調
子
竹
）】
雅
楽
用
の
も
の
で
、
竹
管
の
下
端
に
笙
の
よ
う
に
簧
を
装
置
し
て
い
る
。
十
二
律
に
合
う
十
二
管
一
組
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
主
要
律
五
管
だ
け
の

も
の
も
あ
る
。

3
、
上
打
簧
（
単
簧
）
管

（
奏
）
吹
・
風
力

【
蟬
笛
】
細
管
に
経
木
の
薄
片
を
装
置
し
た
も
の
を
保
護
管
に
収
め
、
更
に
細
管
の
先
を
太
管
の
腹
に
挿
入
す
る
。
奏
者
は
太
管
の
両
端
を
開
閉
し
つ
つ
吹
け
ば
、
み

ん
み
ん
蟬
の
鳴
き
声
を
得
る
で
あ
ろ
う
。
変
種
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

【
人
形
の
笛
】
市
松
人
形
等
、
日
本
人
形
の
腹
中
に
収
め
る
笛
は
、
上
打
簧
を
装
置
し
た
ふㅟ

いㅟ

ごㅟ

を
外
部
か
ら
圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
り
空
気
を
送
っ
て
鳴
ら
す
の
で
あ

る
。

【
牛
笛
】
蟬
笛
と
似
た
も
の
。
た
だ
筒
先
を
管
を
以
っ
て
次
第
に
大
き
く
し
、
ま
た
裂
け
目
を
入
れ
て
異
様
の
響
き
を
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

4
、
通
打
簧
（
複
簧
）
管

（
奏
）
吹

【
篳
篥
】【
大
篳
篥
・
小
篳
篥
】
篳
篥
は
西
ア
ジ
ア
地
方
の
原
産
で
、
九
孔
あ
り
（
前
七
・
後
二
）、
今
日
雅
楽
用
と
し
て
伝
う
る
も
の
は
長
さ
六
寸
、
こ
れ
に
蘆
舌
を
さ

し
込
ん
で
吹
奏
す
る
。
古
は
大
小
の
篳
篥
が
並
び
行
わ
れ
た
が
、
平
安
中
期
に
は
已
に
大
は
廃
れ
て
い
た
。

【
觱
篥
（
明
楽
用
）】
前
七
・
後
一
孔
の
八
孔
で
あ
る
。
日
本
旧
制
の
よ
う
に
樺
巻
き
も
な
く
、
宛
も
筆
の
軸
の
ご
と
し
で
あ
る
。

【
哨
吶
（
ち
ゃ
る
め
ら
・
ち
ゃ
ん
め
ら
）】
江
戸
初
期
に
伝
来
し
た
。
近
頃
の
も
の
は
筒
先
に
朝
顔
形
の
銅
器
を
附
し
、
吹
口
に
近
く
銅
製
の
結
節
二
個
と
大
小
の
平
円
板
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二
枚
を
つ
け
て
い
る
。
簧
は
篳
篥
に
比
べ
て
著
し
く
小
さ
い
。
指
孔
は
前
七
・
後
一
の
八
孔
あ
る
。
清
楽
に
も
用
い
、
飴
売
り
も
用
う
る
。

【
鉋
屑
の
笛
】
鉋
屑
を
巻
い
て
円
錐
形
に
な
し
、
吹
口
を
簡
単
に
通
打
簧
と
し
た
も
の
を
、
路
傍
で
売
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

翻
刻
者
注

①

解
題
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
林
謙
三
は
、
戦
時
中
の
一
九
四
二
年
に
東
京
神
田
の
冨
山
房
か
ら
『
東
亞
樂
器
考
』
を
出
版
す
る
計
画
を
し
て
い
た
。
こ
の
計
画
は
結
果
と
し
て

終
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
、
当
時
の
出
版
界
の
不
況
に
よ
り
、
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
本
報
告
書
執
筆
当
時
の
昭
和
二
十
三
年
度
（
一
九
四
八
年
度
）
頃
に
は
、
す
で
に
東
ア
ジ

ア
の
楽
器
に
関
す
る
研
究
が
十
分
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

②

出
版
年
に
つ
い
て
、
草
稿
で
は
「
十
九
年
」
と
し
て
い
る
が
、
当
該
書
の
奥
付
に
「
昭
和
十
八
年
八
㖲
八
日
發
行
」
と
あ
る
の
に
従
っ
て
改
め
た
。
た
だ
し
、
実
際
に
出
版
さ

れ
た
の
は
十
九
年
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
当
該
書
の
凡
例
の
末
尾
に
「
昭
和
十
八
年
十
一
㖲
」
と
あ
り
、
収
載
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
論
文
に
発
行
日
以
降
の
日
付
が
見

え
る
か
ら
で
あ
る
。

③

ザ
ッ
ク
ス
当
該
書
で
は
「
Einfache
Chordophone」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
草
稿
を
尊
重
し
改
め
な
か
っ
た
。
太
田
太
郎
が
「
ザ
ッ
ク
ス
樂
器
學
の
槪
㛿
」（
未
刊
行
『
印
度

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
樂
器
』
所
収
）
に
お
い
て
ザ
ッ
ク
ス
『
比
較
音
楽
学
』（
CurtSachs,V
ergleichendeM
usikw
issenschaftin
Ihren
G
rundzügen
(M
usikpädagogische

Bibliothek;8),Leipzig:Q
uelle
&
M
eyer,1930）
の
楽
器
分
類
一
覧
表
に
従
っ
て
、「
Einfache
Saiteninstrum
ente」
と
表
記
し
た
の
を
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

④

草
稿
で
は
「
Saiteninstrum
ente」
を
脱
し
て
い
た
が
、
前
述
「
単
純
絃
鳴
楽
器
」
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
表
記
を
参
照
し
補
っ
た
。
た
だ
し
、
ザ
ッ
ク
ス
当
該
書
で
は
、

「
Zusam
m
engesetzte
Chordophone」
と
表
記
さ
れ
る
。
太
田
太
郎
が
「
ザ
ッ
ク
ス
樂
器
學
の
槪
㛿
」
に
お
い
て
ザ
ッ
ク
ス
『
比
較
音
楽
学
』
の
楽
器
分
類
一
覧
表
に
従
っ
て

「
Zusam
m
engesetzte
Saiteninstrum
ente」
と
表
記
し
た
の
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑤

ザ
ッ
ク
ス
当
該
書
で
は
「
Schalm
ei」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
草
稿
を
尊
重
し
改
め
な
か
っ
た
。
太
田
太
郎
が
「
ザ
ッ
ク
ス
樂
器
學
の
槪
㛿
」
に
お
い
て
ザ
ッ
ク
ス
『
比
較
音
楽

学
』
に
従
っ
て
「
Rohrblattinstrum
ente」
と
表
記
し
た
の
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑥

林
謙
三
は
、
ノ
ル
リ
ン
ド
の
編
著
書
（
T
obiasN
orlind,System
atik
derSaiteninstrum
ente,T
eil1:G
eschichtederZither,Stockholm
:M
usikhistorischesM
userm
,

1936）
に
対
し
て
書
評
を
残
し
て
い
る
（『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
十
二
・
十
三
号
、
一
九
五
四
年
掲
載
）。

⑦

草
稿
で
は
「
界
」
の
原
文
を
「
T
ierreich」
と
表
記
す
る
が
、
ノ
ル
リ
ン
ド
当
該
書
に
は
見
え
な
い
。
当
該
書
に
見
え
る
「
A
bteilung」（
部
門
の
意
）
が
そ
れ
に
あ
た
る

か
。

⑧

草
稿
で
は
「
門
」
の
原
文
を
「
U
nterreich」
と
表
記
す
る
が
、
ノ
ル
リ
ン
ド
当
該
書
に
は
見
え
な
い
。
当
該
書
に
見
え
る
「
U
nterabteilung」（
下
位
部
門
の
意
）
が
そ
れ

に
あ
た
る
か
。

⑨

草
稿
で
は
「
亜
目
」
の
原
文
を
「
U
ntergruppe」
と
表
記
す
る
が
、
ノ
ル
リ
ン
ド
当
該
書
に
は
見
え
な
い
。
当
該
書
に
見
え
る
「
Gattung」（
属
の
意
）
が
そ
れ
に
あ
た
る

か
。

⑩
「
感
銘
」
は
、
例
え
ば
「
印
象
」
等
の
誤
記
か
。

⑪

翻
刻
者
は
、
モ
ー
ゼ
ル
当
該
書
の
一
九
四
三
年
第
二
版
し
か
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
楽
器
の
五
綱
分
類
の
記
載
は
当
該
書
「
Instrum
ente」
の
項
目
に
見
え
る
。
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⑫

草
稿
で
は
、
本
注
は
本
文
に
お
い
て
注
番
号
を
記
す
の
み
で
、
注
文
そ
の
も
の
を
欠
い
て
い
る
が
、
林
謙
三
『
東
ア
ジ
ア
楽
器
考
』（
東
京
：
カ
ワ
イ
楽
譜
、
一
九
七
三
年
）

の
序
説
「
楽
器
分
類
の
略
史
」
の
注
7
を
参
考
に
し
て
補
っ
た
。

⑬

草
稿
で
は
、
こ
の
節
の
直
後
の
空
白
箇
所
に
「
表
」
と
大
き
く
メ
モ
書
き
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
表
を
挿
入
す
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

⑭

以
下
の
表
の
各
項
目
に
お
け
る
用
語
は
、
第
三
章
「
新
楽
器
分
類
法
に
よ
っ
て
処
理
し
た
日
本
楽
器
」
の
分
類
に
対
応
し
て
い
る
が
、
双
方
を
比
較
す
る
と
、
表
の
科
と
亜
科

の
項
目
に
不
足
が
見
え
る
た
め
、
第
三
章
に
従
っ
て
適
宜
補
っ
た
。

⑮
「
Ⅱ

皮
鳴
楽
器
」
に
「
Ⓐ
張
ら
な
い
皮
鳴
楽
器
」
の
項
目
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
第
二
章
の
第
三
節
「
新
分
類
法
概
観
」
に
掲
げ
ら
れ
た
表
に
お
い
て
「
張
ら
な
い
皮
鳴
楽

器
」
に
所
属
す
る
楽
器
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑯
「
管
形
チ
タ
ー
」
の
番
号
は
、
そ
の
順
番
か
ら
言
え
ば
「
2
」
に
あ
た
る
が
、
所
属
す
る
楽
器
が
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
林
謙
三
が
何
ら
か
の
項
目
を
欠
番
と
し
た
可
能
性

を
考
え
、
草
稿
を
尊
重
し
改
め
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
「
箱
形
チ
タ
ー
」「
板
形
チ
タ
ー
」
の
番
号
も
草
稿
の
ま
ま
で
あ
る
。

⑰
「
リ
ュ
ー
ト
」
の
番
号
は
、
そ
の
順
番
か
ら
言
え
ば
「
3
」
に
あ
た
る
が
、
所
属
す
る
楽
器
が
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
林
謙
三
が
何
ら
か
の
項
目
を
欠
番
と
し
た
可
能
性
を

考
え
、
草
稿
を
尊
重
し
改
め
な
か
っ
た
。

⑱
「（
奏
）」
に
記
述
が
な
い
の
は
、
草
稿
の
ま
ま
で
あ
る
。

⑲

草
稿
で
は
「
刻
み
目
笛
」
の
亜
科
は
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
一
つ
目
は
空
欄
と
さ
れ
て
い
る
が
、
林
謙
三
が
何
ら
か
の
項
目
を
想
定
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
、
草
稿
を
尊

重
し
て
空
欄
の
ま
ま
と
し
た
。

⑳

草
稿
は
、「
吹
」
の
後
で
原
稿
用
紙
が
改
め
ら
れ
、
次
の
頁
は
「
こ
れ
が
動
揺
」
で
始
ま
っ
て
い
る
。「
く
と
、」
を
補
い
、
文
意
が
通
じ
る
よ
う
に
改
め
た
。

㉑
「
自
由
簧
管
」
の
番
号
は
、
そ
の
順
番
か
ら
言
え
ば
「
1
」
に
あ
た
る
が
、
所
属
す
る
楽
器
が
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
、
林
謙
三
が
何
ら
か
の
項
目
を
欠
番
と
し
た
可
能
性
を

考
え
、
草
稿
を
尊
重
し
改
め
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
の
「
上
打
簧
（
単
簧
）
管
」「
通
打
簧
（
複
簧
）
管
」
の
番
号
も
草
稿
の
ま
ま
で
あ
る
。

［
付
記
］本

稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
林
謙
三
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
楽
器
学
の
基
礎
的
研
究
」（
研
究
課
題
領
域
番
号
：
18K
00156、
研
究
代
表
者
：

山
寺
三
知
、
研
究
期
間
：
二
〇
一
八─

二
〇
二
一
年
度
）、
及
び
同
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
東
ア
ジ
ア
古
代
歌
謡
の
文
学
的
・
音
楽
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
双
方
的
研
究
」（
研
究
課
題

領
域
番
号
：
21H
00509、
研
究
代
表
者
：
長
谷
部
剛
、
研
究
期
間
：
二
〇
二
一─

二
〇
二
四
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

［
謝
辞
］資

料
の
閲
覧
・
翻
刻
を
快
く
ご
許
可
下
さ
い
ま
し
た
長
屋
糺
様
（
林
謙
三
氏
ご
子
息
）、
ま
た
、
調
査
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
長
谷
部
剛
氏
（
関
西
大
学
教
授
）
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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